
　　　関係法令等によるほか，建設副産物適正処理推進要綱に従い適正に処理する。

章 項 特　　　記　　　事　　　項 章 特　　　記　　　事　　　項

Ⅰ 工 事 概 要

　１．工事名称

　２．工事場所

　３．用途地域

　４．防火地域 ・ 防火地域 ・ 準防火地域 ・ 指定なし

　５．工事種別 ・ 新　築 ・ 増　築 ・ 改　修 ・ 耐震改修

　６．敷地面積

　７．建物概要

　　　１）構　造

　　　２）面　積

章 項 特　　　記　　　事　　　項

　１．共通仕様

　　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，公共建築工事標準仕様書（建築工事編

　　　　及び機械設備工事を本工事に含む場合は，それぞれ公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編），公共建築工事標準仕様書（機械設

　　　　備工事編）の同年版による。

　　　(1) 官公署手続き

　　　　　受注者は関係官公署への必要な（資料・報告書等を用意）手続きを代行する。（官公署手続きは監督員の承諾後とする。）

　　　(2) 地域活性化運動（地元企業及び地場製品の活用）　　　　　受注者は，地元企業及び地場製品の積極的な活用に努める。

　　　(3) 補償及び無償メンテ

　　　　　補償は，工事完成引渡し後，満１年間以内に施工又は材料，機器の欠損等に基づく故障を生じた場合，請負者の負担にて速やかに

　　　　　補修又は取替えを行う。

　　　　　無償メンテは，工事完成引渡し後，１年間は主要機器，主要設備について無償にて，請負者がメンテナンスを行う。

　　　　　　　　　　　　（建築基準法，消防法等の報告義務も含む。）

　　　(4) 疑義に対する協議等

Ⅱ 建 築 工 事 仕 様

　　　　　合が生じた場合は，監督員と協議する。

　　　　　設計図書に定められた内容に疑義が生じた場合又は現場の納まり，取り合い等の関係で，設計図書によることが困難若しくは不都

○
○
○

　２．特記仕様

　　　(1) 章，項目は番号に　　印のついたものを適用する。

　　　(2) 特記事項は ・ 印のついたものを適用する。

　　　　　　　　　　 ・ 印のつかない場合は， ※ 印のついたものを適用する。

　　　　　　　　　　 ・ 印と ※ 印のついた場合は共に適用する。

　　　(3) 特記事項に記載の（ ）内表示番号は，「建築標準仕様書」の当該項目，当該図又は当該表を示す。

　　　(4) 関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その対応等について

　　　　　、監督員と協議すること。

　　　(5) 材料および製造所等の記載順序は不同である。

：床面積

： ：

： ：

： ：

　　　３）付属施設
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　８．別途工事 ・電気設備工事 ・給排水衛生設備工事 ・空気調和設備工事 ・ガス設備工事

　　　　　※契約締結後　　日以内に実施工程表を提出する。

　９．消防法に基づく防火対象物　　　消防法施行令別表一　　（　　　）項

　10．不当要求又は工事妨害の排除について

　　　１）暴力団等から不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という）を受けた場合はその旨を直ちに発注者に報告し，所轄の警察署に

　　　　　届出ること。

　　　２）発注者及び所轄の警察署と協力して，不当介入の排除対策を講じること。

　　　３）排除対策を講じたにもかかわらず，工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する協議を行うこと。

　　　４）発注者と工程に関する協議を行った結果，工期に遅れが生じると認められた場合は，発注者に工期延長の請求を行うこと。

　　　５）暴力団等から不当介入により被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告し，被害届を速やかに所轄の警察署に提出すること。

　　　６）当該被害により工期に遅れが生じるおそれがある場合は，発注者と工程に関する協議を行うこと。その結果工期に遅れが生じると

　　　　　認められた場合は，発注者に工期延長の請求を行うこと。

　11．公衆災害防止措置

　　　工事に際し工事関係者以外の第三者の生命・身体及び財産の危害並びに迷惑を防止するために必要な措置を執ること。

　12．現状復旧

　　　工事に際し隣接建築物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと。

１ 適用基準等 　・公共住宅建設工事共通仕様書　国土交通省住宅局住宅総合整備課監修（平成　　年度版）

　・鉄骨設計標準図　　建設大臣官房官庁営繕部監修（平成２年版）　　

　・建設工事公衆災害防止対策要綱（建築工事編）建設経済局建設業課　住宅局建築指導課監修

　・建築工事安全施工技術指針　　建設大臣官房官庁営繕部監督課長通達

　・建築改修標準仕様書　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成２８年版）

　・建築基準法，消防法，その他関係法令

　・高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律への対応

　・建築物移動等円滑化誘導基準（認定）

章 項 特　　　記　　　事　　　項

１

一

般

共

通

事

項

２ 監理(主任)技術者

３ 電気保安技術者 　・適用する ・適用しない

(1.3.3)

　属会社名及び証明印の入った名札を着用する。

　受注者は，監理技術者及び主任技術者を建設業法により定め，工事現場内において工事名，工期，写真，所

　対象物質

　　・４項目（ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，パラジクロロベンゼン）

　　・５項目（ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，スチレン，エチルベンゼン）

　測定方法

　　※計画書を提出し，監督員の承諾を受ける。

　対象室名

　測定箇所数

　　　・アスファルトコンクリート　　　　　・コンクリート　　　　　・木材

８ 特別な材料の工法 　建築標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は，当該製品の指定工法による。

９ 発生材の処理 　発生材処理方法

　　・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）(1.3.11)

　　※再資源化を図るもの

　　　・コンクリート及び鉄からなる建設資材

　　・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　※上記以外のものはすべて構外に搬出し，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下「建

　　　設リサイクル法」という。），「資源の有効な利用の促進に関する法律」（以下），「廃，「資源有効

　　　利用促進法」という。棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下，「廃棄物処理法」という。）その他

建築材料等 　※建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等のものとする。６

　　ただし，同等とする場合は，監督員の承諾を受ける。

　　また（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」によって所要の品質・性

　　能を有することの評価を受けた材料・機材等を使用する場合は，評価書の写しを監督員に提出する。

　　材料の選定に当たっては，揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する。

(1.4.1)

　　）により，環境負荷を低減できる材料を選定するように努める。

７ 化学物質の濃度測定

(1.5.9)

　　工事に使用する材料は，アスベストを含有しないものとする。

　　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律 第100号「グリーン購入法」という。

　値以下であることを確認し，監督員に報告する。

　受注者は，引渡し前に次の対象物質について室内空気中に含まれる濃度を測定し，厚生労働省が定める指針

５ 施工管理 　受注者は施工管理体制を確立し，品質，工程，安全等の施工管理を行う。

(1.3.1) (1.1.5) 　※施工体制台帳（建設業法等に従って作成し，写しを提出する。）

　　技術者台帳（施工体制台帳に添付）

　※施工体系図（建設業法に基づき，当該現場の見やすい場所に掲示する。）

　　　る。

　　　監理技術者・主任技術者（下請を含む）及び専門技術者の写真，名前，生年月日，所属会社名を記載す

防水工事 防水施工 ・アスファルト防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

　　　　　　　　　　　　防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

石工事 石材施工 ・石張り作業

タイル工事 タイル張り ・タイル張り作業

木工事 建築大工 ・大工工事作業

屋根及びとい工事 建築板金 ・内外装板金作業

金属工事 内装仕上施工 ・鋼製下地工事作業

建築板金 ・内外装板金作業

左官工事 左官 ・左官作業

建具工事 サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ・ガラス工事作業

自動ドア施工 ・自動ドア施工作業

カーテンウォール工事 カーテンウォール施工 ・金属製カーテンウォール工事作業

サッシ施工 ・ビル用サッシ施工作業

ガラス施工 ・ガラス工事作業

塗装工事 塗装 ・建築塗装作業

内装工事 内装仕上施工 ・プラスチック系床仕上工事作業

・カーペット系床仕上作業

・ボード仕上工事作業

表装 ・壁装作業

排水工事 配管 ・建築配管作業

舗装工事 路面表示施工 ・溶解ペイントマーカー工事作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

植栽工事 造園 ・造園工事作業

その他の工事 ・

４ 技能士 工事種目 技能検定職種 技能検定作業

(1.5.2) 仮設工事 とび ・とび作業

鉄筋工事 鉄筋施工 ・鉄筋組立作業

コンクリート工事 型枠施工 ・型枠工事作業

コンクリート圧送施工 ・コンクリート圧送工事作業

鉄骨工事 鉄工

とび

・構造物鉄工作業

・とび作業

コンクリートブロック・ＡＬＣ ブロック建築

ＡＬＣパネル施工

・コンクリートブロック工事作業

・ＡＬＣパネル工事作業

　建築特記仕様書(1)

10 工事及び完成写真 　工事及び完成写真

　※工事着手に先立ち，設計図面（Ａ　版二つ折り）製本を　　部提出する。

完 成 時

サービス版程度（カラー）

サービス版程度（カラー）

キャビネ版程度（カラー）

必要に応じた数

各 室 ４ 面

外 景 ４ 面

２

２

分 類

着 手 前

規 格 撮 影 枚 数 提出部数

サービス版程度（カラー） 必要に応じた数 ２

工 事 中 サービス版程度（カラー） 必要に応じた数 ２

施 工 後

　撮影用具　　（　・従来カメラ　　・デジタルカメラ　）

　着手前及び工事中、施工後写真　　※Ａ４版印刷，若しくはＡ４版写真帳

　完成時写真　　　※アルバム（Ａ４版程度）　　　　　　　　　・写真帳

　　　　　　　　　（検査後１４日以内に提出する。）

　原版の提出　　　※する（　※完成時のみ　　・全て　）　　　・しない

　　　　　　　　　（電子データ形式等は，監督員の指示による。）

　　１）工程写真

　上記の工事及び完成写真と別に下記のものを指定時期に監督員に提出する。

　　２）工事中写真

　　　　に添付するものとする

　　　　工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告書

　　　　水中又は地下に埋設される部分，その他完成後外部から検査・確認する事が出来なくなる部分，及び

　　　　その他監督員が指示する箇所は，工事中写真をにまとめて各検査日までに２部提出するものとする。

　　３）その他の写真

　　　　とする。

　　　　隣接建物等に損傷のおそれがある場合は，施工前・施工後の写真を監督員の指示により提出するもの

11 完成時の提出図書 　速やかに次の図書を提出する。

(1.7.1)

　　　・Ａ３版を２つ折りにして製本　　　　　　　部２

　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部

（竣工図電子データ作成要領による。）　　　・竣工図電子データ（方式　　　　　　　）一式

　　　・ＣＡＤデータ（媒体形式ＣＤ－Ｒなど，データ形式等は監督員の指示による。）(1.7.2)

(1.7.3) ２

　  ・竣工図（　※完成図　　　・承諾図　　　・施工図　）

　

　　・保全に関する資料　　　　　　　　　　　　　部

　　※別契約の関連工事受注者が足場などを使用する場合は無償とする。

(1.1.7)

　　　工事関係者とともに円滑な施工に努める。

　　※別契約の関連工事受注者と工程を含めた総合的な打合せを定期的に行い，監督員の調整に協力し，当該

13 施工中の安全確保 　安全確保

　　・労働安全衛生法に基づく指名(1.3.7)

　　・本工事は，交通誘導員として　　　人を見込んでいる。

　　　に提出する。

　　　交通誘導員の配置については，実施伝票（原本）および配置状況のわかる立会写真の撮影を行い監督員

工事実績情報の登録14 　実績情報の登録

(1.1.4)

　　　登録後は登録されたことを証明する資料を，速やかに提出する。

　　※変更登録は，工期，技術者等に変更が生じた場合に行う。

　　※変更時と工事完成時の間が10日に満たない場合は，変更時の提出を省略できる。

請 負 金 額

500万円以上

工 事 受 注 時

契約後10日以内

登録内容の変更時

変更契約後10日以内

工 事 完 成 時

工事完成後10日以内

　　　を受けたのちに，次表の期間内に登録手続を行う。

　　※受注者は，次表に従い，工事実績情報を登録する。なお，登録内容について，あらかじめ監督員の承諾

15 アスベスト含有

　　成形板の処理等

　処理を行うアスベスト含有成形板の仕様及び部位 （建築改修標準仕様書　9.1.5）

　　※事前に施工調査等により広く確認を行う。

ア ス ベ ス ト 含 有 成 形 板 の 仕 様 使 用 部 位

　・石綿スレート

　・石綿セメントけい酸カルシウム板

　・その他

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　以前の特定化学物質等作業主任者の有資格者とする。

　安全衛生管理

　　※石綿作業主任者

　　　石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号。以下，「石綿則」という。）に基づき，石綿

　　・除去作業者

　　・表示及び掲示

　　　作業現場の見やすい場所に，石綿則第34条に基づく掲示をする。

　　　の教育を受けた者とする。

　　　アスベスト含有建材の除去に従事する作業者（以下「除去作業者」という。）は，石綿則に基づく特別

　　　作業主任者を選定する。なお，石綿作業主任者は，石綿作業主任者技能講習修了者，又は平成18年 3月

　　・呼吸用保護具（国家検定合格品　　　・ＲＬ２又はＲＳ２　　　・　　　　　　　　　　　　）

　除去作業者の呼吸用保護具・保護衣

　　※その他の仕様は建築改修標準仕様書による。

別契約の関連12

　　工事との調整等

　施工範囲

　関連工事との調整

　　※２４章「工事区分表」による。

・改築

・植栽工事 ・ 外構工事 ・ 解体工事 ・隣棟外壁補修工事

○

　　　(6) 落札者は速やかにA3縮小製本を　　部提出すること。

・　22条区域

３

面積表による

三重県北牟婁郡紀北町　地内

都市計画区域外

鉄筋コンクリート造1階建て

建築面積 ：136.59㎡ 延べ面積 ：136.59㎡

工事現場の表示10 　現場の見えやすい位置に，監督員が指示する次の表示板（900mm×600mm以上）を設置する。

　※工事名称，発注者等を示す表示板　　　　・工事概要等の説明看板(2.3.1)

３

土

工

事

　種　　　別　　　・Ａ　種　　　※Ｂ　種　　　・Ｃ　種　　　・Ｄ　種１ 埋戻し及び盛土

(3.2.3)

２ 建設発生土の処理

(3.2.5)

　※構外搬出適切処理（再資源化処理施設へ搬入する）　　・構内指示の場所に敷きならし

　・構内指示の場所に堆積　　　　　　　　　　　　　　　・構外指示の場所に処分

建設発生土処分先３ 　※当該工事により発生する建設発生土は，次の公の関与する埋立地に搬出するものとする。

　　　搬出場所　関係法令等に従い，適切に処理する公の関与する埋立地に搬出するものとする。 (3.2.5)

　　　　　験実施要領（案）」により、監督員と協議の上、六価クロム溶出試験を行う。

　　　　　Ｄ種の場合は必要に応じて「セメント及びセメント系固化材を使用した改良土の六価クロム溶出試

　　　　　　　　とめ監督員に提出する。

　　　　　　　　搬出先は，処分状況が確認できるよう，写真撮影を行うとともに，計量伝票等を報告書にま

１ 基礎

　　支持地盤の位置及び種類（ラップルコンクリートの底面位置含む）

　　※構造図による

　　支持地盤の設計地耐力　　　　KN／㎡

　※直接基礎（　・地盤改良（　・表層改良　　・鋼管改良　　・柱状改良　　・　　　　　　　））

　基礎の種類　・ベタ基礎　・布基礎　・独立基礎　・構造設計標準仕様書 4章 (1)直接基礎による

９ 現況確認

　　

　・工事の着手に先立ち，関係者立会いのうえ図面に基づいて敷地や周辺の状況及び高低差などを確認する。

(表 3.2.1)

　　　　　　　　　・リサイクルプラントが販売する処理土

１ 工事現場仮囲い 　現場仮囲い　　　　　・ナイロンロープ張り　　・木製仮囲い　　・鋼製仮囲い　　・しない

監督員事務所 　監督員事務所の概要２

敷地内の工作物は必要に応じて養生を行い，被害を及ぼした場合は受注者の責任にて復旧する。

　　・備品等（　・冷房　　・暖房　　・冷暖房　　・机、椅子　　・WiFi通信　　・　　　　　）

　　・設ける（　　　　㎡程度）　　　　　　　　　・設けない(2.3.1)

３ 受注者事務所等

４ 工事用水

(2.3.1)

５ 工事用電力

　　　　　　　　　　　（副メーター設置等）

　構内既存の施設　　　・有償で利用できる　　　・無償で利用できる　　　・利用できない

　構内既存の施設　　　・有償で利用できる　　　・無償で利用できる　　　・利用できない

６ 引渡しまでの

　　　　　光熱水費

　光熱水費　　　　　　・本引込みより引渡しまでの基本料金　　　　※受注者負担　　　・別途

　　　　　　　　　　　・本引込みより引渡しまでの使用料金　　　　※受注者負担　　　・別途

７ 安全対策 　

　

　

　受注者事務所等　　　・敷地内へ建てることができる。　　　　　・できない

８ 足場その他

(2.2.4)

　※枠組足場を設ける場合は，「「手すり先行工法に関するガイドライン」について　」（厚生労働省平成21

　　年 4月）の手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし，足場の組立，解体，変更の作業は

　　，「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(２)手すり据置方式又は(３)手すり先行

　　専用足場方式により行う。

２

仮

設

工

事

４

地

業

工

事

工事中は隣接建物利用者の安全確保に努め，仮囲い等の適切な措置を図る。

　　支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）

　　※構造図による（試験杭位置含む）

　・杭基礎　　　　　　　　・構造設計標準仕様書 4章 (2)杭基礎による

２ 試験及び報告書

(4.2.2～4.2.4)

　試験杭　位置，本数及び寸法　　　　　　　・最初の１本　　　・図示による

　杭の載荷試験　　　　　　　　　　　　　　※行わない　　　　・図示による

　地盤の載荷試験　　　　　　　　　　　　　※行わない　　　　・図示による

３ 既製コンクリート

　          杭地業(4.3.2)(4.3.6)

　設計支持力　　　　KN／本（φ　　　　）

　支持力の算定方法　　　　　　　　　　　　※平成１３年国土交通省告示第１１１３号による。

　支持地盤の位置及び種類　　　　　　　　　※図示による　　　・　

　杭の水平方向への位置ずれの精度　　　　　※図示による　　　・　

　杭頭の処理　　　　※行わない　　　　・行う(4.3.7)

　工法

 ・ 開放形　　　 ・ 閉そく平たん形

 ・ アーク溶接　 ・ 無溶接継手（　　　　　　　　）

 ・ なし　　　　 ・あり（　　箇所）

先 端 部 形 式 及 び 形 状

工 法

継 手

長期設計支持力(KN／本)

断　面　寸　法　　(mm)

長　　　　　さ　　(ｍ)

 ・ ＰＨＣ杭

 ・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

 ・  JIS規格品　 ・ 評価品
規 格 ・ 材 質 な ど

杭 の 種 類
 　　レストコンクリート杭

 遠心力高強度プレスト

杭の種類の記号

項

(4.3.5)

　　　・回転根固め工法

　　　・中堀り拡大根固め工法

　　・セメントミルク工法(4.3.4)

　　　支持地盤への掘削深さ　　　ｍ　　　根入れ深さ　　　ｍ

　　・特定埋込杭工法　　　　定められた条件に基づく責任施工とする。

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

                        ・構造設計標準仕様書 4章 (4)各部の地業による

　　　　　　　　　　　　・その他　　　　　　　　　※再生クラッシャラン

　材料　　　　　　　　　・直接基礎　　　　　　　　※切込砂利又は切込砕石(4.6.3)(4.6.2)

砂利及び砂地業５

　孔壁の超音波測定　　　・適用する　　　　　　　　・適用しない　　　孔壁の測定

６ 捨コンクリート地業

(4.6.4)

　厚さ（mm）　※50　　　・30　　　・　　　　・構造設計標準仕様書 4章 (4)各部の地業による

　材料

(4.6.5)

床下防湿層

断熱材 　断熱材

　 ※ 19章「内装工事」９項「断熱材」による。

　　・ポリエチレンフィルム　厚さ（mm）　　　　※0.15 mm 　　　　　　・  

８

７

(表4.5.1) 　コンクリートの種別　　・Ａ　種　　　　　　　　　・Ｂ　種

　設計基準強度　 　 　　　　　Ｎ／mm 2　　　コンクリート

　構造体強度補正値(S) 　※図示による　　　　　　　・３Ｎ／mm 2

　帯　　　筋　　　　　　※図示による　　　　　　　・ 

(4.5.3) 　鉄筋の種別　　　　　　※５章「鉄筋工事」による。　　　鉄筋

　最小かぶり厚さ　　　　・100 mm　　　　　　　　　・125 mm　　　　　　　　　・　　mm

　　　　　　　　　　　　・拡底杭工法　　　　　　　・ 

　　　　　　　　　　　　・オールケーシング工法　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　工法　　　　　　　　　・アースドリル工法　　　　・リバース工法

場所打ち４ 　施工管理技術者　　　　※適用する　　　　　　　　・　

コンクリート杭地業

(4.5.1)(4.5.2)

(4.5.4)

６

コ

ン

ク

リ

ー

ト

工

事

鉄筋の種別

(表5.2.1)

　※JIS G 3112 のJIS表示認証製品
　鉄筋の種別　・下記表による　・構造設計標準仕様書 2章 (3)鉄筋の表による

類　　別 種　　別 径　　　(mm)

異形鉄筋

丸鋼

・ SD295A

・ SD295B

・ SD345

・ SR235

溶接金網

(5.2.2)

柱・梁の鉄筋の継手

(5.3.4)

梁貫通孔補強 　貫通孔補強　　※鉄筋工事仕様書による。　　　　・各部配筋参考図　　　　・ 

　継手位置　　　※鉄筋工事仕様書による。　　　　・各部配筋参考図　　　　・ 

　　　　　　　　網目の形状，寸法及び径（mm）　　　　・ 

　　　　　　　　施工場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※JIS G 3551 のJIS表示認証製品

　　　　　　　　・ガス圧接（SD295Aは不可）　　　・重ね継手　　　・機械式継手　　　・溶接継手

圧接完了後の検査

(5.4.9)

　検査方法　　　※超音波深傷試験　　　　　　　　・引張試験

　溶接金網　　　・下記による　　・構造設計標準仕様書 2章 (3)鉄筋の表による

　鉄筋の継手　　・構造設計標準仕様書 2章 (3)鉄筋の表による

５

４

３

２

１５

鉄

筋

工

事

柱の帯筋

　　　　　　　　・組み立ての形はＳＰ形とする。 (鉄筋工事仕様書による)

　柱の帯筋　　　・構造設計標準仕様書 5章 (2)柱の帯筋(HOOP)の加工方法による

　　　　　　　　・Ｈ型（タガ型）　　・Ｗ型（溶接型　・Ⅰ形　・Ⅱ形　・Ⅲ形）　　・丸形

コンクリートの強度 　コンクリート　　　・下記による　　・構造設計標準仕様書 2章 (1)コンクリートの表による

(6.2.2)(6.2.4)

(表6.2.2)

　※普通コンクリート

設計基準強度

Fc（N／mm2）

スランプ

（cm）
適　用　箇　所

１

６

・１種　・２種

適　用　箇　所
（cm）

スランプ
種類

Fc（N／mm2）

設計基準強度

(6.10.1～6.10.4) 　※軽量コンクリート

　※構造体コンクリートの強度は，材令91日において設計基準強度以上とする。

　※屋根床版のスランプは 15 cmとする。

コンクリートの類別

(6.2.1)(表6.2.1)

　※ Ⅰ 類　　　　・ Ⅱ 類

水セメント比

(6.3.2)

　※最大値は65％とする（低熱ポルトランドセメント及び混合セメントＢ種の場合は60％）

コンクリート

　　　中の塩化物量

　※0.30㎏／m3以下

(6.3.2)

コンクリート

　　のアルカリ総量

(6.5.4)

　・アルカリ量が表示されたポルトランドセメント等を使用し，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンクリート中の総アルカリ量を 3.0 kg／m 3 以下とする。

　打放し仕上げの種別

　※合板せき板を使用する場合

コンクリート

　　　　　の仕上り

(6.2.5)(表6.2.3)

(6.9.6) ＪＡＳ（表面加工品） 表6.2.4・ Ａ種  ※ 図示　　 ・ 

ＪＡＳ　Ｂ－Ｃ 表6.2.4※ Ｂ種  ・ 

ＪＡＳ　Ｂ－Ｃ 表6.2.4・ Ｃ種  ・ 

種　別 せき板の種類 表面・せき板の程度 適　用　箇　所

コンクリートの材料

(6.3.1)

　セメント　　※普通ポルトランドセメント　　　・混合セメントA種

　混和材料　　※ＡＥ剤，ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤（ＪＩＳ Ａ6204）

　　　　　　　※フライアッシュ（ＪＩＳ Ａ6201）Ⅰ種，Ⅱ種若しくはⅣ種

　　　　　　　※シリカフューム（ＪＩＳ　A6207）又は膨張材（ＪＩＳ　A6202）

　　　　　　　※高炉スラグ微粉末（ＪＩＳ　A6206）

７

４

３

２

　Ｄ16以下

　Ｄ19以上

・　21

18

15

※　構造図による

・　21

５

６

15

○

　厚さ（mm）　※60　　　・100 　　・120　　　　・構造設計標準仕様書 4章 (4)各部の地業による

令和4年度　第建-3号　汐ノ津呂排水機場改修工事詳細設計業務

・150

　　　　）最新版（以下「建築標準仕様書」という。）による。ただし，アスベスト成形板の処理等は，国土交通省大臣官房官庁営繕

　　　　部監修，公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版（以下「建築改修標準仕様書」という。）による。電気設備工事

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

特 記 仕 様 書 （ 1 ）

Ａ－０１

令 和 5 年 3 月 1 5 日

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

　・建築工事標準詳細図　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（令和４年版）

　・建築構造設計基準(令和３年版)

　・鉄筋コンクート工事仕様書（令和４年版）　　　・鉄骨工事仕様書（平成３０年版）

856.94　㎡

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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章 項 特　　　記　　　事　　　項

８ コンクリート 　※コンクリート製造工場の選定は，監督員の承諾を受ける。

　　製造工場の選定

(6.4.1)

強度 　構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／㎜ 2）

(6.3.2)(表6.3.2)

暑中コンクリート 　※日平均気温の平年値が25度を超える期間にコンクリートを打ち込む場合

(6.12.1～6.12.4) 　　構造体強度補正値　Ｓ（Ｎ／mm2）　　　6.0　Ｎ／mm 2

寒中コンクリート 　適用期間（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(6.11.1～6.11.6)

コンクリート 　※「建築標準仕様書」表 6.9.2  による。

　　　　の強度試験

(6.9.1～6.9.5)

６

コ

ン

ク

リ
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ト

工

事

水密コンクリート16

(6.13.2)

　セメントの種類　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　適用箇所　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

マスコンクリート15

気泡発泡ポリエチレンシート　・ＭＣＲ工法用シート（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・断熱材兼用型枠　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

25mm以下かつ熱抵抗値 1mh℃／Kcal以上　・メッシュ型枠　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・床型枠用鋼製デッキプレート　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）実績等の資料を提出

　せき板の材料　　　　　※合板（12mm）　　　　・合板（15mm）　　　　・ 

(6.8.3)

型枠のせき板14

17 打継部

18 無筋コンクリート

(6.14.1～6.14.3)

　打継ぎ目地　　　　※図示　　　・幅２０㎜以上　深さ１０㎜以上　　　・ 

　粗骨材の最大寸法（捨コンクリート及び防水保護コンクリートの場合）　※25mm　　　・ 

　止水板　　止水ゴムの製造所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　適用箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　適用箇所　　　　　・図示　　　※「建築標準仕様書」 6.14.1 による

※　15　　　・ 

適　用　箇　所スランプ（cm）

※　50　　　　・ 

水セメント比（　／wt）

　　　　打放し仕上

　　コンクリート

外部に面する13 　※打増厚さ（mm）　　　※20　　　　　　　　　・ 

　コンクリートの品質

種 類

普通コンクリート

適　用　箇　所
設計基準強度

Fc（N／mm2）

18 ・ 15　 ・ 18

・ 　　 ・ 　

スランプ

（cm）

・捨コン　・配管埋設用コンクリート

　・次表による加工能力のある工場　　・監督員の承諾する工場

　・構造設計標準仕様書 6章 (2)製作工場による

(7.1.3～7.1.4)

　鉄骨製作工場

　　施工管理技術者

鉄骨製作工場及び１７

鉄

骨

工

事

19 流動化コンクリート

(6.15.1～6.15.3)

　・適用　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

製作工場の

加工能力

　施工管理技術者　　　　　　※適用する　　　　　・適用しない

　・次表による鋼材　　　　　・構造設計標準仕様書 2章 (4)鉄骨鋼材表による(7.2.1)(表7.2.1)

　鋼材の種類鋼材２

・図示  ・ 

・図示  ・ 

・図示  ・ 

・図示  ・ 

・図示  ・ 

・図示  ・ 

使　用　箇　所規　　　　格

・ＪＩＳ規格品　・ＪＩＳ規格品以外

・ＪＩＳ規格品　※ＪＩＳ規格品以外・BCR 295 ・BCP 325

・STK 400 ・STKR 400

・SSC 400 ・ 

・SS 400　・SM 400

材　　質

・ＪＩＳ規格品　・ＪＩＳ規格品以外

・ＪＩＳ規格品　・ＪＩＳ規格品以外

※ＪＩＳ規格品　・ＪＩＳ規格品以外

※ＪＩＳ規格品　・ＪＩＳ規格品以外

※ＪＩＳ規格品　・ＪＩＳ規格品以外 ・図示  ・ 

※BCR 295 及び BCP 325 は 一般社団法人日本鉄鋼連盟の製品規定で大臣認定品とする

　　　BCP235, 325：「建築構造用冷間プレス成形角形鋼管」BCPは、350㎜×12㎜～1000㎜×40㎜

　　　BCR295：「建築構造用冷間ロール成形角形鋼管」BCRは、200㎜×6㎜～550㎜×25㎜

　ＪＩＳ規格品以外の場合　　※試験を行う　　　　・試験を行わない

　上記の試験を省略することができる。

※BCR 295 及び BCP 325 は 監督員の承諾のもと大臣認定品の証明書類一式とメーカーのミルシートにより

　　　・ＪＩＳの高力ボルト　　　（セットの種類　 ※ ２種（Ｆ10Ｔ）　　　・ 　　　　　　　　）

３ 高力ボルト 　高力ボルトの種類

(7.2.2)

　　　・トルシア形高力ボルト　　（セットの種類　 ※ ２種（Ｓ10Ｔ）　　　・ 　　　　　　　　）

　　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト（セットの種類　 ※ １種（Ｐ8Ｔ相当） 　・　　　　 　　　　）

　ボルト径　　　　　　　　　　　※図示による。　　　　　　　・ 

４ 普通ボルト

(7.2.3)

　普通ボルトの種類

　・下記による普通ボルト　　　　・構造設計標準仕様書 2章 (5)ボルトによる

　・下記による高力ボルト　　　　・構造設計標準仕様書 2章 (5)ボルトによる

　　　ボルト径　　　　　　　　　※図示による。　　　　　　　・ 

　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　・ 

５ アンカーボルトの

　　　材質及び設置

(7.2.4)(7.10.3)

　アンカーボルトの種類

　アンカーボルトの材質

　・下記によるアンカーボルト　　・構造設計標準仕様書 2章 (5)ボルトによる

　　　構造用アンカーボルト　　　・ＳＮＲ400 　　　　　　　　・ 

　　　建方用アンカーボルト　　　・ＳＳ400 　　　　　　　　　・ 

　構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状及び寸法(表7.10.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　※図示による。　　　　　　　・ 

　　　ボルト及びナットの材料等　※「建築標準仕様書」表7.2.3 による

　建方用保持及び埋込み方法　　　・Ａ種　　　　※Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・その他

６ ターンバックル

　ボルトの種類　　※羽子板ボルト　　　　　　　・ 

　胴の種類　　　　※割枠式　　　　　　　　　　・ 

(7.2.6)

７ デッキプレート 　デッキプレートの種類

　・次表による鋼材　　　　　・構造設計標準仕様書 2章 (6)デッキプレートによる(7.2.7)

・構造床

・合成スラブ

形 式 材質・形状・寸法 備 考

・

・

１ コンクリート

　　　　　ブロック

(8.2.2)(8.3.2)

(8.3.3)

　ブロックの種類及び厚さ

　※空胴ブロック16　　　・　　　　　　　　　　・空胴ブロック16-W　　・空洞ブロック08

　・次記の種類及び厚さによる　　　・構造設計標準仕様書 2章 (2)コンクリ－トブロック（CB）による

種類・厚さ 適　用　箇　所 備 考

ＡＬＣパネル２

　各部の配筋　　　　　　※図示による。　　　　・　

　ＡＬＣパネルの種類等

(表8.4.2～4)

(8.4.2～7) 　・次表の種類及び厚さ等による　　・構造設計標準仕様書 2章 (6)屋根、床材、壁による

種　類

・外壁用

・間仕切用

・屋根用

・床用

厚さ(mm) 単位荷重(N／m2) 耐火性能

30分

・Ａ種　　・Ｂ種

・Ｃ種　　・Ｄ種　　・Ｅ種

工　法　種　別

「建築標準仕様書」表8.4.4

「建築標準仕様書」表8.4.4

　製造所

　外壁用，屋根用の建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　　　※図示による。

８
　
Ｃ
Ｂ
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

３ 押出成形

セメント板(ＥＣＰ)

　押出成形セメント板の種類等

(表8.5.1～2)

(8.5.2～5)

表　面　形　状 耐火性能 取付工法の種別厚さ(mm)

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ｃ種

種　類

・外壁

・間仕切壁
・デザインパネル(図示)

※フラットパネル

・デザインパネル(図示)

※フラットパネル

溶接部の試験 溶接部の試験及び検査概要

　・次表による試験　　　　　・構造設計標準仕様書 6章 (5)接合部の検査による(7.6.11)

(表7.6.2～7.6.4)

錆止め塗装 　鉄面　　※ＪＩＳ　Ｋ5674　　工場　　回塗り　　現場　　回塗り

(7.8.1～7.8.4) 　　　　　・構造設計標準仕様書 6章 (6)防錆塗装による

耐火被覆

(7.9.1～7.9.9)

　耐火被覆の種類

　　　　　・構造設計標準仕様書 6章 (7)耐火被覆の材料による

　　　　　・耐火材吹付け　　・耐火板張り　　・耐火材巻付け　　・ラス張りモルタル塗り

　耐火被覆材の接着面　　　　・行う　　　　　・行わない

亜鉛めっき 　種別

(7.12.3)

溶融亜鉛めっき

　　高力ボルト接合

(7.12.4)

　摩擦面の処理　　　　・リン酸塩処理　　　　・プラスト処理

　　　　　・その他　「建築標準仕様書」表18.7.1鉄鋼面耐候性塗料塗りによる

　亜鉛めっき面　　※「建築標準仕様書」18.3.2表による。

　※「建築標準仕様書」表14.2.2のＡ種（軽量形鋼は板厚によりＢ種･Ｃ種とする。）

※ 超音波深傷試験

・ 浸透探傷試験

・

・

・

・

適　　　　　用試験の種別 備 考

９

10

11

12

13

柱底均しモルタル 柱底均しモルタル

(表7.2.6)(7.2.9)

(表7.10.2)

　材　料　　　　・モルタル　　　　　　　　　・無収縮モルタル

　工　法　　　　※Ａ種　　　　　　　　　　　・Ｂ種

８

　製造所

　外壁用の建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法　　　　　　　　※図示による。

　防水層の種別及び工程 ９

防

水

工

事

１ アスファルト防水

(9.2.2)

(表9.2.1～表9.2.10)

種　　別 施　　工　　場　　所 備 考

　　・屋根保護防水層（断熱工法）の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用しないもの）

　　・材質　　※ A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材保温板2種1号（JIS A9511）

　　　　　　　・ A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材保温板2種2号（JIS A9511）

　・厚さ　　・　　mm

　防水立上り部の保護　　　・　

　　　　　　　　　　　　　※乾式保護材　　　　　　　　製造所

　　屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

　　　　　　　・設けない　　※設ける　　　種類　　・平場部脱気型　　・立上り部脱気型

　　　　　　　・設置数　　　箇所

　防水層の種別及び工程 

　合成高分子系ルーフィングシート防水の工法，種別及び工程

　合成高分子系ルーフィングシート防水 (断熱工法) の工法，種別及び工程

　

　S-F1・S-M1の仕上げ塗料　　　・カラー　　・シルバー

　SI-F1・SI-M1の仕上げ塗料　　・カラー　　・シルバー

２ 改質アスファルト

　　　　シート防水

(9.3.2～3)

(表9.3.1～3)

３ 合成高分子系

　ルーフィング

　　　　シート防水

(9,4.2～4)

(表9.4.1)

(9,4.2～4)

(表9.4.2)

種　　別 施　　工　　場　　所

種　別 厚さ 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

種　別 厚さ 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

４ 塗膜防水

(9.5.2～4)

(表9.5.1)

　種類　　　　　　　主要材料　　　　　　　　製造所の仕様による。

　脱気装置（種別Ｘ－１）　　・設ける　　　　　　　　・設けない

　　　　　　　　　　　　　　・設置数量　　　箇所　　・　

　ウレタンゴム系塗膜防水の種別及び工程

５ ケイ酸質系塗膜防水

(9.6.2～4)

(表9.6.2)

　ケイ酸質系塗布防水層の種別及び工程 

　工法　　　　　　※C-UI　　・C-UP

６ 漏水試験 　※屋内については水張り試験を行う。

種　別 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

種　別 仕上げ塗料 施　　工　　場　　所

(表9.7.1)

　被着体の組合せとシーリング材の種類シーリング用材料７

シ リ コ ー ン 系

ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系ＭＳ－２

・金　属

・押出し成形セメント板

・ＡＬＣ

・石，タイル

・ガラス

・コンクリート

・金　属

（注）1シーリング材の種類
　被　着　体　の　組　合　せ

（注）２ ポ リ ウ レ タ ン 系ＰＵ－２

ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系・仕上げなし

ＭＳ－２ 変 成 シ リ コ ー ン 系

ＳＲ－１ シ リ コ ー ン 系

上記以外の目地

ＳＲ－２方立目地

主成分による区分記　号

　　　　6.ポリ塩化ビニル樹脂形材は，JIS A5558（無可塑ポリ塩化ビニル製建具用形材）による。

　　　　5.材料引張強度の低いものは，50 %モジュラスが材料引張強度の 1/2以下のものを使用する。

　　　　　なお，被着体がＡＬＣパネルの場合は，50 %モジュラスが0.2Ｎ／m㎡以下とする。

　　　　4.現場施工のシーリング材と打継が発生する場合の工場シーリング材を示す。

　　　　3.防かびタイプの１成分形シリコーン系とする。

　　　　2.「仕上げあり」とは，シーリング材表面に仕上塗材，吹付け又は塗装等を行う場合を示す。

　（注）1.シーリング材の種類は，JIS A5758（建築用シーリング材）による。

ＰＳ－２ ポリサルファイド系

（注）３

シ リ コ ー ン 系ＳＲ－１

（注）４

（注）3・タイル

・洗面，化粧台回り

・キッチン，キャビネット回り

・浴室，浴槽

・アルミニウム製建具等の工場シール

・タイル

・水回り

セメント板

・押出し成形

セメント板

・押出し成形

・ＡＬＣ・ＡＬＣ

セメント板

・押出し成形

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ポ リ ウ レ タ ン 系ＰＵ－２

変 成 シ リ コ ー ン 系ＭＳ－２

（注）２・仕上げあり

・仕上げなし

（注）２・仕上げあり

・仕上げなし

（注）２・仕上げあり

・仕上げなし

（注）２・仕上げあり

・仕上げなし
・ＡＬＣ

ＰＵ－２

ＭＳ－２
ポリサルファイド系ＰＳ－２・石，タイル

ポリサルファイド系

ポ リ ウ レ タ ン 系ＰＵ－２

ＰＳ－２

（注）２・仕上げあり

・仕上げなし・打継目地

誘発目地

ひび割れ

変 成 シ リ コ ー ン 系ＭＳ－２・プレキャストコンクリート

ポリサルファイド系

シ リ コ ー ン 系

・石

・ガラス

・　石

・ガラス
ＰＳ－２

ＳＲ－１

シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系

ポ リ ウ レ タ ン 系

変 成 シ リ コ ー ン 系ＭＳ－２

（注）２・仕上げあり

・仕上げなし

・押出成形セメント板

・ＡＬＣ

・石，タイル

（注）６

　建具）

　材（樹脂製

　ニル樹脂形

・ポリ塩化ビ

ＰＵ－２

ＭＳ－２

ＭＳ－２

ＳＲ－１

・コンクリート

・ガラス

変 成 シ リ コ ー ン 系ＭＳ－２

・コンクリート

・ポリ塩化ビニル樹脂形材（樹脂製建具）

（注）６　

　　　　7.異種シーリング材が接する場合は，監督員と協議する。

　・塗膜防水　　　　　　　　　　　　　　　　　10年

８ シーリング材の試験

(9.7.5)

　接着性試験

　　　　　　　　　　　※簡易接着性試験　　　　・引張接着性試験

９ 保証年限 　・アスファルト防水　　　　　　　　　　　　　10年

　・合成高分子系ルーフィングシート防水　　　　10年

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年

　　　　　　・スライド方式　　　　　・ロッキング方式

　乾式工法用金物式

(10.2.2)(表10.2.4)

取付け金物２

　　　　　　※図示による　　　　　　・適用しない

　建築基準法に基づき定められた風速（Ｖ0）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分

(10.2.1)(10.2.2) 　・石材の種類及び表面仕上げ

　　　　　　　　　　　その他　　　　※１等品　　　　　・　

　・石材の品質　　　　床　　　　　　※２等品　　　　　・　(10.2.1)天然石

石

工

事

10 １

・

・

・

・

厚さ施工箇所 種類・産地・名称 工　法仕上げの種類

３ その他の材料

(10.2.3)

　・　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・金物固定充填材料　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ドレンパイプの材質　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・裏打ち処理材　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・石裏面処理材　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　ＭＣＲ工法

　　ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の仕様による。

　　施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。

　・下地コンクリート素地面(11.2.2～11.3.7)

適用タイル 躯　体　表　面 下地モルタル塗り 工　　法

・小口タイル

・二丁掛タイル

・ＭＣＲ工法

・目荒し工法

　　　　（高圧水洗）

※ポリマーセメント

・モルタル下塗り

・行わない

※密着工法

・改良圧着張り

・接着剤張り

　タイルの試験張り　　※行わない　　　　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１

タ

イ

ル

工

事

伸縮調整目地及び 　・外壁の伸縮目地

ひび割れ誘発目地

(11.1.3)

２ 施工後の確認

　　　　　及び試験

(11.1.5)

　※打診による確認

　※屋外のタイル張り及び吹抜け部分　　　・　

　・接着力試験　　　試験体の位置（　　　　　　　　　　）

３ 陶磁器質タイル張り 　タイルの種類　　　　※標準色　　　　　・特注色

　役物使用箇所　　　　※各部の形状は図示による(11.2.2～11.4.2)

11
　・図示による　　　　　　※「建築標準仕様書」表11.1.1 による。

　　る。

　※下地ひび割れ誘発目地，打継ぎ目地，構造スリットの位置及び他部材との取合い部には，誘発目地を設け

内　装

外　装

　出隅　　　天端　　　（標準一体成型品以外は接着成型品とする）

　出隅，窓台，マグサ

　タイルの見本焼き　　※行わない　　　　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　目荒し工法

　　施工箇所の躯体の増打ちは，図示による。

　　ける。

　　高圧水洗による目荒しは，５０Ｎ／ｍ㎡の水圧で２．５分／㎡とし，仕上り面の程度は監督員の承諾を受

　ポリマーセメントモルタルの調合は，「建築標準仕様書」15.2.3(b)による。

４ セメントモルタル

　による陶磁器質

　　　　タイル張り

　・タイル張りの種類及び工法

(表11.2.2)

施工箇所 形状（mm） きじ うわぐすり 工法

壁

床

※密着張り

・改良積上げ張り

・改良圧着張り

・ユニットタイル

・ユニットタイル

・その他のタイル

　・タイル張りの種類及び工法５ 接着材による

陶磁器質タイル張り

(11.3.1)(11.3.2)

(11.3.3) 　・有機質接着剤の種類　　　　・タイプⅠ　　　　・タイプⅡ　　　　・その他（　　　　　　　）

施工箇所 形状（mm） きじ うわぐすり その他

　・２００７年　枠組壁工法建築物設計の手引き：（社）日本ツーバイフォー建築協会

１12

木

工

事

適用基準等

　・「建築標準仕様書」12.1.1　：内装の木下地，木造作及び木仕上げの工事

　・木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）　：軸組工法等の木造建築工事に適用

　・住宅金融支援機構【フラット３５】対応　木造住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事

　・２００８年　木造軸組工法住宅の許容応力度設計：（財）日本住宅・木材技術センター

　・住宅金融支援機構【フラット３５】対応　枠組壁工法住宅工事仕様書（最新版）の木造躯体工事

　・構造設計標準仕様書 7章 木造工事による

　・木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）　：丸太組構法工事の木造建築工事に適用

　・木造建築工事標準仕様書（官庁営繕関係統一基準）　：枠組壁工法の木造建築工事に適用

　・　

　・図示（関連図名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　「製材の日本農林規格」以外による製材

　・下地,造作及び仕上げに用いる製材　　樹種,寸法,材面の品質,防虫処理,難燃処理

(表12.2.2)

６ 造作用集成材

(12.2.1.C)

　ホルムアルデヒドの放散量　　　※Ｆ☆☆☆☆（※１）　　　　・Ｆ☆☆☆

　・造作材の材面の品質　　　　　※Ａ種　　　　・Ｂ種

　「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

　・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ

　・化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種 寸法 材面の品質 防虫処理 難燃処理

　　※１：Ｆ☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，塗装していないものにあっては「非ホ

　　　　　アルデヒドを放散しない塗料使用」

　　　　　ルムアルデヒド系接着剤使用」塗装したものにあっては「非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルム

施工箇所 樹種 施工箇所 樹種単材の厚さ（mm） 単材の厚さ（mm）

柱

見付け材面の品質 心材の樹種

メラミン樹脂化粧板

化粧薄板の樹種施工箇所 化粧薄板の厚さ(mm)

かも居，なげし，廻縁

天井板

敷居

カウンター

ＪＡＳ１等

ＪＡＳ１等

ＪＡＳ１等

ＪＡＳ１等

－

杉

杉

杉

サクラ

※１．０以上

※０．６以上

※０．２以上

※１．５以上

※１．０以上

　・化粧ばり構造用集成柱

　「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

　・造作用集成材　　単材の樹種及び厚さ

　・化粧ばり造作用集成材

見付け材面の品質 心材の樹種 化粧薄板の樹種施工箇所 化粧薄板の厚さ(mm)

施工箇所 樹種 施工箇所 樹種単材の厚さ（mm） 単材の厚さ（mm）

見付け材面の品質 心材の樹種 化粧薄板の樹種施工箇所 化粧薄板の厚さ(mm)

　・化粧ばり構造用集成柱

見付け材面の品質 心材の樹種 化粧薄板の樹種施工箇所 化粧薄板の厚さ(mm)

５ 製材 　「製材の日本農林規格」による製材

　・下地用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類耳付･押角)

　・造作用針葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(板類･角類)

　・広葉樹製材　　樹種,寸法,等級,形状(耳付材の有無)

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状(板類耳付･押角等）

・１級　　※２級

・１級　　・２級

・１級　　・２級

・１級　　・２級

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状(板類･押角等）

・無節　※上小節　・小節

・無節　・上小節　・小節

・無節　・上小節　・小節

・無節　・上小節　・小節

施工箇所 樹種 寸法 等級 形状(耳付材の有無）

・特等　※１等　・２等

・特等　・１等　・２等

・特等　・１等　・２等

・特等　・１等　・２等

木材の含水率４

(12.2.1.i)

(表12.2.1)

　木材の含水率の概要

　　下地材　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種

　　造作材　　　　　※Ａ種　　・Ｂ種

２ 寸法 　図面上の寸法は構造材はひき立て寸法，造作材は仕上り寸法とする。

３ 表面仕上げ 　見え掛り面の表面仕上げ　　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

(12.1.4)(表12.1.1)

　・　

　建築特記仕様書(2)

９

10

11

12

建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可

を受けた（株）日本鉄骨評価センター　又は（社）全国鐵鋼工業協会の「鉄骨製作工

場の性能評価基準」に定める「　グレード」以上として国土交通大臣から認定を受けＭ

た工場又工事現場対象地域の都道府県の鉄構工業会会員企業の工場

・　構造図による

・　構造図による

・　構造図による

・　構造図による

普通ポルトランド

　　　　セメント

早強ポルトランド

　　　　セメント

3

6

3

6

セメント 補正値
ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち込みから28日までの

予想平均気温θの範囲（℃）

8以上

0以上8未満

5以上

0以上5未満

適用期間

2/26～6/30 9/14～11/30

12/1～2/25

1/1～6/30 9/14～12/31

該当なし

　・単板積層材

　・単板積層材

施工箇所

施工箇所

　「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

　「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

表面の品質 防虫処理

表面の品質 防虫処理

造作用単板積層材

(12.2.1.d)

　ホルムアルデヒドの放散量　　　※Ｆ☆☆☆☆（※１）　　　　・Ｆ☆☆☆

　　※１：Ｆ☆☆☆☆又はホルムアルデヒド放散量表示がない場合は，塗装していないものにあっては「非ホ

　　　　　ルムアルデヒド系接着剤使用」塗装したものにあっては「非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルム

　　　　　アルデヒドを放散しない塗料使用」

７

D-1 屋根

X-2 搬入経路

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

S=1:100

S=1:200

特 記 仕 様 書 （ 2 ）

Ａ－０２

令 和 5 年 3 月 1 5 日

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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材料 　防火材料(18.1.3)

　　　屋内の壁及び天井の塗装仕上げは建築基準法に基づき，指定又は認定を受けたものとする

　材料

　　　塗料のホルムアルデヒド放散量　　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　　・　

２ 塗装面の確認等 　工事現場塗装　　　　　※使用量から単位面積当たり塗付け量を推定

　工場塗装　　　　　　　※適切な測定器具により膜厚を確認

素地ごしらえ３

(18.2.2)

(18.2.3)

(18.2.4)

　素地ごしらえ

　　（注）：製作工場で行う。

４ 錆止め塗料塗り 　鉄鋼面

(18.3.2～3)

　　（注）：つや有合成樹エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

　亜鉛めっき鋼面

　　（注）：つや有合成樹エマルションペイント塗り（ＥＰ－Ｇ）

５ 塗料の種類

(18.4.2)

　合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種類　　※１種　　　　　　　・２種

　塗料の種類

　　（注1）： 屋外はＡ種とする（多孔質広葉樹を除く）

　　（注2）： コンクリート，モルタル，プラスター，せっこうボード，その他ボード面等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （「建築標準仕様書」18章８節）

　その他の性能　　　・図示による

　　　　種類　　　　・メタルカーテンウォール

　　　　　　　　　　　金属材料その他の材料　　　　※図示による

　　　　　　　　　　・ＰＣカーテンウォール

　　　製作所

　フラッシュ戸の心材　　　　・中骨式　　　　　　　・ペーパーコア式　　　・　

９ 木製建具 (16.7.2)

(表16.7.1)

(表16.7.2)

(表16.7.3)

　木製建具材の加工材料及び組立時の含水率

　建具材の含水率　　　　　　・Ａ種　　　　　　　　※Ｂ種　　　　　　　　・Ｃ種

　ふすまの材料種別　　　　　※Ⅰ型　　　　　　　　・Ⅱ型

　　　　　　上張り紙　　　　・ビニル紙　　　　　　※新鳥の子

　　　　　　縁　　　　　　　押入れ等の裏紙　　　　※雲花紙

　　　　　　　　　　　　　　※図示による　　　　　・　

10 建具金物 　建具金物の材質，形 状及び寸法

　建具表による(16.8.1～4)

(表16.8.1～4) 　見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。

　マスターキー　　・製作する（　　　組）　　　　　・製作しない　　　　　・既存マスター合わせ

　煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

　　　　　※扉にラッチ受座用切込開口補強　　　　　・枠に解錠機構用切込開口補強

11 自動ドア開閉装置 　製作所　　　　※監督員の承諾する製作所

(表16.9.1)

(表16.9.2)

　スライディングドア用の性能値　　　　片引き　　　・ＳＳＬＤ－１　　　　・ＳＳＬＤ－２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引分け　　　・ＤＳＬＤ－１　　　　・ＤＳＬＤ－２

　スイングドア用の性能値　　　　　　　片引き　　　・ＳＷＤ－１　　　　　・ＳＷＤ－２

　センサーの種類(表16.9.3)

　　・マットスイッチ　　　・光線スイッチ　　　　　・熱線スイッチ　　　　・音波スイッチ

　　・光電スイッチ　　　　・電波スイッチ　　　　　・タッチスイッチ　　　・押しボタンスイッチ

　　・ペダルスイッチ　　　・多機能便所スイッチ　　・　　　　　　　　　　・　

　　　側キースイッチ（緊急時対応）を含む。

　耐風圧強度　　　　　　・ 500Pa　　　　・ 750Pa　　　　・1000Pa　　　　・1250Pa

　シャッターケース（防火，防煙以外の場合）　　　　　　　・設ける　　　　・設けない

12 自閉式上吊り 　開閉方式　　　　※手動開き式

　　　　　引戸装置

13 重量シャッター

(16.11.2)

　防煙シャッターは，自動閉鎖機構及び随時閉鎖機構付とし，連動制御盤及び煙感知器は別途とする。

(表16.11.1)

　シャッターの種類　　　・一般重量シャッター　　　　　　・外壁用防火シャッター

　　　　　　　　　　　　・屋内用防火シャッター　　　　　・防煙シャッター

　開閉機能による種別　　※上部電動式（手動併用）　　　　・上部手動式

14 軽量シャッター

(16.12.1)

(表16.12.1)

　開閉装置による種別　　・上部電動式（手動併用）　　　　※上部手動式

　耐風圧強度　　　　　　・ 500Pa　　　　・ 

　シャッターケース　　　※設ける　　　　・設けない(16.12.4)

　スラットの形状　　　　・インターロッキング形　　　　　・オーバーラッピング形

15 施工区分 　※電動シャッター　　　自動扉の施工範囲は，電源端子台一次側配線までを電気設備工事とし，以降

　　　　　　　　　　　　を本工事とする。

ガラス16 (16.14.2) 　板ガラスの品質及び厚さ等　　　　　　　※図示による　　・　

(表16.14.1)

(表9.7.1)

　ガラス留め材

　防火戸のガラス留め材は認定を受けた条件による。

　（注）外部に面する複層ガラス，合わせガラス，網入り板ガラス，線入り板ガラスを除く

　ガラス溝の大きさ

　※強化ガラス，倍強度ガラス，熱線反射ガラス（映像調整を行う場合）は(a)に２㎜を加算する。
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17 カーテンウォール１

(17.1.3)

(17.2.2～6)

(17.3.2～6)

　カーテンウォールの性能

　　※多機能便所スイッチには大型（開・閉）押しボタンスイッチ又は非接触スイッチ，使用中表示灯，外部

８ 　ステンレス製建具の性能値

(16.6.2) 　・簡易気密型ドアセット　　気密性，水密性の等級　・適用する（「建築標準仕様書」表16.4.1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

　外部に面する建具の耐風圧性　　　　※Ｓ－４　　　　　・Ｓ－５　　　　　・Ｓ－６(16.6.2)

　・耐震ドアセット，面内変形追従性の等級　　　　　　　※図示による　　　・　

　・断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　・防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級　　　　　※図示による　　　・　

(16.6.3)

(16.6.4)

　ステンレス鋼板　　　　　　・ＳＵＳ３０４　　　　・　

　表面の仕上げ　　　　　　　※ＨＬ仕上げ　　　　　・　

ステンレス製建具

　鋼製軽量建具の性能値

　・簡易気密型ドアセット　　気密性の等級　　　　　・適用する（気密性　Ａ－３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない

(16.5.2)

７ 鋼製軽量建具

　・防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　・断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　戸の鋼板　・鋼板（「建築標準仕様書」16.5.3(a)(１))　・ビニル皮膜鋼板　・カラー鋼板(16.5.3)

　召合せ，縦小口包み板，押縁

　　　　・鋼板（「建築標準仕様書」16.5.3(a)(１))　・ステンレス鋼板　・アルミニウム押出形材

(16.5.4)

　　　　　　　（Ｗ）を超える場合　※図示による　　　　　　　　　　　　　・　

　鋼板類の厚さ（Ｗ）以下の場合　　※「建築標準仕様書」表16.5.1による　　・　

　　　　　　　（Ｗ）は，片開き，親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が 950 mm 又は有効高さが

　　　　　　　　　　　　2,400 mm

６ 鋼製建具 (16.4.2) 　鋼製建具の性能値

　・防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　・断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　・耐震ドアセット，面内変形追従性の等級　　　　　　　※図示による　　　・　

　外部に面する建具の耐風圧性　　　　※Ｓ－４　　　　　・Ｓ－５　　　　　・Ｓ－６

　・簡易気密型ドアセット　　気密性，水密性の等級　・適用する　（「建築標準仕様書」表16.4.1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・適用しない（「建築標準仕様書」表16.2.1）

(16.4.4)

　　　　　　　（Ｗ）を超える場合　※図示による　　　　　　　　　　　　　・　

　鋼板類の厚さ（Ｗ）以下の場合　　※「建築標準仕様書」表16.4.2による　　・　

　　　　　　　（Ｗ）は，片開き，親子開き及び両開き戸の１枚の戸の有効開口幅が 950 mm 又は有効高さが

　　　　　　　　　　　　2,400 mm

５ 樹脂製建具

(16.2.2～16.2.4)

(表16.2.1)

　性能及び構造　　　　　外部に面する樹脂製建具の性能等級

　・防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　・断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　着色の色合　　　・アンバー系　　　・ブロンズ系　　　・ブラック系　　　・シルバー系

４ 網戸 (16.2.3) 防虫網及び防鳥網

　防鳥網　　　　　・ステンレス製　径1.5㎜　ピッチ15㎜

　防虫網　　　　　・ガラス繊維入り合成樹脂　　　　　　・合成樹脂　　　　・ステンレス製

　・耐震ドアセット，面内変形追従性の等級　　　　　　　※図示による　　　・　

１ モルタル塗り15
(15.2.2)

　材料

　吸水調整材の品質　※「建築標準仕様書」表15.2.2による

　既製目地材　　　　・使用しない　　　　　　　・使用する

　形状，寸法　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２ 防水モルタル塗り 　防水剤　　　　　　※実績等の資料を監督員に提出する

３ セルフレベリング

　　　　　　材塗り

(15.4.2)(表15.4.1)

　セルフレベリング材の種類

４ 仕上塗材仕上げ 　仕上塗材材料

　内装仕上げに用いる塗材のホルムアルデヒド放散量　　※Ｆ☆☆☆☆　　　・　(15.5.2.a)

種類 厚さ（mm） 施工箇所

・セメント系

・石こう系

※　10　　・　

※　10　　・　

　　　　　　ものとする。

　防火材料：屋内の壁及び天井の仕上げ材は，防火材料又は建築基準法に基づく，基材同等の認定表示のある

　・薄付け仕上塗材

　・厚付け仕上塗材

(15.5.2)(表15.5.1)

種類 仕上げの形状 工法

・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状

・

・吹付け

・吹付け

・吹付け

・

・内装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・

・砂壁状じゅらく

・砂壁状

・

種類 仕上げの形状

・外装薄塗材Ｅ ・吹付け

工法 上塗材

・行う

・行わない・凸部処理

・吹放し

(15.5.2)(表15.5.1)

　・複層仕上塗材(15.5.2)(表15.5.1)

種類 上塗材

※複層塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材ＲＥ

・

・

・

工法仕上げの形状

※凹凸模様

・凸部処理

・凹凸模様

・ゆず肌状

・

・

・

・

※吹付け

・吹付け

・ローラー

※水系

・水系

・溶剤系

・弱溶剤系

※つやあり

・つやあり

・つやなし

・メタリック

※アクリル系

・アクリル系

・ポリウレタン系

・アクリルシリコン系

・ふっ素系

・シリカ系

左

官

工

事

(15.5.4) 　ＡＬＣパネル内壁目　地部の形状　　※Ｖ型目地付き　　　　　　　　　　　　・　

　下地処理

　・軽量骨材仕上塗材(15.5.2)(表15.5.1)

(15.5.7)(表15.5.4) 　所要量等の確認　　　　　　　　　　※「建築標準仕様書」表15.5.4による　　・　

　※図示による１16

建

具

工

事

防火戸の指定

(16.1.3) 　※防火戸は，建築基準法第２条第九号の二ロの規定に基づき定められたもの又は認定を受けたものと

　　する。

２ 見本の製作等

(16.1.4) 　特殊な建具の仮組　　　・行う（図示）　　　　　　　※行わない

　建具の製作所　　　　　※監督員の承諾する製作所

　建具見本の製作　　　　・製作する（図示）　　　　　※製作しない

３ アルミニウム製建具

(16.2.2～16.2.4)

(表16.2.1)

　性能及び構造　　　　　外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

　（注）引違い・片引き・上げ下げ窓で，複層ガラスを使用する場合は，100㎜とする

　　　　耐風圧性は取付高さに適応したものとする。

　着色の色合　　　・アンバー　　　　・ブロンズ　　　　・ブラック系　　　・ステンカラー

　・防音ドアセット，防音サッシの遮音性の等級　　　　　※図示による　　　・　

　・断熱ドアセット，断熱サッシの断熱性の等級　　　　　※図示による　　　・　

６ 軽量鉄骨壁下地

(14.5.3)

(表14.5.1)

　・50形（H=2.7ｍ以下） ・65形（H=4.0ｍ以下） ・90形（H=4.5ｍ以下） ・100形（H=5.0ｍ以下）

　※補強材取付け用金物の種類は、「建築標準仕様書」表 14.5.1 によるスタッドの種類に準じる。

　※ランナー、振れ止め等の種類は、「建築標準仕様書」表 14.5.1 によるスタッドの種類に準じる。

　スタッド，ランナーの種類（JIS A 6517）建築用鋼製下地材（壁）

　※スタッド 50 形は，ボード片面張りの場合に適用する。

　　に準じる。

　※出入口及びこれに準ずる開口部の補強材の種類は、「建築標準仕様書」表 14.5.1 によるスタッドの種類

金属成形板張り７ 　金属成形板張りの種別 

(14.6.2～3) 施　　工　　箇　　所種　　別

製　　　　　法

表　面　処　理

伸　縮　継　手

形　　　　　状

寸　　法（mm）

アルミスパンドレル（既製品）

・押出し形材　　　　・板曲げ

板厚

板幅

※設けない　　　　　・設ける（場所は図示）

・耐震性を考慮した補強（特定天井）

・屋外における耐風圧を考慮した補強

・

・ ・

・

適用箇所 仕様 適用箇所 仕様

・

・ ・

・

適用箇所 仕様 適用箇所 仕様

５ 軽量鉄骨天井下地

(14.4.2)

(表14.4.1)

　屋外　　　・19形　　　　※25形　　　　　　　屋内　　　※19形　　　　・25形

　・天井のふところが1.5m以上の補強(14.4.4.h)

　野緑などの種類（JIS A 6517）建築用鋼製下地材（天井）

・

・ ・

・

適用箇所 仕様 適用箇所 仕様

４ 鉄鋼の亜鉛めっき 　鉄鋼の亜鉛めっきの種別 

(14.2.3)

(表14.2.2)

種　別

・

・

種　別 施工箇所 施工箇所

・

・

　防露を行わない場合

(13.5.3)

　　　　　　　　　※ステンレス製シーリングプレートを取り付ける（床，天井共）

　　　　　　　　　・ステンレス鋼板巾木（厚0.2㎜），天井取合い部廻り縁
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あと施工アンカー

(14.1.3)

　引抜き耐力の確認試験　　　　※引張試験機による試験　　　　　　・　

　設計用引強度　　　　㎏f／本

ステンレス２

(14.2.1)

　ステンレスの表面仕上げ

３ アルミニウム及び

　アルミニウム合金

(14.2.2)

(表14.2.1)

　アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理 

　皮膜の品質試験　　　　　　　・行う　　　　　※行わない（試験成績書の提出）

種　　類 表面仕上げの種類 施　　工　　箇　　所

・ＳＵＳ304

・ＳＵＳ304

・

ＨＬ（ＪＩＳ）

鏡面仕上げ

表面処理の種別

・

・

・

施　　工　　箇　　所

接合具等

(12.2.2.a)

接合具等

　木ねじ　　　　※ステンレス　　　　　　・　

　諸金物　　　　※亜鉛めっき品　　　　　・　(12.2.2.b)

　釘　　　　　　・表面処理された鉄　　　・ステンレス鋼　　　・　

(12.2.2.C) 　接着剤　　　　ユリア樹脂，メラミン樹脂，フェノール樹脂，レゾルシノール樹脂又はホルムアルデ

　　　　　　　　ヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　　　　　　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　　・Ｆ☆☆☆

　・構造用パネル

厚さ（㎜）

・

・ ・

等級

・

備考

　・普通合板

　・構造用合板

　・パーティクルボード

厚さ（㎜）

※５．５

・

※１類　　　　・２類

厚さ（㎜）

・

※１２ ・特類　　　　※１類

厚さ（㎜）

・

※１２ ・Ｍタイプ　　・Ｐタイプ

曲げ強さ

表面の品質

・１等　　　※２等

・18タイプ　※13タイプ　・8タイプ

接着の程度

接着の程度

接着の程度

表面の品質又は等級

・１等　※２等　　・１級　※２級
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鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等の

　内部間仕切軸組

　　　　　及び床組

(12.4.1)

　内部間仕切軸組及び床組に用いる木材

　・特記がなければ，杉又は松とする。ただし，土間スラブの類の場合の土台，転ばし大引及び転ばし

　　根太は，ひのき又は保存処理木材とする。

窓，出入口その他 　窓，出入口その他に用いる木材

　・特記がなければ，吊元枠，水掛りの下枠及び敷居はひのき，その他は松又は杉とする。(12.5.1)

　・窓，出入口その他に用いる木材　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・床組に用いる木材　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・間仕切軸組に用いる木材　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防腐処理

防蟻処理 (12.3.1)

(12.3.2)防虫処理

　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　・行わない

　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　・行わない

　・行う（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　・行わない

１ 長尺金属板葺

(13.2.2～3)

(表13.2.1)

　長尺金属板の種類

　形式　　　・横葺　　　　・瓦棒葺　　　・平葺　　　　・　

　　　　　　・ポリ塩化ビニル被覆金属板　　　（Ａ種，ＳＧ）

　種類　　　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）

　　　　　　・塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CZACCR-20）

　　　　　　※溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（屋根用）（CGLCCR-20-AZ）JIS G 3322

　　　　　　・　
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　鋼板の厚さ（mm）

　　　　　　一般部　※0.4 　　・　　　　・　　　　　　谷部　※0.4 　　・　　　　　・　

　　　　　　※図示による　　　　　　　　　　　　・　

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

壁及び天井下地

床板張り 　床板張りに用いる木材

　・特記がなければ，ひのきとする。なお，フローリングは，19章５節［フローリング張り］による。

　・縁甲板及び上がりがまちに用いる木材（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(12.6.1)

(12.7.1)

　壁及び天井下地に用いる木材

　・特記がなければ，杉又は松とする。

　・壁下地に用いる木材　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・天井下地に用いる木材　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２ 折板葺

(表13.2.1)

(13.3.2)

(13.3.3)

　下葺材料　・アスファルトルーフィング９４０　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　長尺金属板の種類

　　　　　　・ポリ塩化ビニル被覆金属板　　　（Ａ種，ＳＧ）

　材種　　　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）

　　　　　　・塗装溶融亜鉛－５%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CZACCR-20）

　　　　　　・　

　タイトフレーム，けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

　　　　　　　　　※図示による　　　　　・　

　形による区分　　※重ね形　　　　　　　・はぜ締め形　　　　　・かん合形

　種類　　　山高　　　　㎜　　　山のピッチ　　　　㎜　　　厚さ　　　　㎜

(13.5.2)３ とい 　とい材種等

　とい受け金物　　※亜鉛めっき　　　　　・ステンレス（ＳＵＳ304）

　足金物　　　　　※溶融亜鉛めっき　　　・ステンレス（ＳＵＳ304）

４ ルーフドレン

(13.5.3)

　　　　　　　　　ステンレス鋼板（SUS３０４，厚さ0.2mm）で被覆する。

　ルーフドレンの種類

　　　　　　　　　※打込み　　　　　　　・後付け

５ 鋼管製といの防露

　巻工法部等の処理

　防露部　　　　　高さ（mm）　　床　　　※１５０　　　　・　　

　　　　　　　　　　　　　　　　天井　　※　３０　　　　・　

(表13.5.4)

(13.5.2.C) 　防露材　　　　　防露材のホルムアルデヒドの放散量

　　　　　　　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　・Ｆ☆☆☆

　型式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・吹付け

種類 仕上げの形状 工法

・こて塗り

・砂壁状

・平たん状

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

性能項目

種　別
気密性耐風圧性 水密性 枠の見込み寸法

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種 ※Ｓ－６

※Ｓ－５

※Ｓ－４
※Ａ－３

※Ａ－４

※Ｗ－４

※Ｗ－５

70mm（注）

100mm

・Ｃ－１種　　　・　

表面処理 ・外部

・内部

性能項目

種　別
気密性耐風圧性 水密性 枠の見込み寸法

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

Ｓ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

Ａ－４

Ｗ－４

Ｗ－５

建具の種類

鋼製

アルミニウム製

ステンレス製

木製

材 種

※シーリング材　　　　　・　

※シーリング材　　　　　・　

※シーリング材　　　　　・　

・ガスケット（注）　　　・シーリング材　　　　　・　

耐風圧性

・正圧　　Ｎ/㎡以上，負圧　　Ｎ/㎡以上に対して安全なもの

　対して安全を確認したもの

※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に

耐

震

性

水平方向に対する地震力係数

鉛直方向に対する地震力係数

層間変位追従性
Ｓ造

ＲＣ，ＳＲＣ造

※1.0

※0.5

※1/200 以上

※1/300 以上

・水密性

・気密性

・耐火性

・耐温度差性

・遮音性

・断熱性

・Ｗ－４　　　・Ｗ－５　　　・　

・Ａ－３　　　・Ａ－４　　　・　

・Ｔ－１　　　・Ｔ－２　　　・Ｔ－３　　　・Ｔ－４　　　・　

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

不透明塗料塗り

透明塗料塗り

鋼製建具

鋼製建具以外

※Ａ種　　　　　・Ｂ種

・Ａ種　　　　　※Ｂ種

・Ａ種（注）　　・Ｂ種（注）　　※Ｃ種

※Ａ種（注）　　・Ｂ種　　　　　・Ｃ種

・Ａ種（注）　　※Ｂ種　　　　　・Ｃ種

（注1）以外

（注1）

塗料塗りの種別塗料の種別

屋内,屋外

屋内

・表18.7.1鉄鋼面耐候性塗料塗りによる

※Ｂ種　　　　JASS 18 M-111

　　　　　　　JIS K5674 　　２種

※Ａ種　　　　JIS K5674 　　１種 見え掛り　　　※Ａ種

見え掛り　　　・Ａ種

　　　　　　　・Ｂ種

　　　　　　　※Ｂ種

 適 用

（注1）以外

塗料塗りの種別塗料の種別

屋内

※Ａ種　　　　JIS K5629

屋内,屋外

屋内,屋外

 適 用

・Ｂ種　　　　JASS 18 M-109

※Ｃ種　　　　JASS 18 M-111（注1）

鋼製建具　　　※Ａ種

その他　　　　※Ｃ種

－

(「建築標準仕様書」18章４節～13節)

ＳＯＰ ＥＰ－Ｇ ＥＰ ＷＰ

鉄鋼面 ※Ｂ種

（表18.4.3）

ボード等（注2）

亜鉛めっき面
「建築標準仕様書」 「建築標準仕様書」

（表18.8.4）

※Ｂ種

※Ｂ種

木部 ※Ｂ種（注1）
「建築標準仕様書」

（表18.8.2）

※Ｂ種

※Ｂ種

－

－

－

－

－

　建築特記仕様書(3)

(14.7.2～3)(表14.7.1)

　　　　　　　　　　・350 形　（呼称肉厚は 2.0以上）

　　　　　　　　　　・300 形　（呼称肉厚は 1.8以上）

　　　　　　　　　　・　　　　（呼称肉厚は　　以上）「建築標準仕様書」表 14.7.1以外の既製品

　　　　　　　　　　・　　　　（呼称肉厚は　　以上）「建築標準仕様書」表 14.7.1以外の既製品

　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した固定金具の間隔，固定方法等

　　　　　　　　　　※図示による　　　　　　　・　

８ アルミニウム製笠木

(14.7.2～3)

(表14.7.1)

　アルミニウム製笠木の種類

　　　　　　　　　　※押出形材　　　　　　　　・曲げ材

　表面処理　　　　　※Ａ－１種又はＢ－１種　　・　Ｂ－２種

・Ｂ－１種　　　・　Ｂ－２種

　鍵箱　　　　　　・設ける（　10個用）　　　　　・設けない　　　　　　・鍵札

　たてどい　　　　・VPカラー100/150φ　　　　・　

　軒どい　　　　　・　角型硬質塩ビW200/130

８

９

10

11

12

13

14

15

１19

内

装

工

事

接着剤 　接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　・　(19.2.2)

　・ビニル床タイル

　・特殊機能床材

　・ビニル幅木

３ カーペット敷き 　・タイルカーペット

(19.3.2～4)

(表19.3.2)

　製造所及び製品名

４ 合成樹脂塗床 　・厚膜型塗床材

(19.4.2～3)

　・薄膜型塗床材

　※塗床に使用する塗料のホルムアルデヒド発散量　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　　・　

５ フローリング張り 　・単層フローリング

(19.5.2～7)

記　号

・ＨＴ

・ＣＴ

・ＣＴＳ

色柄 厚さ（mm） 備 考

※標準柄

・特殊柄

※標準柄

・特殊柄

※2.0

・

※2.0 　・3.0 ・帯電防止

・耐動荷重

特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・視覚障害者用床タイル

厚さ（mm）種 類 形状，寸法，性能等

厚さ（mm）

※1.5 以上　　・　

高　　　さ（mm） 色　　柄

※標準柄・60　　・75　　・100　 ・　

種 別

※一種

・

※ループパイル

・カットパイル

寸法（mm）パイル形状 総厚さ（mm）

・ ・ ・

色 柄 敷き込み

※500×500 ※ 6.5 ・無地

・柄物

※全面接着工法

塗床の種類

・弾性ウレタン樹脂系塗床

・エポキシ樹脂系塗床

※平滑仕上げ ・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・厚膜流し展べ仕上げ

・防滑仕上げ

・薄膜流し展べ仕上げ

・樹脂モルタル仕上げ

仕上げの種類

塗床の種類

※平滑仕上げ

仕上げの種類

※エポキシ樹脂系塗床

樹 種 厚（㎜） 形状・寸法（㎜）

・

・

・

・

・

・

・フローリングボード

品 名

・フローリングブロック

・モザイクパーケット

　・ビニル床シートビニル床シート

　　ビニル床タイル

２

種 類

※発泡層のないもの

・

※ＦＳ

・

記 号 色 柄

※プレーン

・マーブル

・特殊柄

厚さ（mm）

※2.0

・2.5

特殊機能 工 法

・帯電防止

・耐動荷重

・防滑性

・突付け

・熱溶接

　製造所及び製品名 東リ：フロアーリュームソイルド

東リ：ＧＡ100（ＯＡメンテ室） ＧＡ100Ｗ（左記以外室）

　・複合フローリング

・

・

樹 種

・

・

品 名

※複合１種

・複合２種

・複合３種

※ 2.0※なら

形状・寸法（㎜）厚（㎜）

・

・15

・12

表層厚（㎜）

　フローリングのホルムアルデヒド放散量等

　製造所及び製品名

　　※Ｆ☆☆☆☆，接着剤等不使用（単層フローリングに限る），ホルムアルデヒドを放散しない塗料

　　　ド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用とする。

　　　等使用（単層フローリングに限る），非ホルムアルデヒド系接着剤使用並びに非ホルムアルデヒ

　・工法

工法形式

・乾式工法

・湿式工法

取付け及び下地の工法

・釘留め工法

・接着工法

・モルタル埋込み工法

・根太張り工法　　　　・直張り工法

　・現場塗装仕上げ　　　　　※ウレタン樹脂ワニス塗り　　　　　・オイルステイン塗り

　　　　　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り　　　　　・　

横引き

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

S=1:100

S=1:200

特 記 仕 様 書 （ 3 ）

Ａ－０３

令 和 5 年 3 月 1 5 日

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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内

装

工

事

７ せっこうボード

　　　及び合板張り

　　その他ボード

　※天井及び壁に使用する材料は，建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。

(19.7.2)

(表19.7.1～表19.7.5)

　・せっこうボード製品

　・繊維強化セメント板

　・その他ボード

　・合板(19.7.2～3)

　合板のホルムアルデヒド放散量等

　　※Ｆ☆☆☆☆，非ホルムアルデヒド系接着剤使用（普通合板及び天然木化粧合板に限る），非ホルムアル

　　　デヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用（天然木化粧合板に限る）並びに非ホルム

　　　アルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用（特殊加工化粧合板に限る）とする。

　　・　

　下地の工法　　　　　　※図示による　　　・　

８ 壁紙張り 　建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

(19.7.3)

(19.8.2)

　壁紙のホルムアルデヒドの発散量　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　・　

９ 断熱材 　断熱材打込み工法(19.9.2)

　※保温材は全てＡ種（ノンフロン類）とする

　※フェノールフォーム保温材のホルムアルデヒド放散量　　　　※Ｆ☆☆☆☆

　断熱材補修材　　　　　・断熱材と同材　　　　　　　・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材

　断熱材現場発泡工法(19.9.3）

　※難燃性　　　　　　　・２級　　　　※３級

　・断熱材敷込み工法

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
工
事

20 １ フリーアクセス

(20.2.2)　　フロア

　※表面仕上材　　　　　※図示による　　　　・　

　・帯電防止性能　　　　・漏えい抵抗

　フリーアクセスフロアユニット製品類

２ 可動間仕切 　・パーティション(20.2.3)

３ 移動間仕切 　・スライディングドア(20.2.4)

　・アコーディオンドア

　　製造所

４ トイレブース

(20.2.5)

　・トイレブースの仕様

　金物　　　※図示による（見本提出のうえ監督員の承諾を受ける。）

５ 階段滑り止め

(20.2.6)

　・階段滑り止めの仕様

６ 黒板及び

　　ホワイトボード

(20.2.8)

・黒板及びホワイトボードの仕様

　枠　　　　　　　　　　・木製（図示による）　　・アルミ製

　形状　　　　　　　　　・平面　　　　　　　　　　　　箇所

　　　　　　　　　　　　・平面（行事）　　　　　　　　箇所

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　箇所

　チョークボックス　　　・アルミ製　　　　　　　・　

　ピクチャーレール　　　・有（図示による）　　　・　

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　・　

７ 表示 (20.2.10) 　※法令に基づく表示　　（非常用進入口等の表示は，消防法に適合する市販品を使用　　　　　　）

　・衝突防止表示　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・室名札　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・ピクトグラフ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・案内板　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・視覚障害者案内板　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・シンボルマーク　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・車イスマーク　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・施設名文字　　　　　・切抜文字　　　　　　　・ステンレス　　　字数（　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　・箱文字　　　　　　　　・ステンレス　　　文字の大きさ（　　×　　）

８

　ロールスクリーン

ブラインド及び

(20.2.12)(20.2.13)

　・ロールスクリーンの仕様　　スクリーンは消防法で定める防炎性能の表示があるものとする

　・ブラインドの仕様　　　　　スラットは消防法で定める防炎性能の表示があるものとする

　　※ロールスクリーンの材種，品質等は，図示による

　　※ロールスクリーンの操作方式，幅及び高さは，図示による

　　※ロールスクリーンの色見本を監督職員に提出する

　　　，製造所の仕様による

　　※ロールスクリーンの巻取りパイプ，ウェイトバー，操作コード又は操作チェーンその他の材料は

　　製造所

９ カーテン及び

　　カーテンレール

(20.2.14)

　カーテン及びカーテンレールの仕様　　きれ地は消防法で定める防炎性能の表示があるものとする

　暗幕用カーテンの両端，上部及び召合せの重なり　　※300 以上

　カーテンレール　　材　種　　・ステンレス製　　　※アルミニウム製

10 スクリーン 　種　別　　　　※ホワイトスクリーン

　形　式　　　　※スプリング巻上（ノーショック）式　　　　・　

　寸法（mm）　　※幅（　　　　　　　　　　　　）　　　　　・高さ（　　　　　　　　　　　　）

11 くつふきマット

12 厨房器具

　枠　　　　　※ステンレス製　　　　・黄銅製

　マット　　　※塩化ビニル製　　　　・ゴム製　　　　・アルミ合金製　　　　・鉄製

　排水　　　　※設ける（排水目皿ＶＰ50φ）　　　　　・設けない

　・厨房器具　・下記表による　　　　・図示による

13 ピクチャーレール

　安全荷重　　※15㎏以上

　タイプ　　　・天井面付け　　　　　・壁面付け　　　フック　　　ケ／ｍ

14 ブラインドボックス

　カーテンボックス

　材質　　　　※アルミニウム製

　表面処理　　※Ｃ－１　　　　　　　・Ｃ－２（色調：　　　　　　　　　）

　溝幅×深さ（㎜）　　　　　　　　　※図示による　　・１２０×８０　　　　・　

15 消火器ボックス 　既製品　　　・図示による

16 視覚障害者用

　　　誘導ブロック

　材種　　　　・塩化ビニル製　　　　厚さ　※７㎜（ 2 + 5 ） 　　　サイズ　※３００×３００

　　　　　　　・コンクリート製（厚さ30mm）

　　　　　　　・磁器質タイル製

17 家具類 　合板類，ＭＤＦ及びパーティクルボード，接着剤及び塗料のホルムアルデヒドの放散量

　　　　　　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　・Ｆ☆☆☆

18 EXP.Jカバー 　・アルミ製（図示による）　　　　・ステンレス製（図示による）

１21

排

水

工

事

排水管 (21.2.1) 　・硬質ポリ塩化ビニル管　　（　※ＶＵ　　　・ＶＰ　）

　・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

　・遠心力鉄筋コンクリート管（※外圧管Ｂ形）　１種

２ 排水桝 (21.2.2)

　　・コンクリート現場打ち桝　　・コンクリート既製桝　　　　・樹脂製溜め桝

　排水桝の種類

３ 埋戻しに用いる材料

(表3.2.1)(21.2.3) 　　・Ａ種　　　　※Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・Ｄ種

　埋戻しに用いる材料の材種

４ 桝蓋 　桝蓋の仕様

　　・グレーチング　　　材質　（　・スチール　　・ステンレス　）　耐荷重：　　　ｔ

５ 溝蓋 　　・グレーチング　　　材質　（　・スチール　　・ステンレス　）　耐荷重：　　　ｔ

　　・既製コンクリート板　（　ｔ＝　　　　㎜　）

　　・鉄板　　　　　　　　（　ｔ＝　　　　㎜　）

　　・マンホール　　　　　（　・ＭＨＡ　　　　・ＭＨＢ　）

　　・樹脂製　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・鉄板　　　　　　　　（　ｔ＝　　　　㎜　）

　　・既製コンクリート板　（　ｔ＝　　　　㎜　）

１22

舗

装

工

事

　遮断層　　　　　※適用しない　　　　・適用する（　厚　　　　㎜　）

　フィルター層　　※適用しない　　　　・適用する（　厚　　　　㎜　）

　路床安定処理　　※適用しない　　　　・　

　路床の盛土材料　・Ａ種　　　　※Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・Ｄ種　

　路床の試験　　　ＣＢＲ試験　　　　　・行わない　　　　　　※行う

　　　　　　　　　砂の粒度試験　　　　※行わない　　　　　　・行う

　　　　　　　　　路床締固め度の試験　・行わない　　　　　　※行う

２ 路盤 (22.3.2) 　路盤の構成　　　・車道部：100，歩道部：100　　　　　　　　・図示による

　材料　　　　　　・砕石クラッシャラン　　　　　　　　　　　※再生材クラッシャラン(22.3.3)

　　　　　　　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ　　　　　　　　・　

(22.3.5)

３ アスファルト舗装

(22.4.2)

　舗装厚　　　　　車道部　　・50（基層なし）　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　歩道部　　・30　　　　　　　　　　　　　　・　

　アスファルト　　・再生アスファルト　　　　　　　　　　　　・ストレートアスファルト(22.4.3)

　加熱アスファルト混合物等の種類

　　　　　　　　　表層　　　※密粒度アスファルト混合物(13)　・　

　　　　　　　　　基層　　　※粗粒度アスファルト混合物(20)　・　

　シールコート　　　　　　　　　　　・行う　　　　　　　　　※行わない

(22.4.6) 　切り取り検査　　　　　　　　　　　※行う（　　　箇所）　　・行わない

　アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　　　　　　　　・行わない

　締固め度の試験　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　※行う

路床 (22.2.2)

(表3.2.1)(22.2.3)

(22.2.5)

４ コンクリート舗装 　コンクリート舗装の仕様

(22.5.2)

(22.5.3)

　舗装厚　　　　　　　　　　　　　　・　

　コンクリート　　　　　　　　　　　・　

　目地材　　　　　　　　　　　　　　・　

　コンクリート版の厚さの試験　　　　・行う　　　　　　　　　・行わない(22.5.6)

　溶接金網　　　　　　　　　　　　　・使用する(150□×6φ)　・使用しない

　植栽基盤　　　・適用する　　　・適用しない（ただし，芝及び地被類の植栽の場合は整備する）

５ カラー舗装 　舗装厚及び種類(22.6.2)

６ 透水性

　アスファルト舗装

(22.7.2)

ブロック系舗装

(22.9.2～5)

　・インターロッキングブロック舗装

８ 区画線

　　※アスファルト混合物　　車道部　　・50（基層なし）　　　　　　　　・　

　　　　　　　　　　　　　　歩道部　　・30　　　　　　　　　　　　　　・　

　切り取り検査　　　　　　　　　　　　※行う（　　　箇所）　　　　　　・行わない

　舗装の構成及び厚　　　　　車道部（ポリマー改質アスファルトⅠ型）　　・50

　　　　　　　　　　　　　　歩道部（ストレートアスファルト）　　　　　・30

　　　基層　　　　　　　　　・コンクリート舗装

　　　クッション材　　　　　※砂　　　　　　　　　・から練りモルタル

　　　種類，形状　　　　　　・　

　　　　　　　　　　　　　　　製造所

７

　路面標示用塗料　　　・１種　　　・２種　　　※３種１号

　色　　※白　　　　塗布幅　　※図示　　　　　塗布厚さ　　※１．０

１

植

栽

工

事

23 植栽地の確認

(23.1.3)

　土壌の水素イオン濃度，水溶性塩類等の試験　　・行う　　　※行わない

２ 植栽基盤 (23.2.2)

（表23.2.1） 　有効土層の厚さ（㎝）

　工法　　　樹木　　　※Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・Ｄ種　

　　　　　　地被類　　・Ａ種　　　　※Ｂ種　　　　・Ｃ種　　　　・Ｄ種　

　土壌改良材　　　　　※バーク堆肥　　　　　・汚泥発酵肥料（下水コンポスト）

３ 支柱材 　支柱材　　　　　　　※杉の焼丸太　　　　　・竹

４ 芝 　種類　　　　　　　　※コウライシバ　　　　・ノシバ

５ 新樹木，芝 　新樹木の枯補償期間　　　　　　　（　※１年　　　　・　　年　）

　芝，地被類の枯補償期間　　　　　（　※１年　　　　・　　年　）　　地被類の枯補償

６ 移植樹木の枯損処理 　移植樹木の枯損処理を行う期間　　（　※１年　　　　・　　年　）

　２４章　工　事　区　分　表

１

備　　　考昇降機ガ　ス空　調給排水電　気

（次の項目は●印部分を施工する）

建　築項　　　　　目

２
の機械，器具取付用切込・穴あけ及び開口補強

天井埋込用器具・天井埋込スピーカー，天井・壁

３

４ 換気扇の納入取付

５ 換気扇の取付枠

６ はり，壁，床等貫通箇所のスリーブ及び補強

天井及び壁の機械，器具取付用下地及び補強

７ 防火戸等のレリーズ取付け及び配管配線工事

８

グリーストラップ９

10 昇降機電源工事

工事

防火シャッター等の閉鎖装置取付け及び配管配線

び開口補強

点検口点検用ハッチ（天井，壁，床）納入取付及

11 自動ドア電源工事

12 設備用電源工事

13 空調機器のスイッチ取付け及び配管配線工事

14 耐震改修工事

15

16

樹　高

有　効

土　層

樹　　　　　　　　　　　木

高　　　　　木 低　　木 芝，地被類

12ｍ以上 ７～12ｍ ３～７ｍ ３ｍ未満

※20　・　※50　　・　※60　　・　※80　　・　※100 　・　

・ ・・ ・ ・

形　　式

種　　類

スラットの幅

スラットの材種

ボックス等の材種

※横形(JIS A4801)

※鋼製　　　　　　　　・　

・縦形

※コード方式

・100 　　・　75

※アルミニウム合金　　・クロス

※アルミ（ヘッドレール）

※アルミニウム合金　　・　

※ギア式　　　　　　　・コード式

※25mm　　・35mm　　　・　　　mm

きれ地の品質等（製造所） ひだの種類 防炎性能の表示

器　具　名 規格・施工箇所等

市販品

〃

〃

〃

〃

〃

〃

・流し台

・調理台

・コンロ台

・ガステーブル

・つり戸だな

・水切だな

・

・不燃

・

防火性能遮音性能パネル表面材・仕上構成基材の種類構造形式種別

・スタッド式 ※アルミ

・スチール

・不燃

・

防火性能遮音性能パネル表面材・仕上操作方法種別

・手動式

・

・ハンドル回転式

・プッシュ式

圧接装置操作方法

・

※メラミン樹脂系化粧板

・ポリエステル樹脂系化粧板

表面材の材質（下小口共） 脚　　部 ドアエッジ

※幅木

・支柱

※ＳＵＳ ・標準

※Ｒ付

・アルミ

・ＳＵＳ

・ステンレス製

材 種

・アルミ製 ・

※タイヤ入

・タイヤなし

形状・寸法

※35㎜

工　　法 フラットエンド

・埋込工法

※接着工法

・なし

・有（　　　　　　　　　　　）

・有

・なし

色種 類

※焼付・黒板

・ホワイトボード ※ほうろう

・黒

※緑

・白

暗線

・有

・なし

施工箇所

材 種

施工箇所 品質（製造所） 防火性能の種別

・

・

・

・

厚（㎜）種 別 施工箇所

・ビーズ法

　ポリスチレンフォーム保温材

　ポリスチレンフォーム保温材

　保温材

・フェノールフォーム保温材

・Ａ種硬質ウレタンフォーム

※押出法 ※25

・20

・２種ｂ

・３種ｂ

厚（mm）

・

施工箇所

※Ａ種１

　難燃性

種 別材 種

・吹付け硬質ウレタンフォーム

　断熱材

施工箇所種 別材 種

・グラスウール断熱材

施工箇所 材 質 寸法・高さ 耐荷重性能 耐震性能

・壁

・天井

・壁

・天井

・目透し

・突付け

・突付けＶ目地

種 類 施工箇所 張 り 方 規格・厚さ（mm）

・目透し

　　　（シーリング）

・突付け

・ジョイナ

・12.0（不燃）

・ 8.0（不燃）

・ 6.0（不燃）

・10.0（不燃）

※0.8ＦＫ

・1.0ＦＫ

・けい酸カルシウム板

タ
イ
プ
２

・普通板

　　(JIS A5430)

・化粧ボード

　　(JIS A5430)

種 類 規 格 等

・木毛セメント板

　　(JIS A5404)

・

・

材 料

・

樹種名 処理 耐水性，厚さ（㎜）等

・普通合板

・天然木化粧合板

ラワン

シナ

・防虫　・難燃

・防虫　・難燃

　　　類

　　　類

・ 5.5　・12.0　・15.0

・ 4.0　・　　　・　

材種・規格 施工箇所 張 り 方 厚さ（mm）等

・壁

・天井

・せっこうボード

　　(JIS A6901)

・下張り

・上張り

・直張り

・目透し

・突付け

・継目処理

・ 9.5（準不燃）

・

・下張り

・上張り

・直張り

・目透し

・突付け

・継目処理

・ 9.5（準不燃）

・12.5（不燃）

・

・化粧せっこうボード

　　(トラバーチン模様)

　　(JIS A6901)

・天井 ・直張り ・突付け

・化粧せっこうボード

　　(プリント)(JIS A6901)
・天井 ・直張り ・突付け ・ 9.5（準不燃）

　ボード(JIS A6301)

・吸音用穴あきせっこう
・天井 ・直張り

・目透し

・突付け

・ 9.5（準不燃）

・不燃性原紙裏張り

・天井 ・突付け

・ 9.0（不燃）

・12.0（不燃）

・15.0（不燃）

・上張り

・直張り

・ロックウール化粧吸音板

　　(JIS A6301)

　建築特記仕様書(4)

※ 9.5（準不燃）

・ 9.5（不燃）

※ 12.5（不燃）

・24㎏品 ・50　・100 図示

厚（mm）

図示 H=50樹脂製 5000Ｎ

ＩＨ

電気温水器付

・ビーシージョイントBEQ型

１25

そ

の

他

内訳 ・別紙内訳明細書（設計書）は、参考とする。

２ 起工式 ・起工式（地鎮祭）は、請負者の負担にておこなう。

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

S=1:100

S=1:200

特 記 仕 様 書 （ 4 ）

Ａ－０４

令 和 5 年 3 月 1 5 日

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事



株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

S=1:200
Ａ－０５

令 和 5 年 3 月 1 5 日

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

付 近 見 取 図 ・ 配 置 図

S=1:2500

付 近 見 取 図配　置　図
S=1:200(A1)

S=1:2500(A1)
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搬入通路
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設備架台

場内排水ポンプ
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b

c

d
e

f

g

h
i j

k

lm

n
o

pq

r

s

t

u

符号 底辺 高さ 倍面積

a 29.731 6.274 186.532294

b 29.731 5.788 172.083028

c 23.444 0.537 12.589428

d 25.381 1.706 43.299986

e 25.381 15.699 398.456319

f 18.945 6.845 129.678525

g 19.493 1.868 36.412924

h 19.640 0.385 7.561400

i 20.004 0.739 14.782956

j 20.120 0.277 5.573240

k 23.145 4.818 111.512610

l 6.032 1.109 6.689488

m 6.103 0.492 3.002676

n 6.103 1.100 6.713300

o 25.871 1.807 46.748897

p 24.161 0.230 5.557030

q 23.967 0.918 22.001706

r 23.327 0.239 5.575153

s 12.169 5.900 71.797100

t 27.238 1.064 28.981232

u 27.238 14.624 398.328512

合計 1713.877804

１／２ 856.9389020

面積 856.94
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壁芯

○　建物概要

建設場所

用途地域等

敷地面積

構造

建築面積

床面積

主要用途

○　外部仕上表 ○　内部仕上表

10,500

空気圧縮機

操作盤

1950L燃料槽

搬入時取外可能

吐出管

搬入スペ－ス

沈砂池工

カゴ工

呑口導流部 吸水槽部

ＥＬ＋4.40

ポンプ室

ＥＬ＋1.60

空気槽

EXP・J

ｸﾘｱﾗﾝｽ200

3
,
6
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5
0

1
3
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1
0

Ｙ4
柱芯

柱芯

柱芯

100

9
0

1
0
0

壁芯

平 面 図 　 1/100

（外壁面）

ROOF

ROOF

EXP・J

ｸﾘｱﾗﾝｽ200
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6
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,
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0
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1
3
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3
1
0

Ｙ3

Ｙ4

Ｙ5

柱芯

柱芯

柱芯

壁芯

壁芯

屋 根 伏 図 　 1/100

屋根

外壁

巾木

北牟婁郡紀北町相賀　地内

都市計画区域外

排水ポンプ場

鉄筋コンクリート造　平屋建て

搬入通路

搬入通路

ｱｽﾌｧﾙﾄ露出防水D-1 （ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ下地）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上複層塗材E吹付

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

ｶﾗｰVP管φ100 掴み金物：SUS＠900以内

床

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

巾木

壁

天井

備考

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上げ （ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ下地）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修

防油堤内：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上げ

○　求積図 （1/200） ○　求積計算

床面積

ﾎﾟﾝﾌﾟ場 ①

②

計

10.200　×　5.000　＝　51.00

油庫  2.100　×　1.600　＝　 3.36　㎡

ﾎﾟﾝﾌﾟ場 ①

②

計

10.200　×　5.000　＝　51.00

油庫  2.100　×　1.600　＝　 3.36　㎡

建築面積

○　無窓階の算定

床面積

必要開口面積

有効開口面積

床：ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水X-2 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾙ

Ｘ1 Ｘ2

Ｙ5

Ｙ1
壁面

壁面

壁芯壁面 壁面

全体 全体

8
0
0

3
5
0

柱面
Ｙ3

柱面
Ｙ2

壁芯

100
10,300

100

Ｘ1 Ｘ2

壁芯壁面 壁面壁芯

100
10,300

10.300　×　8.310　＝　85.59

136.59　㎡

139.95　㎡

10.300　×　8.310　＝　85.59

136.59　㎡

139.95　㎡

136.59　㎡

136.59　㎡　×　1/30　＝　4.55　㎡

CD CD

CDCD

ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

樋

ﾓﾙﾀﾙ巾木H=200

（ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ下地）

(390L軽油燃料槽)
 油 庫

自家発電機

800100

1
3
,
5
0
0

（
外

壁
面

）

ＥＬ＋4.40

3
,
3
0
0

3
,
3
0
0

6
,
6
0
0

2 ,300

3,200

EXP・J ｽﾃﾝﾚｽ　ｸﾘｱﾗﾝｽ200

ｽﾃﾝﾚｽ手摺H=1100 ｽﾁｰﾙ製ﾋﾟｯﾄ蓋

EXP・J 壁・天井：ｽﾃﾝﾚｽ　ｸﾘｱﾗﾝｽ200 床：ｽﾃﾝﾚｽ　ｸﾘｱﾗﾝｽ100 EL+1.6部　床・壁：ﾋﾞｰｼｰｼﾞｮｲﾝﾄBEQ型　ｸﾘｱﾗﾝｽ100

設備架台

場内排水ポンプ

ﾀﾗｯﾌﾟ ｽﾃﾝﾚｽ

ｽﾃﾝﾚｽ製ｺｰﾅｰﾄﾞﾚﾝ

消火器ABC10型を示す

（ﾎﾞｯｸｽ：ﾕﾆｵﾝUFB-3F-420）

136.59　㎡

136.59　㎡

AD-1　0.800　×　2.000　＝　1.60　㎡

AW-1　1.650　×　1.500　×　1/2　＝　1.24　㎡

判定

合計
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株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

排 水 機 場 概 要 ・ 仕 上 表

S=1:100

S=1:200

求 積 図 ・ 平 面 図 ・ 屋 根 伏 図

令 和 5 年 3 月 1 5 日

SS

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

856.94　㎡

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

排 水 機 場 立 面 図 ・ 断 面 図

令 和 5 年 3 月 1 5 日

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

Ａ－０７

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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防水性可とう継手詳細図

品　　名 材 質 備　　　　　　考

１

品番

伸 縮 部 材 Ｃ　　Ｒ ＲＥ３０型

３

止　 水　 材 ｔ３×２０

４

押　 え 　板

ケミカルアンカー

２

〃

ＳＵＳ３０４

ブチルゴム

Ｍ１２×１２０（Ｎ.Ｗ.付）

ｔ１２×６５

使　　用　　条　　件

20 mm

30 mm

※上記の使用条件を維持する為に

　コンクリート面の仕上を十分に

　行う。

沈下量（偏心量）

伸 　び　 量

0.05MPa\\{0.5kgf/cm2\\}外水圧（Ｗ.Ｐ.）

0.05MPa\\{0.5kgf/cm2\\}内水圧（Ｗ.Ｐ.）

EL+1600レベルEXP・J詳細図　1/5

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

S=1:50

排 水 機 場 断 面 詳 細 図 （ 1 ）

令 和 5 年 3 月 1 5 日

防油堤(ポンプ設備工事)
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トップライト
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株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号S=1:50

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

排 水 機 場 断 面 詳 細 図 （ 2 ）

令 和 5 年 3 月 1 5 日
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株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

S=1:50

排 水 機 場 平 面 詳 細 図

断 面 詳 細 図

令 和 5 年 3 月 1 5 日
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56 14.21 3.84 54.5664

57 5.69 2.47 14.0543

58 5.14 1.01 5.1914

59 5.36 0.26 1.3936

60 5.36 2.65 14.2040

61 8.23 3.10 25.5130

62 8.81 4.68 41.2308

63 8.46 3.36 28.4256

64 7.55 4.53 34.2015

65 4.81 0.88 4.2328

66 4.82 0.62 2.9884

67 4.82 0.68 3.2776

68 4.57 2.27 10.3739

69 2.75 1.07 2.9425

70 1.51 0.18 0.2718

71 1.03 0.50 0.5150

72 4.03 2.02 8.1406

73 4.46 1.05 4.6830

74 1.19 0.50 0.5950

75 7.46 0.35 2.6110

76 18.84 1.19 22.4196

合計 1030.3681

１／２ 515.1841

面積 515.18

2.71

φ500

680

6 8
0

φ500

670

670

800

1 04
0

株 式 会 社 　 若 鈴

紀 北 町 役 場

S=1:100アスファルト舗装面積求積図

900

90
0

90
0

900

900

9
0 0

90 0

900

9
0 0

900

75 0

750

令和7年 月  日

図面番号S=1:100

事務所名

会 社 名

図 面 名

工 事 名

アスファルト舗装面積求積図

作成年月日

縮 尺

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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令和7年 月  日

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号図示

紀 北 町 役 場事務所名

会 社 名

図 面 名

縮　　尺

作成年月日

工 事 名

フェンス参考図

S=1:20

φ50.8×2.3

GL+0m

Ｃ

ＵＮ－Ａ１８００Ｓ－５０

Ａ

Ｂ

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

パネル断面図
（　）内は芯径を示す。
［　］内は下部パネルを示す。

ワイヤメッシュ図

ジョイント

(W付)

角根BN M8×65

S=1:5Ａ部取付図

ジョイント

（W付）

押え金具

角根BN M8×53

Ｂ部取付図 S=1:5

パネルと柱のすきまがせまい場合の取付図

角根BN M8×25

(回転防止付)

中間バンド

U型金具

(回転防止付)

（W付）

角根BN M8×25

中間バンド

U型金具

（W付）

ジョイント 角根BN M8×65

(W付)

接続押え金具

Ｃ部取付図 S=1:5

（W付）

角根BN M8×53

開き方向

門柱扉枠

門柱・扉枠位置関係図

≒
12

5

[≒
11

5]

2000 2000

17
70

3
0

1
80

0
30

0

φ50.8×2.3

（　）内は芯径を示す。

ワイヤメッシュ図

34 41

5
3

標準的な取付図

基礎ブロック

180×180×450

φ60.5×3.2

舟形落し受付

落しφ16

φ60.5×3.2

ワイヤメッシュ

φ50.8×1.6

□200

2
00

GL+0m

Ｈ１８００－５０×Ｗ２０００
ＵＮ両開き門扉

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

6
0

5
0
0

1
7
40

1
8
0
0

2-コ型PL2.3

落しφ16

舟形落し受付

□60×30×1.6 2
0
0

300×200

□60×30×1.6

GL+0m

φ38.1×2.3
施錠装置

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

φ60.5×3.2

φ50.8×1.6

戸当り付両面回転施錠

Ｈ１８００－５０×Ｗ１０００

蝶番

ワイヤメッシュ
（ハイテンション線）

GL+0m

W1000

6
00

10
0

50 □300 50

□400

50 □300 50

□400

17
7
0

30

18
00

35
0

蝶番

ＵＮ片開き門扉

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)
S=1:20

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す。

門柱・扉枠位置関係図

S=1:20 Ｈ１８００－５０×Ｗ４０００
ＵＮ両開き門扉

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)
S=1:30

ワイヤメッシュ図
（　）内は芯径を示す。

門柱・扉枠位置関係図

扉枠
門柱

6
6

4446

開き方向
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蝶番

50 □500 50

□600

50 □500 50

□600

7
00

1
00

180

4
50

180

4
50

(φ3.6)

φ4.0

(φ
4.
5
)

φ
5.
0

≒50

≒
12

5

(φ3.6)

φ4.0

(φ
4.
5
)

φ
5.
0

≒50

≒
12

5

(φ3.6)

φ4.0

(
φ

4.
5
)

φ
5.

0

≒50

開き方向

門柱扉枠

34 41

53

両面スライド施錠φ16
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□400

（ハイテンション線）

W2000
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排水施設縦断面図
V=1:20
H=1:50

▽2.50

▽3.00

300×300A
プレキャスト桝

300×300A
プレキャスト桝

RVS側溝300×400HPφ300

集水桝(2)RVS側溝(1)集水桝(3)HPφ300(1)

▽3.20

300×300A
プレキャスト桝

集水桝(7)

▽3.00

300×300A
プレキャスト桝

RVS側溝300×400
300×300A

プレキャスト桝
300×300S

プレキャスト桝
300×300A

プレキャスト桝

リボーン側溝(2)RVS側溝(5)RVS側溝(6) 集水桝(7)集水桝(8)集水桝(9)集水桝(10)

▽2.50

土工断面図② 土工断面図①土工断面図③土工断面図④土工断面図③

土工断面図⑤

土工断面図⑦土工断面図⑩土工断面図⑫土工断面図⑪土工断面図⑩

▽2.805

▽3.20

▽3.20

300×300S
プレキャスト桝

集水桝(4)

300×300S
プレキャスト桝

集水桝(5)

RVS側溝300×400

RVS側溝(3)集水桝(6)

300×300A
プレキャスト桝

▽3.15

土工断面図⑤土工断面図⑥土工断面図⑦土工断面図⑧

RVS側溝(2)

RVS側溝300×400

土工断面図⑥

RVS側溝(4)

土工断面図⑦
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土工断面図⑨土工断面図⑪
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

令和 7年  月   日

図面番号図示

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

排水施設 縦断面図

株 式 会 社 　 若 鈴

紀 北 町 役 場
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50 510 50

610

50 410 50

基礎材

RC-40

基礎コンクリート

18-8-40BB

インバートコンクリート

18-8-25BB（最小厚50mm）

110 300 110

520

敷モルタル(1:3)

排水施設 標準断面図
S=1:20

RU-300A

コンクリート蓋

ノスキッド仕様

R55

名       称 規       格 数　量単位

リボーン側溝（RU-300A） 10m当たり材料表

基礎材

敷モルタル 1:3BB

RU側溝 RU-300A

5.60

3

2

ｍ 10.0

0.11

RC-40,t=100

基面整正 5.602

コンクリート蓋 枚 16.0300 用
ノスキッド仕様

グレーチング蓋 枚  4.0300 用

名       称 規       格 備　考数　量単位

基礎材

インバートコンクリート 18-8-25BB

RVS側溝 300×400

6.10

10.0

0.15

RC-40,t=100

基面整正 6.10

コンクリート蓋  8.0300 用
ノスキッド仕様

グレーチング蓋  2.0300 用

基礎コンクリート 18-8-40BB 0.51

厚さ50mmの場合

同上型枠 2.00

グレーチング蓋

110 300 110

520

95
30

0
7
0

46
5

3
0

10
0

100 360 100

560

ｍ

ｍ

ｍ

RVS側溝（300×400） 10m当たり材料表

ｍ

枚

枚

3ｍ

3ｍ

2ｍ

2ｍ

2ｍ

300用
300用

16
3
78

1
6

4
10

95
1

19 462 19

500

19 462 19

500

951

4
10

410

4
95

410

5
0

95

50 520 50

620

300

520

60
3
90

5
0

5
00

10
0

10
0

300

520

60
4
90

5
0

6
00

10
0

10
0

50 520 50

620

集水桝

プレキャスト桝
300×300S

集水桝

プレキャスト桝
300×300A

基礎材

RC-40

桝ベース

300×300 用

インバートコンクリート

18-8-25BB（最小厚50mm）

基礎材

RC-40

桝ベース

300×300 用

インバートコンクリート

18-8-25BB（最小厚50mm）

名       称 規       格 備　考数　量単位

10基当たり材料表

プレキャスト桝 300×300A 基 10.0

基面整正 3.84

グレーチング蓋 枚 10.0300×300 用

インバートコンクリート 18-8-25BB 0.15

桝ベース 300×300 用 枚 10.0

基礎材 3.84RC-40,t=100

3ｍ

2ｍ

2ｍ

集水桝（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ桝300×300A）

名       称 規       格 備　考数　量単位

10基当たり材料表

プレキャスト桝 300×300S 基 10.0

基面整正 3.84

グレーチング蓋 枚 10.0300×300 用

インバートコンクリート 18-8-25BB 0.15

桝ベース 300×300 用 枚 10.0

基礎材 3.84RC-40,t=100

3ｍ

2ｍ

2ｍ

集水桝（ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ桝300×300S）

(排水ドレン)

リボーン側溝

RU-300B

110 300 110

520

95
40

0
70

56
5

30

10
0

100 330 100

530

名       称 規       格 数　量単位

リボーン側溝（RU-300B） 10m当たり材料表

基礎材

敷モルタル 1:3BB

RU側溝 RU-300B

5.30

3

2

ｍ 10.0

0.10

RC-40,t=100

基面整正 5.302

コンクリート蓋 枚 16.0300 用
ノスキッド仕様

グレーチング蓋 枚  4.0300 用

ｍ

ｍ

ｍ

(排水ドレン)

基礎材

RC-40

敷モルタル(1:3)

45 240 45

330

24
0

50

2
90

30

1
00

50 240 50

340

Ｕ形側溝 240

(U-240)

敷モルタル(1:3)

基礎材

RC-40

基礎砕石

C-40

名       称 規       格 数　量単位

Ｕ形側溝 240（U-240） 10m当たり材料表

基礎砕石

モルタル 1:3

鉄筋コンクリートＵ形 240

3.40

3

2

ｍ 10.0

0.07

ｸﾗｯｼｬﾗﾝC-40,t=100

基面整正 3.402

ｍ

ｍ

ｍ

RVS側溝

300×400

95
40

0
50

54
5

10
0

10
0

令和 7年  月   日

図面番号1:20

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

排水施設 標準断面図

株 式 会 社 　 若 鈴

紀 北 町 役 場

リボーン側溝

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.83

0.39

数　量

300300

土工断面図⑪
S=1:20

土工断面図⑫
S=1:20

RVS側溝300×400

土工断面図⑨
S=1:20

排水施設 土工断面図
1:20

300 300

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.78

0.28

数　量

プレキャスト桝300×300S

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.67

0.26

数　量

300300

リボーン側溝RU-300A

300 300

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.90

0.34

数　量

プレキャスト桝300×300A

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.83

0.36

数　量

300300

RVS側溝300×400

300 300

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.78

0.31

数　量

プレキャスト桝300×300S

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.83

0.39

数　量

300 300

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.78

0.31

数　量

プレキャスト桝300×300S

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.78

0.37

数　量

300300
300 300

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.90

0.37

数　量

プレキャスト桝300×300A

10
0

10
0

10
0

張りコンクリート 面積求積図
1:100

張りコンクリート工 土工断面図
1:50

土工断面図⑥

RVS側溝300×400

SC1

GL+3.20

X2

SG1

2,300300
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5
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土工断面図⑨

リボーン側溝RU-300B

SC1

V1

Y1

SG2

3,300300
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GL+3.20
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0

土工断面図⑦

RVS側溝300×400

EL+4.10

GL+3.20

300
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0
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00

1800700

560

10
0

床掘(2) 床掘(3)

断面数量表

床　掘

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.01

-

数　量

断面数量表

床　掘

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.04

-

数　量

断面数量表

床　掘

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.06

-

数　量

土工断面図⑥
S=1:20

70
0 59
5

80
0

7
45

土工断面図⑦
S=1:20

300 300

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.85

0.37

数　量

プレキャスト桝300×300A

160

10
0

7
45

8
00

70
0

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.79

0.39

数　量

300300

RVS側溝300×400

160

10
0

土工断面図⑧
S=1:20

74
5

リボーン側溝RU-300B

6
95

8
00

300300

RVS側溝300×400

10
0

74
5

7
00

300 300

2
00

4
20

断面数量表

床掘り

埋戻し

名　称

(m3/m)

0.39

0.14

数　量

2
00

2
00

2
00

2
00

2
00

2
00

20
0

20
0

20
0

20
0

20
0

20
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4 3.19 0.35 1.1165

5 1.72 0.84 1.4448

6 8.14 0.81 6.5934
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4 3.86 0.58 2.2388

5 9.80 0.40 3.9200
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8 1.96 0.47 0.9212
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土工断面図⑩
S=1:20

土工断面図①
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土工断面図③
S=1:20

土工断面図⑤
S=1:20

土工断面図②
S=1:20

土工断面図④
S=1:20

令和 7年  月   日

図面番号図示

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

排水施設 土工断面図

株 式 会 社 　 若 鈴

紀 北 町 役 場

床掘(1)

U-240土工断面図
S=1:20

排水機場外周 既設発電機外周
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令和 7年  月   日

図面番号1:20

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

排水桝蓋かさ上げ工構造図

株 式 会 社 　 若 鈴

紀 北 町 役 場

排水桝蓋かさ上げ工構造図
S=1:20
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工 事 名
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1 9.62 2.92 28.0904

2 9.62 2.46 23.6652

3 8.78 4.89 42.9342

4 6.29 0.22 1.3838

5 4.87 2.66 12.9542

6 3.72 0.82 3.0504

7 3.44 0.81 2.7864

8 3.44 0.88 3.0272

9 4.34 0.46 1.9964

10 1.14 0.52 0.5928
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20 2.29 0.80 1.8320

21 2.29 0.14 0.3206
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27 5.24 0.83 4.3492

28 5.00 0.62 3.1000

29 0.79 0.46 0.3634
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株 式 会 社 　 若 鈴

紀 北 町 役 場
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令和7年 月  日

図面番号S=1:100

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

２．建築物の構造内容

１．本仕様の適用範囲

（１）本仕様の適用範囲

　コンクリートと、JIS G 3112に規定するSD295A,SD295B、SD345、SD390およびSD490の配筋

　コンクリート用棒鋼を用いる高さが60m以下の鉄筋コンクリート造、鉄骨造等建築物の

　設計及び工事に適用する。

（２）仕様書等の優先順位

　　設計図書おび仕様書の優先順位

　　　①特記仕様書

　　　②設計図（伏図、軸組図、部材リスト、詳細図など）

　　　③標準図（鉄筋コンクリート構造配筋標準図など）

　　　④建築工事標準仕様書・同解説（日本建築学会）等

　　本特記仕様および配筋標準図は、設計基準強度が18N/mm2以上60N/mm2以下の

（１）建築場所

（２）工事種別

　□

（４）階数

構造種別

（５）構造種別

架構特徴等

□免震建物

□制震建物

□塔状建物

□□壁式鉄筋コンクリート造(WRC)

（６）主要用途

（７）屋上付属物

（８）設計荷重

 （a）主な積載荷重　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （N/m2）

室　　　名

□鉄骨鉄筋コンクリート造(SRC)

架 構 用 地 震 用 備　　考床　　用

 （b）1次設計用地震力

３．使用建築材料表・使用構造材料一覧表

（１）コンクリート （レディーミクストコンクリート JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308）

 適用は ■ 印を記入する。

適 用 箇 所 設計基準強度 品質基準強度 スランプ cm 比 重
備　考

階 部　位 Fc=N/mm2 Fq=N/mm2 (スランプフロー) γ=kN/m3

□　　 □　　　

　セメントの種類

　細骨材の種類

　粗骨材の種類

　水の区分

　構造体コンクリート強度を　

　単位水量

　単位セメント量

　混和剤

　空気量

　塩化物量

　水セメント比

□低熱ポルトランドセメント　□

■砂　　　 □山砂　　　 □砕砂　　　 □

養生 (□標準　■現場水中　□現場封かん　□　　　　　　)

■185kg/m3以下　□175kg/m3以下　□

□　　　　　　　□　　　　　　　□

■4.5%以下　　　□3.0%以下　　　□

■普通ポルトランドセメント　□中庸熱ポルトランドセメント

■

■

土間コンクリート

捨てコンクリート

□床版 □

□基礎 □基礎梁

鉄　　筋 種　類 使用径mm 使 用 箇 所 備　　考

異 形 鉄 筋

(JIS G 3112)

高強度せん断補強筋

溶 接 金 網

(JIS G 3551)

種　　類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等

□       　□

（２）コンクリートブロック （□JIS A 5406）

　□A種　 □B種　 □C種　　厚　 □100　 □120　 □150　 □190　　 使用箇所(□　　　　□　　　　)

（３）鉄筋

（４）鉄骨

　　注2）各継手の使用詳細については本仕様その2の9.(2)鉄筋の項の鉄筋継手の項に■にて表示すること。

（５）ボルト等

　　□

□有 □無

JIS G 3136

JIS G 3136

JIS G 3101

JIS G 3106

JIS G 3466

JIS G 3350

JIS Z

□       　□       　□

溶接材料   

□       　□       　□

□SM400A 　□SM490A 　□

□

□

□

□1275

□685

■重ね継手

■ガス圧接継手

□溶接継手

□機械式継手

　　注1）SD490をガス圧接する場合は施工前に試験を行うこと。

■0.30㎏/m3以下 □　　　　　　　□

　　※：監理者と協議の上、監督職員の承認を得て材齢及び養生を決定すること。

■270kg/m3以上　□

■砂利　　 ■砕石　　　 □　　　　　 □

　保証する材齢

□床版 □

□基礎 □基礎梁

□床版 □

□基礎 □基礎梁

□床版 □

□基礎 □基礎梁

□床版 □

□基礎 □基礎梁

■AE減水剤　　　□高性能減水剤　□

□785

□大臣認定番号

JIS G 3444

□床版 □

□基礎 □基礎梁

　　□ABR490　 M24    　　　 L＝　※　　　 mm　　ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）

材齢 (■28日　□56日　　　□91日　　　　□　　　　　　)

■SD295

□機械式定着工法

□SD490

□SD390

□

□

大臣認定品 認定番号 MSTL-0189同等

■水道水　 ■地下水　　 □工業用水　 □回収水（協議による）

 注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに〇を記入する。

 注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

深

度
土　質

Ｎ

値

標準貫入試験
〇調査地番

〇位置図

〇支持地盤、地層及び深さに

　ついてのコメント

〇孔内水位

　ＧＬ －　　　 ｍ

〇近隣データの調査地番と

　設計地番とは約　 mの距離がある

〇備考（土質試験の内容等）

　□

　□

　□

　□

　□

１０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

ＧＬ
▽

適 用 箇 所 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画

４．地盤

５．地業工事

（１）地盤調査資料と調査計画

（２）ボーリング標準貫入値、土質構成 （基礎・杭の位置を明記すること）

（１）直接基礎

　■有　（■敷地内　□近隣）　　　　　　　□無　（調査計画　□有　□無）

ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）

スウェーデン式サウンディング

三軸圧縮試験 圧密試験

現場透水試験

平板載荷試験

土質試験

静的貫入試験 標準貫入試験

物理探査

液状化判定

ＰＳ検層

注１）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波探傷検査を100%行うこと

（施工方法等計画書）

検　査　箇　所 検　査　方　法
検査率又は検査数

備　　考
工場自主検査 第三者受入検査 工事監理者

％ 個 ％ 個

％ 個 ％ 個 ％ 個

内質

検査

(注)

％ 個 ％ 個 ％ 個

％ 個 ％ 個 ％ 個

個 個 個

％ 個 ％ 個 ％ 個

６．鉄骨工事

（１）鉄骨工事は指示のない限り下記による

　　※一社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

（５）接合部の検査

（６）防錆塗装

　　　 を使用し、２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

　 　　ペイントを使用し、２回塗りとする。

（７）耐火被覆の材料

※平成12年建設省告示

第1464号第二号による

（目視及び計測）

外観検査（※）

超音波探傷検査

□硬さ試験

□示温塗料塗布

マクロ試験・その他

外観検査（※）

　（突合せ溶接）

□

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した

検査会社をいう。

％ 個

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

　 　　構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

　　　 鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

　 　　25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

　 　　有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

　 　　伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

　 　　地震その他の振動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

　 　　建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

８．その他

 　■　諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

　 ■　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

　 ■　必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

７．設備関係

　□　鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要網

第三者検査機関名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 □　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は

　 □　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さが

（２）工事監理者の確認を必要とするもの

　□　法第20条第二号（□RC造高さ 20m超　□S造 4階建以上　□木造高さ 13m超　□その他）

（３）構造設計一級建築士の関与 　□必要　　　　■必要としない

　　　　 地下　-　階　　　　地上　1　階　　　　塔屋　-　階

□鉄骨造    　　　　　　(S)

　■新築　　　　□増築　　　　□改築　　　　□　　　　　　□

該当階等

■鉄筋コンクリート造    (RC) 搬入室棟、吸込水槽棟

　□事務所　　□共同住宅　　□病院　　□店舗　　□工場　　□倉庫　　■排水機場

　□キュービクル　　　  　□高架水槽　　　  　□広告塔　　　  　□煙突　　　　

　□太陽光発電設備　　　　□空調室外機　　　　□発電機　　　　　□オイルタンク

■柱　 ■壁

■梁　 ■床版

■65%以下　 　　□55%以下 　　　□

□SSC400 　□       　□

□SN400A 　□SN400B 　□SN400C

□BCR295 　□BCP235 　□BCP325

□STKR400　□STKR490　□

□STK400   □STK490   □

□有 □無

□有 □無

□有 □無

□有 □無

□有 □無

　□ボルト(JIS B1180)　M12　　　M　　　　□4.8(4T)　　 □　　　　　　□

　□頭付スタッド(JIS B1198)

　　φ＝16　　　　L＝　※　　　　mm　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

　　φ＝19　　　　L＝　※　　　　mm　　使用箇所（□柱　□大梁　□小梁）

　　□ABR400　 M20    　　　 L＝　※　　　 mm　　ナット（□シングル、□ダブル）（JIS B 1220）

　　■ベタ基礎　　　■布基礎　　　□独立基礎　　　　　　　　　　 試験堀 □有 □無

　深さ　GL- 0.80・2.40 m、支持層－ 玉石混り砂礫         　　載荷試験 □有 ■無

□完全溶込み溶接部

　 □　ロックウール吹付　　□　耐火塗料　

　 □　建築設備(昇降機を除く。)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

　 □　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の

　 □　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

　 □　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等の

　 □　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずる恐れがある場合において

　 □　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な

　 □　法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては

　 □　給湯器を設置する場合は『令129条の2の4第1項第二号に規定される平成12建告第1388号』に適合する構造方法とすること。

構　造　設　計　特　記　仕　様（１）

三重県北牟婁群紀北町

 （c）風荷重

 （d）雪荷重

 （e）特殊の荷重及び仕上材

（９）構造計算ルート

　　　地表面粗度区分　Ⅲ　　　　　基準風速　Vo＝34　m/sec

　　　□消火水槽　   m3　　　　　　□走行クレーン　 　  □

　　　■垂直積雪量　　　　30　cm　　■設計用雪荷重　　　　600　N/m2　　□平19国交告第594号第2第三号ﾎ α=

　　　■燃料槽　    1 基　 　　　　□受水槽         　　■配電盤　    1 基

（10）一次設計時用層間変形角

　　　1/200 rad

材　　種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法

□壁　 □床版

（11）付帯工事

 □門塀　　　 　□擁壁 　　　 　□駐輪場　　　 　□機械式駐車場　　□

（12）特定天井

（13）屋根、床、壁

□ハーフPca版　　□Pca版 厚

□スライド　　□ボルト止め

□

 □有　　　 　  ■無

厚 100
□押出し成型セメント版

　　　搬入室棟：Ｘ方向ルート　3　（保有水平耐力計算）・Ｙ方向ルート　1　（許容応力度計算）

　　　吸込水槽棟：Ｘ・Ｙ方向ルート　1　（許容応力度計算）

□壁　 □床版
□ロッキング　□

□ALC　　　　　　　　　  (JIS A 5416)

□屋根 □床版□特殊デッキプレート

□屋根 □庇　　　□折　版

□屋根 □庇　　　□折　版

□

□

□

厚

厚

型式

　　　吸込水槽棟：Co＝0.20　　 Z＝1.0　　 Rt＝1.0　　 I＝1.0

　　　搬入室棟　：Co＝0.25　　 Z＝1.0　　 Rt＝1.0　　 I＝1.0

■SD345

■有 □無

　■アンカーボルト（構造用アンカーボルト）

　　■SS400 　 M16           L＝　※　　　 mm　　ナット（□シングル、■ダブル）

■1F床版 □

■基礎 ■基礎梁

□1F床版 □

■基礎 □基礎梁

ｻｻﾗ、B.PL、設備架台等

B.PL等

■SS400  　□SS490  　□

□SN490B 　■SN490C 　□ □有 ■無

　■高力ボルト

　　□F10T(JIS B1186)　　　□S10T 大臣認定番号(MBLT-0125同等)　　　(□M16、□M20、□M22、□M24、□   )

　　■溶融亜鉛めっき高力ボルト F8T 大臣認定番号(MBLT-0050同等)　 　(■M16、■M20、□M22、□M24、□   )

　■ターンバックル

　　■建築用ターンバックル(JIS A 5540)

　■　一社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」

　■　鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　■　日本建築学会「ＪＡＳＳ６ 2018年版」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

　■製作工場　　　　　　　　　　　　　■製作要領書　　　■工作図　　　■施工計画書

　■認定または登録工場（大臣認定　 S   H   M   R   J  グレード）

　■材料規格証明書※、または試験成績書

　　　■鋼材　　　■高力ボルト　　　□特殊ボルト　　　□頭付スタッド

　■社内検査表　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　□

　（■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

　□現寸検査　　　　□組立・開先検査　　　　■製品検査　　　　■建方検査　　　　□

　■　平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

　■　日本建築学会「溶接工作規準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

　■　日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

　■　溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

　 ■　高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

　　　 軸力導入試験　□要　■否　　　高力ボルトすべり係数試験　□要　■否

　　　 ■ 一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常がないことを確認する。

　　　 ■ トルシア形高力ボルトは二次締め後、マーキングのずれとピンテールの破断を確認する。

　 ■　防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。錆止め

　 ■　現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止め

　許容支持力度(基礎下端)　      長期　200  kN/m2

（２）地盤改良

杭　　種 材　　料 施　工　法 備　　考

認定

第　　 　　　　号

　 年　　月　　日

既製杭・杭種 種　　類 材　　料 施　工　法 備　　考

杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(m) 本 数 特 記 事 項

　注）「建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針：日本建築センター2002」を参考とする

（３）杭基礎

□場所打ち

　コンクリート杭

コンクリートＦｃ　　　 N/mm2

スランプ　　　 　　　　cm以下

セメント量　　　　　　 kg/m3

単位水量　　　　　　　 kg/m3

□オールケーシング

□リバースサーキュレーション

□アースドリル

　□拡底杭　　 □拡頭・拡底杭

　□鋼管補強杭 □

□深礎 　　□手掘

〔  □機械掘

□

鋼材□

□□SC

□鋼管 □打ち込み

鋼材□

□ コンクリート□FC85

　　□浅層混合処理工法　　　■深層混合処理工法　　　□

　　　　　　　　　　□施工計画書に施工時における試験杭と本杭の支持層の確認方法を明記する。

　　　　　　　　　　□支持層の確認結果を施工結果報告書にまとめる。

　　□支持層の想定深度分布図を作成し、杭と支持層の関係を確認する。

□PHC □A種　□B種　□C種　□

コンクリート□FC105

□A種  □ 　  □ 　  □　　 □埋め込み

 杭仕様　　　□施工計画書承認　　　　　□杭施工結果報告書

 試験杭　　　（□有・□無）　　　　（□打ち込み・□載荷・□孔壁測定）　　　　

□PRC

　深さ　GL-　4.90・7.50 m　　　　　 　載荷試験 □有 ■無

　 　　ペイントは、□JIS K 5621、□JIS K 5674、□JIS K 5551、■JIS H 8641　　　　　（フォースター　F☆☆☆☆）

800

2 3
2 3

D16以下 スラブ、壁、せん断補強筋等

※

1 8 1 8

1 5 1 5

1 5
1 5

2 3

※は各図参照

※は各図参照

D19～D25

別 図 参 照

100

100

（令129条の2の3の事項）

100

 30

屋根 1800 1300 600

燃料槽床 11000 7000 3000

配電盤床 13000 9000 5000

搬入床 2900[12000] 1800 [ ]内は搬出入時

1 2 4 2 4 1 8

柱、梁主筋等

基礎 2 31 52 4 2 4

基礎 1 52 1 2 1 2 3 設備架台

株 式 会 社 　 若 鈴

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

NO SCALE

排水機場

構造設計特記仕様（１）

構　造　設　計　者

シグマ構造システム有限会社

一級建築士　第79432号  木村　猛

図面番号 S-01

令 和 5 年 3 月 1 5 日



汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

　　　　　　表9.1　コンクリート圧縮強度（N/mm2）に応じた仕様書の使い分け

　　　　　　　　　表9.2　レディーミクストコンクリートのJIS規格品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※印は規格外

※6060555550454240363330272421呼び強度(JIS規格品)

60超6057545148454239363330272421調合管理強度(N/mm2)

高強度コンクリート普通コンクリートJASS 5での区分

605754514845423936333027242118設計基準強度　Fc

９．鉄筋コンクリート工事

（１）コンクリート

 （a）コンクリートの仕様

　　　  本仕様書では、JASS 5に規定する普通骨材を用いた一般仕様のコンクリートを「普通コンクリ

　　  ート」と定義し、表9.1に示す様に設計基準強度が36N/mm2以下のコンクリートについてはJASS5

      の3節～11節を適用し、36N/mm2を超えるコンクリートについてはJASS5の17節（高強度コンクリ

　　  ート）を適用する。また、設計基準強度もしくは品質基準強度と構造体強度補正値から定める

　　  調合管理強度以上とし、発注するレディーミクストコンクリートの呼び強度が表9.2に示す

　　  JIS規格外となる場合は、法第37条の大臣認定を受けた製品を用いる必要がある。

　　  軽量コンクリートについてはJASS 5 の14節によること。

 （b）品質と施工

　　　とする。

　　　「高強度コンクリート」の製品認証を受けているか、建築基準法第37条第二号によって国土交通

　　　大臣が指定建築材料として認定した高強度コンクリートの製造工場とする。

　　　リート主任技士またはコンクリート技士、あるいはこれらと同等以上の知識経験を有すると

　　　認められる技術者が常駐していなければならない。

　　　36N/mm2以下33N/mm2以上の場合スランプ21㎝以下、33N/mm2未満の場合スランプ18㎝以下とし

　　　設計基準強度が36N/mm2超45N/mm2未満以上の場合はスランプ21㎝以下またはすスランプフロー

　　　50㎝以下、設計基準強度が45N/mm2以上の場合はスランプ23㎝以下またはスランプフロー

　　　60㎝以下とし、特記による。

　■　レディーミクストコンクリート工場および高強度コンクリートを打設する施工現場には、コンク

　■　施行者は、工事に先立ち、コンクリートの調合・製造計画、施工計画、品質管理計画書を作成し、

　■　フレッシュコンクリートの流動性は、スランプまたはスランプフローで表し、設計基準強度が

　■　コンクリートに含まれる塩化物量は、塩化物イオン量として0.3㎏/m3以下とする。

　□　設計基準強度が36N/mm2を超えるコンクリートを扱うレディーミクストコンクリート工場は、

構　造　設　計　特　記　仕　様（２）

　　  鉄筋コンクリート工事の施工に関しては記載なきは、JASS 5 2018 による。

 （c）調合および構造体コンクリート強度

ⅰ)高強度コンクリート

　　　　①標準養生した供試体による場合、調合強度を定めるための基準とする材齢において

　　　　　調合管理強度以上とする。

　　　　②標準養生した供試体による場合、構造体コンクリート強度を保証する材齢において

　　　　　設計基準強度に3N/mm2加えた値以上とする。

HFm = Fc + mSn (N/mm2)

H

　　　　　　mSn ：高強度コンクリートの構造体強度補正値で JASS 5 による。

HF ≧ H

F ≧ 0.85 H

HF : 高強度コンクリートの調合強度　(N/mm2)

H ：高強度コンクリートの圧縮強度の標準偏差　(N/mm2)　で、レディーミクストコンクリート

　　　　　　　　 コンクリート工場の実績による。実績が無い場合は、0.1(Fc + mSn)とする。

Fm + 1.73σ  (N/mm2)H

Fm + 3σ   (N/mm2)H

　　　　　 σ

　■　コンクリート打ち込み時の自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

　■　打継ぎ部は構造的に影響の少ない位置を選び打継ぎ処理を行い、打込み前に十分な水湿しを行う。

　□　調合強度は標準養生供試体の圧縮強度で表すものとし、下記の両式を満足するように定める。

　□　調合管理強度は、以下による。

　□　構造体コンクリート強度は、次の①または②を満足するもものとする。

　□　構造体コンクリート強度を保証する材齢は、特記による。特記のない場合は91日とする。

　□　調合強度を定めるための基準とする材齢は、特記による。特記のない場合は28日とする。

　■　コンクリートの練混ぜから打ち込み終了までの時間は、外気温が25℃以下の場合は120分以内とし、

　　　　25℃を超える場合は90分以内とする。

　■　打込み後の湿潤養生の期間は、セメントの種類および設計基準強度に応じて5日以上とする。

Fc ：コンクリートの設計基準強度　(N/mm2)

Fm : 高強度コンクリートの調合管理強度　(N/mm2)

　　　　　　H

　■　コンクリートはJIS A 5308（レディーミクストコンクリート）に適合するJIS認定工場の製品

　　　工事監理者の確認及び承認を得ること。

　　　　□標準　　□長期　　□超長期

　□ 構造体の計画供用期間の級は特記による。特記が無い場合は標準とする。

標準養生 (2)

試験材齢 (1)

X ≧ Fq91　日コ　　ア

X ≧ Fm28　日

判定基準供試体の養生方法

 適用は ■ 印を記入する。

 ⅱ）普通コンクリート

　　　　　　　       　　　表9.3　構造体コンクリートの圧縮強度の判定基準

　　ただし、X：1回の試験における3個の供試体の圧縮強度の平均値（N/mm2）

　　　　　　Fm：コンクリートの調合管理強度（N/mm2）

　　　　　　Fq：コンクリートの品質基準強度（N/mm2）

　[注]（1）早い材齢において試験を行い、合否判定基準を満たした場合は、合格とする。

　　　　　 箇所で、乾燥しないように養生して保管することができる。

　 ＊標準養生供試体の代わりにあらかじめ準備した現場水中養生供試体によることができる。

　 　その場合の判定基準は材齢28日までの平均気温は20℃以上の場合は、3個の供試体の圧縮強度

　 　の平均値が調合管理強度以上であり、平均気温が20℃未満の場合は、3個の供試体の圧縮強度

　 　の平均値から3N/mm2を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

　 ＊コア供試体の代わりにあらかじめ準備した現場封かん養生供試体によることができる。

　■　調合を定めるための基準とする材齢は、原則として28日とする。

　■　構造体コンクリート強度は表9.3を満足すれば合格とする。

　   から3N/mm2を減じた値が品質基準強度以上であれば合格とする。

　　　　Fm = Fq + mSn (N/mm2)

　　　　　Fm  : コンクリートの調合強度　(N/mm2)

          Fq  : コンクリートの品質基準強度　　(N/mm2)

　　　　  mSn ：標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度と構造体コンクリートの n 日に

　　　　　　　　おける圧縮強度の差による構造体強度補正値　(N/mm2)

　　　満足するように定める。調合強度を定める材齢 m 日は、原則として28日とする。

　　　　　　F：コンクリートの調合強度(N/mm2)

　　　　　　　　リート工場の実績による。実績のない場合は2.5N/mm2、または0.1Fmの大きい

　　　　　　　　方の値とする。

（d）検査

　　　の技術評価を受けた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測量器の表示部を一回の測定ごと

　　　　　F ≧ Fm + 1.73σ (N/mm2)

　　　　　F ≧0.85 Fm + 3σ(N/mm2)

　　　　　　σ：使用するコンクリートの圧縮の標準偏差(N/mm2)で、レディーミクストコンク

■　調合管理強度は、以下による。

　■　調合強度は標準養生した供試体の材齢 m 日における圧縮強度で表すものとし、下記の両式を

　■　フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で(一財)国土開発技術センター

　 　以上であり、かつ、現場封かん養生供試体の材齢28日を超え91日以内の3個の供試体の圧縮強度の平均値

　 　その場合の判定基準は材齢28日の圧縮強度試験の1回の試験の結果が、設計基準強度に0.7を乗じた値

　　　種類が異なるごとに1日1回以上とし、打込み当初及び1日の計画打込み量が150m3を超える場合は

　　　150m3以下にほぼ均等に分割した単位ごとに1回以上とする。

　　　１回の検査における測定試験は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

　　　高強度コンクリートでは、打込み日かつ300m3ごとに検査ロットを構成して行う。1検査ロット

　　　における試験回数は3回とする。検査は適当な間隔をあけた任意の3台のトラックアジテータ

　　　から採取した合計9個の供試体による試験結果を用いて行う。検査に用いる供試体の養生方法

　　　は標準養生とする。

　　　から1個ずつ採取した合計3個の供試体を用いる。

　　　高強度コンクリートでは打込み日、打込み工区かつ300m3ごとに行う。検査には適当な間隔を

　　　供試体の養生方法は標準養生または構造体温度養生とする。

　　　構造体コンクリートの圧縮強度の判定は、（C）調合および構造体コンクリート強度による。

　　　21㎝の場合±1.5㎝（呼び強度27以上で高性能AE減水剤を使用する場合は±2㎝）とする。

　　　高強度コンクリートの場合は、スランプが18㎝以下の場合±2.5㎝、21㎝以上の場合±2㎝とし、

　　　スランプフローの許容差は、目標スランプフローが50㎝以下の時は±7.5㎝、50㎝を超える時

　　　は±10㎝とする。

　■　スランプの許容差は普通コンクリートの場合、スランプが8㎝以上18㎝以下の場合±2.5㎝、

　■　使用するコンクリートの圧縮強度試験は、普通コンクリートでは標準養生を行った供試体を用い

　■　構造体コンクリートの圧縮強度の検査は普通コンクリートでは、打込み工区ごと、打込み日ごと、

　　　て材齢28日で行い、１回の試験は、打込み工区ごと、打込み日ごと、かつ150m3以下にほぼ均等に分割した

　　　かつ150m3以下にほぼ均等に分割した単位ごとに1回行う。1回の試験には適当な間隔をおいた3台の運搬車

　　　単位ごとに3個の供試体を用いて行う。3回の試験で1検査ロットを構成する。

　■　使用するコンクリートの圧縮強度の判定は、公共建築工事標準仕様書（平成31年） による。

　　　あけた任意の3台のトラックアジテータから採取した合計9個の供試体を用いる。検査に用いる

　　　（2）工事監理者の確認及び承認を得て、供試体成型後、翌日までは20±10℃の日光および風が直接当たらない

　　　に撮影した写真(カラー)を保管し、工事監理者の確認及び承認を得る。測定検査の回数は、コンクリートの

抜取り1検査ロット当たり

(　)箇所又は(　)％

抜取り1検査ロット当たり

(　)箇所又は(　)％

機械式継手

抜取り1検査ロット当たり

(　)箇所又は(　)％

抜取り1検査ロット当たり

(　)箇所又は(　)％

溶接継手

抜取り1検査ロット当たり

抜取り1検査ロット当たり

圧接継手

注)　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、

　　日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手

　　使用基準(建築物の構造関係技術基準解説書 2015)』によって検討した部材の条件・仕様によること。

□D(　　)以上□□□□告示1463号第4項各号□機械式継手

□D(　　)以上□□□告示1463号第3項各号□溶接継手

　標準図による

SA級B級A級

(2) (1)以外の部位(注)
(1)引張力最小部位

使用箇所鉄筋の径

継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋継手工法

（２）鉄　筋

 （a）施工

　　　格子は、JIS G 3551(溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを用いる。

　　　構造配筋標準図(1)～(3)」による。

　　　使用箇所を定め特記による。

　　　　　　　　                    　　表9.4　鉄筋の継手

　□　機械式鉄筋定着工法に用いる定着板には信頼できる機関による性能証明書等を取得した定着金物

　　　を用いる。

　（b）検査

　　継手部の検査方法

　　　　各継手工法ごとの検査は平12建告1463号による他、具体的な検査方法は、(公社)日本鉄筋

　　　継手協会の仕様書を参照のこと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表9.5　継手の検査

　■　鉄筋はJIS G 3112(鉄筋コンクリート用棒鋼)に適合するものを用いる。溶接金網および鉄筋

　■　高強度せん断補強筋は、技術評価を取得し、建築基準法第37条の材料認定を受けたものを用いる。

　■　鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手、機械式継手または溶接継手によることとし、鉄筋径と

■重ね継手

■圧接継手 ■告示1463号第2項各号 ■

■D( D16 )以下

■D( D19 )以上

　■　ガス圧接の施工は、強風時または降雨時には原則として作業を行わない。ただし、風除け

　■　圧接技量資格者は、(公社)日本鉄筋継手協会によって認証された技量適格性証明書を工事監理

( 30 )箇所又は(　)％

鉄筋継手工法

JIS Z 2241:2011による

JIJS Z 0003:2017による

目視又は計測

JIS Z 2241:2011による

JIJS Z 0005:2017による

目視又は計測

JIS Z 3120:2014による

JIS Z 3062:2014による

目視又は計測

試験方法検査数量

全般

全般

全般

□引張試験による検査

□超音波探傷検査

□外観検査

□引張試験による検査

□超音波探傷検査

検査の種類

　　　注)　1 抜取り1検査ロットは、同一作業班が同一日に作業した継手箇所で200箇所程度とする。

　■　鉄筋の加工寸法、形状、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリート

　■　機械式継手および圧接継手および溶接継手は(公社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様

　　　書」による他、所要の品質が得られるように工事計画および工事管理計画を定めて、工事監理者の確認及び

　　　承認を受ける。

　　　覆いなどの設備をした場合には、工事監理者の確認及び承認を得て作業を行うことが出来る。

　　　者に提出し、確認を受け、承認を受ける。

( 5 )箇所又は(　)％

（３）かぶり厚さ

構造部分の種別 最小かぶり厚さ(㎜)

土に接しない部分

スラブ、耐力壁以外の壁

柱、梁、耐力壁

屋　内

屋　外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

土に接する部分

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

　　　　　　　　　　　　　　　　表9.6　最小かぶり厚さ(単位：mm)

擁壁、耐圧スラブ

柱、梁、スラブ、壁

基礎、擁壁、耐圧スラブ

　　　D29以上を使用する場合は、主筋かぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

　■　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下表による。ただし、柱及び梁の主筋に

　■　柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた数値を標準とする。

　■　鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートには適用しない。

　　　　また、塩害を受けるおそれのある部分等耐久性上不利な箇所には適用しない。

　　　　（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

　　２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない仕上げ

　　３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨てコンクリートの厚さを含まない。

　　４．杭基礎の場合の基礎下端筋のかぶり厚さは、杭天端からとする。

煙突等高熱を受ける部分

種類

部位

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

コンクリートの

圧縮強度

リート

の材令

(日)

存置期間

の平均気温

セメント

の種類

100％85％

設計基準強度の
設計基準強度の50％

282815161085

28251210653

281786432

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

A種

シリカセメント

A種

早強ポルト

ランドセメント

梁下スラブ下スラブ下、梁下基礎、梁側、柱、壁

支　　柱せ　き　板

（4）型枠

　　　表9.7　型枠存置日数　　　　　昭和46年建設省告示第110号(昭和63年改正建設省告示第1655号）

※JASS 5では普通コンクリートの場合計画供用期間の級が標準にあっては5N/mm2以上、長期及び超長期の場合

　は10N/mm2、また高強度コンクリートの場合は10N/mm2以上。

注)３支柱の盛替えは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注)６直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く)の盛替えを行わないこと。

　■　型枠および支保工の存置期間は、昭63年建告第1655号に基づき下表による。

注)４盛替え後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注)５支柱の盛替えは、小梁が終わってからスラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って盛替えをしてはならない。

注)７支柱の盛替えは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある振動または衝撃を与えないよう

　   に行うこと。　

コンク

注)２大梁の支柱の盛替えは行わない。また、その他の梁の場合も原則として行わない。

注)１片持ち梁、庇、スパン9.0m以上の梁下は、工事監理者の確認及び承認による。

※　5N/mm2

■外観検査

■超音波探傷検査

□外観検査

□引張試験による検査

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

軽量 Fc=18N/mm2以上 36N/mm2以下

1. コンクリート 普通 Fc=18N/mm2以上 60N/mm2以下

SD490の鉄筋を使用する部位に軽量コンクリートを用いない。

SD490の鉄筋を使用する場合はFc=24N/mm2以上

SD390の鉄筋を使用する場合はFc=21N/mm2以上

規格番号 種類の記号規格名称

SD345, SD390

SD295A, SD295B

SD490

鉄筋コンクリート用棒鋼JIS G 3112

2. 鉄筋

異形鉄筋はD41以下とする。

3. 溶接金網 溶接金網および鉄筋格子は、JIS G 3551

(溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを使用する。   および鉄筋格子

　(～程度、～以下、＠、Pと表記しているものを除く)

6.図表中の寸法の値は最小値を示し、当該寸法以上を確保することを原則とする。

4.構造図に記載された事項は、本配筋標準図に優先して適用するものとする。

§1 一般事項

3.本配筋標準図は表1-1に示すコンクリートおよび鉄筋を使用する鉄筋工事に適用する。

　高強度せん断補強筋を使用する場合は、構造図(伏図、軸組図、部材リスト、詳細図等の  

  図面を示す)による。

表1-1 適用範囲

8.杭に関する事項は、構造図による。

5.本配筋標準図において、｢監理者に確認｣、｢監理者に承認｣と記載された内容は、監理者

　が設計者と協議し、設計者が承認した結果を示す。

2.本配筋標準図は、

　・｢公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)｣

　　(国土交通省大臣官房官庁営繕部監修)

　・｢鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説(2018版)｣

　　(日本建築学会)

　・｢建築工事標準仕様書・同解説JASS5鉄筋コンクリート工事(2018年版)｣

　　(日本建築学会)

　・｢鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(平成22年版)｣

　　(日本建築学会)

　を参考に作成している。

1.本配筋標準図(2020年版)は、(一社)日本建設業連合会と(一社)日本建築構造技術者協会

　が協働で作成した鉄筋コンクリート造の配筋標準図である。

折曲げ角度折曲げ形状

90°

180°

135°

90°

3d以上

4d以上

5d以上

5d以上

6d以上

D25以下

SD295A

D41以下

D19～D41

D16以下

SD345

D29～D41

SD295B

SD390

SD490

鉄筋の種類
鉄筋の径に 鉄筋の折曲げ

よる区分 内法直径(D)

図2-2-3 幅止め筋の形状

3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験

　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承認を得ること。

2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を

　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

§2 鉄筋加工共通事項

1.鉄筋の折曲げ加工は常温加工とする。

2-1 折曲げ形状・寸法

表2-1 折曲げ形状・寸法

 (フックの形状は180°フックとする)

(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合

1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

2-2 鉄筋のフック

(b)梁(基礎梁を除く)(a)柱

図2-2-1 フックが必要な重ね継手

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法

(4)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)

(3)あばら筋、帯筋(フック形状は2-3による)および幅止め筋(フック形状は図2-2-3による)

図2-3-1 あばら筋・帯筋の形状(末端部がフックの場合)

(注) 1.片持ちスラブ先端,壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは、135°フックを用い

　る場合には、余長は4d以上とする。

2.90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、表2-1の

　90°フックと同じとする。

1.あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状・寸法は、図3-3-4による。

　(フックの形状は180°フックとする)

(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部

図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋

　は折り曲げ開始点を示す。

この開始点位置は、以下の図面において共通とする。

(5)杭基礎のベース筋

単杭の場合は、監理者と協議すること。

(図中 ◎印)

180°フック

90°フック

135°フック

d
d

d

d

40d

壁壁

床

D

D

D

幅止め筋

a≧135ﾟ,180°a≧135ﾟ,180°

a

a

a

フック位置は原則

として交互にする

フック位置は原則

として交互にする

D=3d以上

余長

a

壁

柱

梁

梁

・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。

図2-3-6 副あばら筋・副帯筋の形状

図2-3-2 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)

図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状(溶接閉鎖形の場合)

図2-3-3 あばら筋・帯筋の溶接要領

図2-3-5 スラブ付梁のあばら筋(末端部がフックの場合)

あばら筋・副あばら筋の形状

図2-3-7 梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合の

・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。

・ビード形状は表3-1-3による。

・鉄筋末端部フックは、図2-3-1による。

・原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、使用可能とする。

　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。

5d(両面)

　　　　10d(片面)

10d(片面)

5d(両面)

10d(片面)

5d(両面)

10d(片面)

　　　　　5d(両面)

上下スラブ付

※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。

フックをつける

L形梁

ア矢視図

フレア溶接

柱 梁

・スラブと同時に打ち込むT形・L形梁のキャップタイ末端部は本図によってもよい。

ア ア

T形梁

フレア溶接

溶接位置は原則

として交互にする

溶接位置は原則

として交互にする 溶接位置は原則

として交互にする

柱 梁

(フック角度は180°,

 135°,90°の
 いずれとしてもよい)

フックをつける

(フック角度は180°,

 135°,90°の
 いずれとしてもよい)

・スラブ付梁のキャップタイに90°フックを使用する場合、フックの余長は8d以上とする。

・スラブが取り付く側のキャップタイ末端部は、90°フックとしてよい。

(1)柱 (2)大梁・小梁

4.2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

1.主筋相互のあきaは粗骨材最大寸法の1.25倍以上、隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍

　以上とする。

2-4 主筋のあき・2段筋の間隔

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。

図2-5-1 2段筋位置保持金物の配置例

図2-5-2 2段筋位置保持金物の形状例

表2-4 主筋のあきaの最小値および2段筋の間隔P2　(単位mm)

(1)柱 (2)梁

図2-4 柱梁主筋のあきと間隔

1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に

　合わせて適宜判断すること。 

(注)

2.粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。

5.2段筋の間隔P2の最大値については、監理者に確認すること。

3.粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、監理者に確認すること。

D41

D38

D35

D32

D29

D25

D19

D22

D16

36

25

46

28

43

21

33

40

62

48

18

44

53

33

57

32

38

32

108

100

93

84

77

66

58

53

50

(d)

呼び名
最外径

主筋のあき

aの最小値

2段筋の間隔

P2の最小値

a

D10 11 32 43

D13 14 32 46

当該床のコンクリート

梁下端近傍

柱中央近傍

梁天端近傍

カットオフ筋先端近傍

は、全域で@2,000程度とする。

打設前に取付ける

・大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋とする場合

2-5 2段筋位置保持金物の形状および配置

保持金物はスペーサー

または両側の2段筋に

緊結し、支持する

端部近傍

梁下端

2段筋位置保持金物

柱主筋

2段筋位置保持金物

梁上端

2段筋位置保持金物 

寄せ筋を示す

保持金物

・　印、 印は2段筋位置保持金物位置を示す。

7.本配筋標準図に　　　印を記した項目は、適用しない。

余長4d以上

余
長
6d
以
上

余
長

8d
以

上

余
長
4d
以
上

余
長

4d
以
上

余
長

余長

余
長

余
長

L
1
h
※

余
長

2d程度 溶接長さ 2d程度

d

2d程度

5d 溶接長さ

2d程度

溶接長さ

余
長

溶接長さ

L1
h
※

余
長

溶接長さ

P2

@2000程度 @2000程度Ho
/2

H
o/

2

Ho

最外径 最外径

あき

間隔 P2

a

P
2

a

P2 P2 P
2

P
2

a
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

床 床梁 梁

継手位置

SD295A

SD295B
45d 40d 35d 35d 30d 30d

SD345 50d 45d 40d 35d 35d 30d

SD390 50d 45d 40d 40d 35d

SD490 55d 50d 45d 40d

SD295A

SD295B
35d 30d 25d 25d 20d 20d

SD345 35d 30d 30d 25d 25d 20d

SD390 35d 35d 30d 30d 25d

40d 35d 35d 30d
SD490

<90°　　フック

 のみ>

継手位置

□

θ

あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。

L1h

定着起点折曲げ開始点

余
長

定着起点

定着起点折曲げ開始点

余
長

定着起点

30d 30d 25d35d

SD295A

SD295B

SD345

SD390

20d 10dかつ

150mm

<25d>

10d

SD295A

SD295B

SD345

SD390

L2

<25d>

―

20d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d

25d 25d 20d 20d

15d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d

L2

(ただし、柱せいの3/4以上)

8
d

8d

(ただし、梁幅の1/2以上)

余長6d

余長6d

余長6d 余長6d

余長12d

異形鉄筋

■

余長12d

5.径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

4.D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

3.耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。

　(表3-1-1の記載例：■採用、□不採用)

表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

§3 継手および定着

1.対象とする継手は重ね継手・ガス圧接継手・フレア溶接継手とし、その他(機械式継手・　

　突合せアーク溶接継手など)の仕様は構造図による。

3-1 継手

6.あき重ね継手は、原則としてスラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋に適用する。

　その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、0.2L1かつ

  150mm以下とする。(図3-1-3)

7.梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は監理者と協議

　すること。

8.ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。

9.径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。径の差は原則とし

　て、7㎜以下とする。

10.鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、鉄筋の径はD16までとする。

11.フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、使用する溶接材

　 料は、表3-1-4による。

12.隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)で

   D16以下の場合および壁筋の場合は除く。

13.杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。

上下重ね継手水平重ね継手

重ね継手長さ

L1：フックなし

L1h:フック付 の種類

Fc(N/mm2)

18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

直線重ね継手の長さ　L1

フック付重ね継手の長さ　L1h

180°フックの場合 ※

折曲げ開始点 折曲げ開始点

※フックを135°フック,90°フック

　とする場合のフック形状は

　表2-1による。

図3-1-1 梁主筋の重ね継手

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。(注)

2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。

2.柱梁主筋の異形鉄筋重ね継手長さは構造図による。

表3-1-1 直線重ね継手長さの指示

上記以外

指示覧 構造計算方法

表3-1-2による。

表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを使用

する場合は、50d)とする。

直線重ね継手長さ

d

1.1d以上

(1.2d以上)

d d

dd

d

d

溶接される鉄筋の種類

E4316,E4915,E4916等の低水素系溶接棒

表3-1-4 フレア溶接に用いる鉄筋と溶接材料の組み合わせ

被覆アーク溶接棒の種類

JIS　Z　3211

ソリッドワイヤの種類

JIS　Z　3312

E4915,E4916等の低水素系溶接棒

1.異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。

3-2 定着

　ただし、小梁・スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

圧接の場合

主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合

SD295A

SD295B

SD345

YGW11

YGW13

YGW12

YGW15

YGW16

YGW19

YGW18

3.梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

2.梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

5.大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さL2h

  を確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余

  長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則

  として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。

図3-1-2 隣り合う継手位置

表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状

ガス圧接

片面の場合

フレア

溶接

両面の場合

溶接のビード幅

鉄筋径d 最小値

圧接面

圧接面

1.4d以上
(1.5d以上)

圧接面形状

2d程度 10d以上 2d程度 2d程度 5d以上 2d程度

16

13

10

8

7

6

(ビード幅)

θ≦2°

d/4以下

圧接面

Δh=h1-h2≦d/5以下

圧接面

圧接面

( )内は、

SD490の場

合に適用

する

原則として

鉄筋は、

D16以下と

する

ふくらみの直径・長さ 片ふくらみ

圧接面のずれ 鉄筋中心の偏心量

折れ曲がり

4.柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の長さ

　L2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、余長を8d以上、

  仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さLa以上とする。

図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手

表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h

下端筋定着長さ

の種類
鉄筋 小梁

18～60

スラブ

直線定着長さ　L3

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

フック付定着長さ　L3h

2.「－」は適用範囲外を示す。

3. <　>は片持ち部材の場合を示す。

表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h

直線定着長さ　L2

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

フック付定着長さ　L2h

定着長さ

L2：直線定着

の種類

Fc(N/mm2)

18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

L2h：フック付定着

<90°フック

のみ>

90°フックの場合※

※フックを135°フック,180°フックとする

　場合のフック形状は表2-1による。

SD295A

SD295B
40d 35d 30d 30d 25d 25d

25d30d30d35d35d40dSD345

SD390 40d 40d 35d 35d 30d

40d 40d 35d45dSD490

SD295A

SD295B
30d 25d 20d 20d 15d 15d

15d20d20d25d25d30dSD345

SD390 30d 30d 20d25d 25d

SD490

(注) 1.La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ(基礎梁,片持ち梁及び片持ちスラブの上端

　　　筋を含む)

2.Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ

　　　(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)

3.軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

部位

Fc(N/mm2)

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La

小梁及びスラブの上端筋の

の種類

Fc(N/mm2)

18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

梁内折曲げ定着の投影長さ Lb

SD295A

SD295B

SD345

SD390

SD490

SD295A

SD295B

SD345

SD390

SD490

表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb

L3：直線定着

L3h：フック付定着

折曲げ定着長さ

(注)

(注)

重ね継手50d

重ね継手50d

1.溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、応力伝達用とする。

　溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

3-3 その他の継手および定着

2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。

3.帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着・継手要領は、図3-3-4による。

4.鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。

1.5巻

(a)応力伝達用 (b)ひび割れ幅制御用

図3-3-1 溶接金網の重ね継手

タイプA タイプB

図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面

図3-3-3 溶接金網の定着

2本以上

図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

(b)角形スパイラル筋

重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d

余長6d または135°折曲げ余長6d

1.5巻

(a)円形スパイラル筋

重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d

余長6d または135°折曲げ余長6d

構造計算を保有水平耐力計算

等で実施したため、建築

基準法施行令第73条の適用

を除外する。　

あきaを確保する

L1/2 L1/2

L1h

d
d

L1h/2 L1h/2

400

L1

L1/2程度

L1/2

L1

L

d
/5

以
下

h
2

h1

L1 0.
2 

L
1か

つ

0
～

1
m
m

L1h

L1h/2程度

L1h/2 L1hL1h

2mm以下

L3

d

L3h

d

8
d

L2

d

L2h

d

8
d

Lb

余
長

La

余
長

柱せい

梁幅

1.5Pかつ150 Pかつ100P P

1.5Pかつ150

50

L3 L1 P
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FL

梁(一般階) 梁(地下階)

基礎梁(基礎スラブ付の場合) 基礎梁(基礎スラブのつかない場合)

擁壁・ドライエリア 免震材料の上部・下部躯体

上部躯体

免震材料

下部躯体

(屋外) (屋内) (屋外) (屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

※5：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。

地階二重スラブ 土に接する構造スラブ・土間コンクリート

基礎スラブ

杭基礎 独立基礎

連続基礎・べた基礎

注)基礎下端筋のかぶり厚さは

　 杭天端からの寸法を示す

(屋外)

(屋内)

(屋外)

地業または断熱材

(屋外) (屋内)

(屋外)

(屋外)

(屋外)

(屋外)

(屋外)

(屋外)

(屋内)

(屋外)

(屋外)

(屋外)

(屋内)

a a

bdb

f

b c

d b a

cac

b

h

f

c

aa

c

b

d

b

d

a

c

c

i
k

i j

b b

k

i

d

d

f

d

d

f

f

d

f

f

c

c

f

e

d

d

e

f

c

f

f

d

d

k

c

dd

FL

基礎スラブ

土間コンクリート

※5

機械架台基礎

非耐力壁

(屋外)

(屋外)

(屋内)

(屋内)

(屋内)

(屋外)

(屋外) (屋外)

耐力壁

(屋外)

非耐力壁

c

一般階スラブ

(屋外) (屋内)

(屋外) (屋内)

・図中の　　　は、土が接する部分を示す。

図4-1 部位別設計かぶり厚さ

非耐力壁

4.耐久性上有効な仕上げがある場合、表4-1の※1の値を10mm減じてよい。

3.配筋は構造体寸法(打増しを除いた寸法)から所定の設計かぶり厚さを確保できる位置にて

　行う。

2.柱・梁かぶり厚さは表4-1を満足し、かつ主筋に対する最小かぶり厚さは、主筋径の1.5倍

　以上とする。D29以上の鉄筋を使用する場合は、最小かぶり厚さが表4-1より大きくなる部

　位があるため、注意すること。

§4 かぶり厚さ

1.鉄筋のかぶり厚さは表4-1による。

4-1 鉄筋のかぶり厚さ

8.軽量コンクリートを用いる場合は表4-1の※2の値に10mmを加えた値とする。

5.ひび割れ誘発目地・打継ぎ目地・化粧目地等がある場合は、目地底からのかぶり厚さを

　確保する。

　　耐久性有効な仕上げの例

　・タイル張り

　・モルタル塗り(10mm以上)

　・打増し(10mm以上)

6.柱・梁で打継ぎ目地を設ける場合は、構造体寸法に目地深さ分を打増しとする。この打

　増しは上記4.により、耐久性上有効な仕上げと考えることができる。

7.捨てコンクリートは、かぶり厚さに含まない。

※3　設計かぶり厚さ

　　 施工誤差の割増10mmを標準として見込むことによって、打設後最小かぶり厚さを下回

　　 る危険性を少なくするように、設計時点で配慮したかぶり厚さを示す。

※4　最小かぶり厚さ

　　 建築基準法施行令に規定されたかぶり厚さを基に、屋外側については耐久性の観点か

　　 ら10mm増したかぶり厚さを示す。

表4-1 鉄筋のかぶり厚さ

部　位
かぶり厚さ

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

(単位mm)

かぶり厚さ
分類記号

スラブ
屋外

非耐力壁

煙突内面

擁壁・基礎スラブ

柱・梁・壁・スラブ

連続基礎の立上り部分

基礎

柱・梁

耐力壁

屋内

屋外

屋内

屋外

屋内

基礎スラブ・擁壁

40

30

50

40

40

30

30

20

40

30

30

20

70 60

60 50

50 40

50 40

70 60

※2 ※2

※2 ※2

※2 ※2

※1 ※1

※1 ※1

※1 ※1 b

a

d

c

f

e

k

g

h

i

j

非耐力壁 機械架台基礎(屋外)

耐力壁 柱(一般階)

地下外壁 柱(地下階)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

(屋外) (屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

耐久性上有効な

仕上げなし

(屋外) (屋内)

(屋外) (屋内)

設計 最小

耐久性上有効な

仕上げあり

(断面)

(断面)

(断面)

※4※3

(屋外)

(屋外) (屋内)

(屋外) (屋内)

天井(ルーバー天井

など外気が侵入する

場合はbとする)

a

d

a b

b

b

d

c

c

a

c

または

5.断熱材打込み時の鉄筋サポートは断熱材用の製品(プレート付き)を使用するか、または鉄

　筋サポート下に樹脂バットを設置し、断熱材にめりこまないようにする。

4.スペーサー(ドーナツ形)は縦使いを原則とする。梁の側面の場合、スペーサーを設置する

　腹筋と近傍のあばら筋を動かぬよう緊結させる。

2.鉄筋サポート・スペーサーの種類は設計基準強度以上のコンクリート製または鋼製を使用

　する。柱・梁・基礎・基礎梁・壁・地下外壁の側面のスペーサーはプラスチック製でもよ

　い。

1.鉄筋サポート・スペーサーのサイズは設計かぶり厚さを満足するものを使用する。

4-2 鉄筋サポート・スペーサー・結束線

6.鋼製鉄筋サポートは在来型枠との接触面に防錆処理を施した製品を使用する。

7.結束線は内側に折り曲げることを原則とする。

柱・梁

(a)梁(片側スラブ付の場合)

Pは1500程度とする。

(b)梁(両側スラブ付の場合)

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

梁(片側スラブ付の場合) 梁(両側スラブ付の場合)

D≦1000　1辺に2個

c いずれとしてもよい。

鉄筋サポート

スペーサー

D＞1000　1辺に3個(ただし、Dが500毎に1個追加する)

3.鉄筋サポート・スペーサーの数量、配置は図4-2-1、図4-2-2、図4-2-3、図4-2-4による。

図4-2-1 柱・梁の鉄筋サポート・スペーサーの取付け要領

壁

図4-2-2 壁のスペーサーの取付け要領

b または

(c)柱

鉄筋サポート

または

第一横筋位置

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

かんざし筋
(梁主筋と同径程度)

スペーサー

Pは縦・横共1500程度とする。

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

壁前後のスペーサー位置は、縦方向・横方向のいずれかの間隔を200程度とすればよい。
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40
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0
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度
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P

P
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上
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

鉄筋サポ－ト 下
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

上端

下端鉄筋サポ－ト

連続基礎主筋

連続基礎配力筋

A

A 断面図

基礎主筋 基礎主筋

基礎主筋

(Ly-Lx/2)

※3

※3

※1

余
長

余
長

※2

(Ly-Lx/2)

※2

※2

※1

余
長

1段
筋

は
(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

(Ly-Lx/2)

※3

※3

※1

余
長

余
長

※2

梁
基礎スラブ

8dかつ150かつ

図5-4-4 幅の小さい梁への定着要領

(L2hが確保できない場合)

□ 上端鉄筋サポート 

■ 下端鉄筋サポート 

図4-2-3 基礎の鉄筋サポートの取付け要領

スラブ

上端筋側 下端筋側

(
ス

ラ
ブ

の
短

辺
方

向
の

内
法

長
さ

)

図4-2-4 スラブの鉄筋サポートの取付け要領

(3000x3000程度の場合)

基礎

(スラブの長辺方向の内法長さ)

(1)側柱交差部

3.隅柱交差部は、両方向の基礎主筋を連続して配置する。

2.中柱交差部における基礎主筋を連続する方向は構造図による。

§5 基礎

1.連続基礎の側柱交差部は、外周部の基礎主筋を連続して配置する。

5-1 独立基礎

・P1,P2は設計配筋間隔とする。

(3)隅柱交差部

図5-1 独立基礎

5-2 連続基礎

第1基礎主筋

P2/2以内

配力筋(通し)

配力筋(定着)

・ハッチ部は基礎梁、柱を示す。

基礎筋の上下の位置

関係は構造図による

はかま筋

基礎筋

5-3 杭基礎

基
礎

筋

図5-3-1 1本杭の場合

基礎主筋

配力筋

(定着)
基礎主筋

配力筋

(通し)

基礎主筋

配力筋(定着)

基礎主筋

第1基礎主筋

P1/2以内

は
か
ま

筋

はかま筋がない場合

基礎筋の上下の位置関係

は構造図による

はかま筋

通し筋または柱へL2定着

はかま筋がある場合

図5-2-1 連続基礎

はかま筋がない場合 はかま筋がある場合

受け筋D13以上

通し筋または柱・梁へL2定着

基礎主筋

配力筋

 はかま筋
はかま筋

配力筋

(2)中柱交差部

基礎主筋

図5-2-2 連続基礎(交差部)

Lx:短辺方向内法寸法

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、浮き上がりが生じる

　場合はＡ2とし、配置は構造図による。

5-4 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

Ly:長辺方向内法寸法

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

2.基礎スラブの第1鉄筋は基礎梁のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

はかま筋

図5-3-2 2本杭以上の場合

基礎筋

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を     

    B/2以上確保する。

基礎筋の上下の位置

関係は構造図による

基
礎

筋
は

か
ま

筋

基礎筋末端部のフック角度は

90°以上とする

Lx:短辺方向内法寸法

Ly:長辺方向内法寸法

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ2)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

図5-4-1 べた基礎の耐圧スラブなどの場合(タイプＡ1・タイプＡ2)

(c)継手位置

※2 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

図5-4-2 その他の基礎スラブの場合(タイプＢ1)

Lx:短辺方向内法寸法

Ly:長辺方向内法寸法

(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)のいずれとしてもよい。

   ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)を

    B/2以上確保する。

・基礎スラブの配筋が左右で同じ場合、通し配筋としてよい。

図5-4-3 基礎スラブが梁下で連続する場合の定着
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図6-2-3 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＢ1)

基礎大梁

(b)継手位置

終端(外端)

(a)定着およびカットオフ筋長さ
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6-3 基礎梁と基礎の取合い部補強要領

基礎梁あばら筋

と同径・同間隔

0＜D≦200 200＜D≦1000

図6-3 取合い部補強要領

D16-@200 D16-@200

D16-@200

1.基礎梁と基礎の取合い部補強要領は構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-3に

　よる。

2.取合い部補強の幅は、基礎梁と同じとする。

D16-@200

基礎梁あばら筋

終端(端部) 終端(端部)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

基礎大梁 基礎大梁

(b)継手位置

図6-2-4 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＢ2)

梁 基礎小梁

図6-2-5 幅の小さい梁への定着要領

L
2

(Lbが確保できない場合)

と同径・同間隔

あばら筋を通す

(1)基礎大梁幅が柱幅より大きい柱脚の場合 (2)基礎大梁幅が柱幅より小さい柱脚の場合 

柱

基礎梁

柱

基礎梁

6-4 基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

　基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領は構造図による。

　構造図に記載のない場合は、図6-4による。

L
2

余
長

余
長

終端(端部) 終端(端部)

図6-4 基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

L2

§6 基礎梁

6-1 基礎大梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

1.採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、Ｃ1、浮き上がりが生

　じる場合はＢ2、Ｃ2とし、配置は構造図による。

図6-1-1 べた基礎・連続基礎の場合(タイプＡ1)

(c)継手位置

図6-1-2 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＢ1・タイプＢ2)

(b)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＡ1)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

2.柱を介して連続する基礎梁の主筋本数が異なる場合は、通し筋以外の基礎梁主筋を柱内に

　定着する。または柱コンクリート面より定着長さをとって反対側の梁内に定着する。

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ1)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＢ2)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

3.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図6-1-1、図6-1-2、

　図6-1-3による。

終端(外端)

1.採用するタイプは、基礎小梁が連続する場合はＡ1、Ｂ1、連続しない場合はＡ2、Ｂ2と

　し、配置は構造図による。

6-2 基礎小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

連続端(内端)

図6-2-1 基礎小梁が連続梁の場合(タイプＡ1)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

連続端(内端)連続端(内端)

終端(外端) 連続端(内端)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

連続端(内端)

2段筋

2段筋

(b)継手位置

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

(c)継手位置

(a)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ1)

図6-1-3 杭基礎・独立基礎の場合(タイプＣ1・タイプＣ2)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

下図へ続く

上図へ続く

2段筋

(b)定着およびカットオフ筋長さ(タイプＣ2)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

図6-2-2 基礎小梁が単独梁の場合(タイプＡ2)

終端(端部)終端(端部)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置

継手の好ましい位置
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ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋
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継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)
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柱頭カットオフ筋

(柱頭のみに必要な鉄筋)

基準とする

最も高い梁下端を

図7-1-1 柱主筋の定着およびカットオフ筋長さ

基準とする

最も高い梁下端を

接地階梁天端

(中間階)

DはDx、Dyの大きい方の寸法

図7-1-2 継手位置

仕口部

図7-2-1 柱の仕口部の範囲

図7-2-2 柱仕口部範囲の有無

平面

ア イ矢視図 矢視図

ア

イ

柱

平面

柱

柱 柱 柱

直交梁なし

最も低い梁天端を基準とする

最も低い梁天端を

基準とする

柱脚カットオフ筋

(柱脚のみに必要な鉄筋)

基準階梁天端

4.柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。

3.柱の仕口部帯筋の範囲は、図7-2-3による。

2.直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、

　仕口部帯筋配筋は適用しない。(図7-2-2)

1.柱の仕口部の範囲は構造図による。構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁

　せいが重なる範囲を仕口部とする。(図7-2-1)

7-2 柱の仕口部(柱・梁接合部)

(2)柱脚カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も高い梁天端からHo/2+15d以上とする。

(1)柱頭カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も低い梁下端からHo/2+15d以上とする。

4.カットオフ筋長さは以下による。

(2)柱脚主筋の定着：柱に取り付く最も低い梁天端からL2以上かつ最も低い梁下端から15d

　以上とする。

(1)柱頭主筋の定着：柱に取り付く最も高い梁下端からL2以上かつ最も高い梁天端から15d

　以上とする。

3.柱主筋の定着は以下による。

2.Hoは柱の最大内法高さとする。

1.継手はガス圧接、重ね継手を示し、それ以外の継手の仕様は構造図による。

7-1 柱の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

§7 柱

有 有 無
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柱
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主
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梁

梁

梁 梁
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・柱の第1帯筋は、最も低い梁主筋直上とする。

④

①

②

③

②① ③ ③② ④

図7-2-3 仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置

・第1帯筋は、上(下)階の柱の帯筋と同様とする。

第1帯筋

(梁主筋直上)

第1帯筋

(梁下端)

仕口部帯筋

上階柱の帯筋

下階柱の帯筋

図7-3-1 最上階の柱の場合(中間階で上に柱のない場合)
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基礎梁天端 基礎梁天端

・梁内の柱帯筋の有無、仕様は構造図による。
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原
則

と
し

て

梁天端

柱頭部は180°フック

折曲げ開始点

(1)四隅の主筋

2.柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合(図7-4-1)の梁上第1帯筋は、上階柱帯筋と同径の

　帯筋を2組重ねる。

1.柱主筋の折曲げ位置は、梁の主筋間隔内でとる。(図7-4-1)

7-4 柱主筋の折曲げ位置および帯筋

(2)四隅以外の鉄筋

2.柱脚部の定着は図7-3-2、図7-3-3による。

1.柱部の定着は図7-3-1による。

(1)べた基礎・連続基礎 (2)独立基礎

図7-3-2 最下階の柱の場合

(1)柱主筋を基礎筋上に自立させる場合 (2)柱主筋の支持方法を別途考慮する場合

図7-3-3 最下階の柱主筋の定着と支持方法

・柱の主筋で垂直に定着長さが確保できない

 場合には、左図による。
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て

四隅以外は、原則

直線定着とする

四隅は

180°フックを設ける。

第1帯筋

(2組重ね)

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

図7-4-1 柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合

図7-4-2 柱主筋を通し筋としない場合

梁
上

端
筋

(柱のしぼり寸法が150㎜以下の場合)

L
2
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つ
梁

下
原則として柱主筋と

梁主筋の中心線の

交点を折曲げ起点とする。

7-3 定着

(柱のしぼり勾配 e/D≦1/6の場合)

§8 大梁

図8-2-1 最上階の場合(上に柱のない場合)

1.梁主筋の柱への定着は原則として折曲げ定着とし、定着要領は構造図による。

構造図に記載のない場合は、図8-2-1、図8-2-2による。

2.下端筋の定着は、曲上げを原則とする。

曲上げ筋がおさまらず、曲下げとする場合(図中の破線)は、監理者と協議すること。

図8-1 大梁のカットオフ筋長さおよび継手位置

・中央部で両側カットオフ筋が重なる場合は通し筋としてもよい。

(a)カットオフ筋長さ(端部カットオフ筋)

(b)カットオフ筋長さ(中央下端カットオフ筋)
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8-2 梁主筋の柱への定着

1.カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、図8-1による。

2.大梁継手位置は、図8-1による。

余
長

8
d

(c)継手位置

吊上げ筋

(図8-2-3)

余
長

8
d

2段筋

梁のコーナー主筋は

折曲げ通し筋とする

(図8-2-4)

8-1 大梁カットオフ筋長さおよび継手位置

余
長

8d

L2

余
長

8d

L2

2段筋

 L2

余
長

8d

余
長

8
d

L2

第1あばら筋

2段筋

下側主筋

上側主筋

柱内拘束筋

折曲げ開始点

四隅部フック

図8-2-5 最上階柱頭補強(上に柱のない場合)

(1)e/D≦1/6の場合

(1)e/D≦1/6の場合

L
2

梁

柱

L
2

梁

柱

L2
梁の主筋折曲げ位置は、

柱の主筋間隔内でとる

柱

梁

は、通し筋としない場合の

(2)e/D＞1/6の場合

柱

梁

L2

(2)e/D＞1/6の場合

L2 L2

L2

中間階 最上階(上に柱のない場合)

梁

L2

梁

図8-3-1 鉛直方向にずれのある場合

折曲げ定着を示す。

は、通し筋としない場合の

折曲げ定着を示す。

Laかつ3D/4
Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

8-3 梁主筋が真直ぐ通らない場合のおさまり

・あばら筋と同径@200以下に設け、交差部は上側となる梁主筋に設ける。

・吊上げ筋は、折り曲げた主筋のすべてにかける。

吊上げ筋

折り曲げる(コーナー主筋)

真直ぐ伸ばす

図8-2-3　吊上げ筋の形状

図8-2-4 ハンチ部配筋

柱内拘束筋

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

柱 柱

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

梁主筋は原則として通し筋とするが、鉄筋のあき寸法が確保できる場合は折曲げ定着とし

てもよい。直線定着とする場合は、監理者と協議すること。

・吊上げ筋はあばら筋とは別途設け、吊上げ筋の仕様は構造図による。

吊上げ筋 吊上げ筋

吊上げ筋

吊上げ筋

図8-3-2 水平方向にずれのある場合
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継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

基礎梁端部・中央部配筋区分

端部：柱面より Lo/4の範囲

中央：梁中央Lo/2の範囲

接地階

L
2

L2

L2

地反力を受ける基礎梁は図6-1-1による。

柱脚部主筋

(2段筋の場合、下段筋は

梁端部・中央部配筋区分

柱主筋ガス圧接継手

L
2

一般層の梁端部と同様と

する)

柱主筋重ね継手の場合

中間階

L2

吊上げ筋

腹筋は、梁せい≧600の場合に入れる

腹　筋

中央：梁中央Lo/2の範囲

端部：柱面よりLo/4の範囲

最上階

仕口部の配筋は構造図による

帯筋は原則として@100以下とする

帯筋間隔

柱頭カットオフ筋

L
2

スラブ勾配のある場合は

梁の上端を打増しとする

主筋折曲げ部帯筋は柱帯筋と

同径のものを2組重ね配筋する

最上階の柱四隅部主筋端にはフックをつける

主筋本数の異なる場合は

原則として柱内へ定着する

L2(2段筋) 15d Lo/4

腹筋の継手は150mm以上とする

上階柱柱段差面の

隅部以外の主筋は

下階柱に定着する

3/4

3/4

3/4

3/4

3/4

柱せいの

Laかつ

3/4

3/4

梁せいの

柱
せ

い
の

大
き

い
方

柱せいの

Laかつ

柱せいの

Laかつ

柱せいの

Laかつ

柱せいの

Laかつ

柱せいの

Laかつ

柱せいの

Laかつ ※柱主筋の基礎梁への定着長さは、L2hかつ原則として

　基礎下端筋の直上までとする。

※8dかつ

　150

第1帯筋は梁主筋直上
より割り付ける

8-4 柱梁配筋概要図

梁下端筋ガス圧接継手

第1帯筋は梁下端より割り付ける

L2

※ 柱主筋の重ね継手

　 寸法は構造図による。

図8-4 柱梁配筋概要図

下端筋継手位置 下端筋継手位置

上端筋継手位置

構造図による

1.本図は§6～8に示す規定をラ-メン形に集約したものである。

2.最上階大梁は中央カットオフ筋、中間階大梁は端部カットオフ筋、基礎梁は端部カットオフ筋(タイプC)の配筋を示す。

3.柱梁接合部に機械式定着工法を適用する場合、各機械式定着工法に定める規定を満足すること。

15d

第1あばら筋は柱面より割り付ける

梁筋の定着は、投影長さが

柱せいの3/4を確保するよう

に折り曲げ定着する

下端筋は、原則として曲げ

上げる

梁上端筋ガス圧接継手

※段差梁の接続部では、段差寸法によっては

  高い方の梁上端からの寸法とした方がよい

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

(a)定着およびカットオフ筋長さ

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)

図9-1-1 小梁(連続小梁)

(b)継手位置

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

(a)定着およびカットオフ筋長さ

図9-1-2 小梁(単独小梁)

(b)継手位置

大梁

立面

大梁

小梁

平面

図9-2-1 小梁と大梁の取合い

9-1 小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

§9 小梁・片持ち梁

9-2 小梁と大梁の取合い

1.小梁主筋の定着で垂直に余長が確保できない場合は、上端筋は斜め定着、下端筋は斜め

　定着あるいは水平定着としてもよい。

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

終端(外端) 連続端(内端)

第1あばら筋
第1あばら筋

L2

第1あばら筋 第1あばら筋

連続端(内端) 連続端(内端)

終端(端部)終端(端部)

第1あばら筋
第1あばら筋

L
2

下図へ続く

上図へ続く

2段筋 2段筋

2段筋 2段筋

2段筋 2段筋

終端(端部) 終端(端部)

(a)定着およびカットオフ筋長さ

図9-3 片持ち梁

(b)継手位置

L2

(2)片持ち大梁(最上階)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

Laかつ3B/4

梁

小梁

8dかつ150かつ

下端筋はL3直線定着または

L3hフック付定着とする。

図9-2-2 幅の小さい梁への定着要領

L2

L2

9-3 片持ち大梁・片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

(1)片持ち大梁(中間階)

Laかつ3D/4

(Lbが確保できない場合)

柱

梁

片持ち大梁

片持ち小梁

(3)片持ち小梁

L2

片持ち大梁

柱
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

先端小梁あばら筋と

片持ち梁

形筋形状 平面

図9-4-1 片持ち梁と先端小梁のおさまり

同径・同間隔の  形筋

先端小梁 片持ち梁

平面(上端筋)
形筋形状

片持ち梁

平面(下端筋)

図9-4-2 片持ち梁と先端小梁の出隅のおさまり

同径・同間隔の  形筋

先端小梁あばら筋と

8dかつ150かつB/2

9-4 片持ち梁・先端小梁のおさまり

柱

柱

柱

・スラブの配筋が梁左右で同じ場合は通し筋としてもよい。

L
2

図10-1-1 定着

(a)カットオフ筋長さ

C L

10-1 定着

§10 スラブ

10-2 カットオフ筋長さおよび継手位置

(1)上端筋の継手 (2)下端筋の継手

1.スラブ筋の定着は、図10-1-1による。

(b)継手位置

図10-2 カットオフ筋長さおよび継手位置

梁

スラブ

8dかつ150かつ

図10-1-2 幅の小さい梁への定着要領

(Lbが確保できない場合)

3.片持ちスラブは、10-4による。

2.幅の小さい梁へ定着は、図10-1-2による。

D13以上かつ

受け筋

スラブ筋の最大径

下端筋 上端筋

CL

Lx=短辺内法長さ

Ly=長辺内法長さ

長
辺
方

向
?
断

面
図

短辺方向?断面図

A

B

柱列帯 柱間帯 柱列帯

柱
間

帯
柱

列
帯

柱
列

帯

B

A

C L

長
辺

方
向

短
辺

方
向

長
辺

方
向

短
辺

方
向

(1)h＞50㎜かつスラブ下端筋が (2)スラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合梁主筋の上を通る場合

図10-3-1 スラブが梁側面に付く場合

(2)h＞50㎜かつスラブ下端筋が

(3)h＜t+70㎜かつスラブ下端筋が

梁主筋の上を通る場合

(4)h＜3t1かつt2＞t1

L2

L2

b≧t

L2

D13かつスラブ筋以上

D13かつスラブ上端筋と

同径・同間隔以上を  形配筋

b≧tかつ250㎜

・(1)～(3)は壁がない場合を、(4)は壁がある場合を示す。

図10-3-2 片側スラブが梁より上がる場合

・上記以外の場合は構造図による。

(1)h≧0かつスラブ筋下端筋が梁主筋の下を通る場合

(2)h＜t+70㎜かつスラブ下端筋が梁主筋の上を通る場合

D13かつ
スラブ上端筋と
同径・同間隔以上

D13かつ
スラブ上端筋と
同径・同間隔以上

L2

D13かつ
スラブ上端筋以上

・h≧t+70㎜の配筋要領は構造図による。

図10-3-3 梁の両側のスラブが上がる場合

D13かつ
スラブ筋以上

D13かつ
スラブ上端筋以上

※

10-3 高低差のある場合のスラブ筋のおさまり

(1)0≦h≦50㎜かつスラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合

図10-3-4 スラブ中間部に高低差のある場合

(1)段差が小さい場合 (2)段差がスラブ厚程度の場合

D13以上

梁主筋の下を通る場合

・上記以外の場合は構造図による。

D13かつスラブ筋以上

D13かつスラブ筋以上

(H≦t/2) (t/2＜H≦2t)

L2

D13以上
□形配筋は

構造図による

通し筋とする

L2

L2

図10-4-1 片持ちスラブの梁への定着

直線定着の場合は25d

直線定着の場合は25d

25d

B

L2

25d

L3

B

L3

L2

B
B

L3 L3

LbかつB/2

L3

余
長

8d

Lx

Lx/4 Lx/4

L
x/

4
L
x/

4

L2かつB/2

L2かつB/2

L2

L3

梁幅 B

B/2

Lx/4

L
x/

4

Lx
/
4+

15
d

1
00

以
下

t

L
x/

4

L
x/

4+
15

d

1
0
0
以

下

Lx/4+15d Lx/4+15d

100以下100以下

t

L
y

Lx

L
x/

4

15
d

L
x/

41
5d

Lx/2

Ly
-L

x/
2

Lx/4

15d

Lx/4

15d

Lx

Lx/4 Lx/4

L
x/

4
L
x/

4

B

t

LbかつB/2

B

h

LbかつB/2 LbかつB/2

8dかつB/2

t

h

b

t2

t1h
L2

h

t

L3

8
d

L
2

b

t
70

未
満

L3

h
L
2

h

t

70
未

満

L
2

h

70
未

満

L
2

L
3

L3

t
H≦

t
/2

6H

B

L3

8dかつt2/2

h

L
3

余
長

8
d

余
長

8d

t

H≦
2t

L2h

L2h

L3 L3

100以下

100以下

25
d

La

8dかつB/2

10d

L2

8
d

8d
8
d

B
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継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

※スラブ上端筋の水平投影長さがLbかつB/2以上

　確保できない場合は(2)による。

　片持ちスラブの梁への定着は、以下の通りの配筋とする。

  ただし、以下の配筋とする場合、連続スラブの配筋に留意すること。

10-4 片持ちスラブ

(a)隣接スラブと同一レベルの場合

(b)梁の中間にスラブが付く場合

(c)逆スラブの場合

Lx/4

8
d

La
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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 同間隔とし、スラブ上端筋と下端筋の間に入れる。
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・かぶり不足となる場合は(2)直交補強筋タイプとする。
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(2)直交補強筋タイプ(出隅部の配力筋と出隅受け部の主筋の両方を補強する)

出隅部の配力筋の補強配筋 出隅受け部の主筋の補強配筋

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

(1)斜め補強筋タイプ (2)直交補強筋タイプ

上端筋間隔が@100以下

となるように5-D13に

より補強する

基準階スラブ 屋根スラブ

図10-5-1 片持ちスラブ出隅部補強要領

図10-5-5 屋根スラブ入隅部補強要領

図10-5-4 屋根スラブ出隅部補強要領

図10-5-2 片持ちスラブ入隅部補強要領 図10-5-3 片持ちスラブ入隅部補強要領

2.屋根スラブの出隅部および入隅部は構造図による。構造図の記載のない場合は図10-5-4、図10-5-5による。

1.片持ちスラブの出隅および入隅部補強筋は構造図による。構造図に記載のない場合は図10-5-1、図10-5-2、図10-5-3による。

10-5 補強筋

?1≧?2とする 1.?1≧?2とする

2.出隅受け部配筋は柱

  または梁にL1定着する

図11-1-2 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法

図11-1-3 柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法

・A部は図11-1-5による。

図11-1-4 梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法

11-1 壁と柱・梁とのおさまり

3.壁の第1横筋と縦筋は、柱面・梁面から100mm以下かつ柱主筋・梁主筋から設計間隔以内に

　配置する。

2.壁筋の柱・梁内の定着方法は、図11-1-2、図11-1-3、図11-1-4による。

1.壁筋の継手は、壁内とし、柱・梁内に設けない。

§11壁

(1)柱に定着する場合 (2)梁へ定着する場合

(1)柱に定着する場合 (2)通し筋とする場合

(1)梁に定着する場合 (2)通し筋とする場合

図11-1-1 定着と継手

・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。

・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

・図中のP1,P2は、壁筋の間隔を示す。

図11-1-5 A部鉄筋折曲げ形状と寸法

(1)シングル配筋の場合

横筋間隔が同じ場合 横筋間隔が異なる場合

(2)ダブル配筋の場合

横筋間隔が同じ場合

(3)壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

図11-2-1 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

図11-2-2 壁とスラブの接合部おさまり

横筋間隔が異なる場合

11-2 壁と壁・スラブとのおさまり

2.横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

1.縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

・壁筋が帯筋・あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を8dかつ150以上、帯筋・　

 あばら筋内に定着する。 

1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径・同間隔とする。

2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。

(1)先端90°フックとする場合 (2)先端を斜めに折り曲げる場合

コ形補強筋が内側の場合コ形補強筋が外側の場合 壁筋にフックを設けた場合

(1)壁脚部

(2)壁頂部

(注)

3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250㎜以下の場合、開口部小口補強は省略する

　ことができる。

11-3 壁端部・開口部小口補強

図11-3 壁端部・開口部小口補強
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

上スラブ※

基礎スラブ

上スラブ※

基礎スラブ

A部は図11-1-5とする。

屋外

屋内

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)
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※上スラブがない場合、または上スラブが置きスラブの場合の、地下外壁定着要領は構造図による。
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図11-4-5 継手位置

縦筋

屋内 屋外

図11-4-4 地下外壁と基礎梁の接合部おさまり

縦筋

屋内 屋外

図11-4-3 壁上部のおさまり

図11-4-1 柱とのおさまり

図11-4-2 梁とのおさまり

4.土に接する側の縦筋・横筋は原則として柱・梁主筋の外側を通す。

11-4 地下外壁

3.e1は壁外面と柱外面のずれ、e2は壁外面と梁外面のずれを示し、e1,e2寸法は構造図に

  よる。

2.地下外壁の壁筋の継手は、地下外壁内とし、柱・梁に設けない。(図11-4-5)

1.地下外壁壁筋の定着は、図11-4-1、図11-4-2、図11-4-3、図11-4-4による。

e1,e2が70㎜以上の打増し部補強は、表13-1、表13-2-1及び表13-2-2による。

図12-1-1 スラブ開口補強

図12-1-2 非耐力壁の内壁開口補強

3.スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、

　または50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部か

　ら設計かぶりを確保すること。

7.壁開口の最大径が両方向の配筋間隔以下の場合、鉄筋を1/6以下の勾配で曲げること、ま 

  たは50mm以下でずらすことにより補強筋を省略することができる。ただし、開口部から

  設計かぶりを確保すること。

6.壁開口、スラブ開口が柱または梁に接する場合、接する柱・梁の部分には補強筋を省略で

　きる。(図12-1-4,図12-1-5)

5.耐力壁、非耐力壁の外壁および開口が連続する壁の場合の開口補強は構造図による。

4.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対する非耐力壁の内壁の壁開口補強は、図12-1-2に

　よる。

2.開口が連続するスラブの場合および片持ちスラブに開口を設ける場合の補強は構造図に

　よる。

1.一辺の最大寸法が700㎜以下の開口に対するスラブ補強は、図12-1-1による。

§12 開口補強

12-1 スラブおよび非耐力壁

図12-1-3 単独円形小開口の配筋要領

(開口の大きさが、床壁の配筋間隔以下の場合)

・開口寸法がスラブの配筋間隔以下の小開口の補強は、図12-1-3による。

・開口寸法が壁の配筋間隔以下の小開口の補強は、図12-1-3による。

図12-1-4 スラブ開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領

図12-1-5 壁開口部が柱または梁に接する場合の配筋要領
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

§1.工法概容 §5.施工管理

本地業は、ウルトラコラム工法による、地盤改良地業であり、スラリー状の コア採取率は、全長に対して砂質土系で95％以上、粘性土系で90％

セメント系固化材を地中に注入しながら、ウルトラコラム専用共回り防止翼 以上とし、1ｍ当りのコア採取率は、砂質土系で、90％以上、粘性土

(十字型)を装着した攪拌装置を用いて、原地盤を機械的に混合攪拌し、 系で85％以上とする。 (塩ビ管などを代用する場合もある)

固化材の化学反応により所要の強度を持つ改良体を築造する工法である。

＜4＞合否の判定

§2.特記事項 ①設計対象層についての抜取ヶ所をNとする。１箇所あたり3個の供試体

本工事工法は、攪拌能力・攪拌径・品質(変動係数)に対して「建築技術

②一軸圧縮試験は第三者で行うものとする。

＜1＞調査ヶ所（検査対象層に対して） ③検査手法Aによる品質検査

①検査対象層群は、概ねコラム300本を1単位とし、層厚50cm以上の 合否の判定は設計対象層におけるNヶ所（抜取ヶ所数）の一軸圧縮

§3.一般事項    土層毎に検査対象層を決める。

＜1＞施工業者 ②検査対象層は（ ）であり設計対象層を（

本工事の施工業者は、地盤改良工法の施工技術及び計測装置の取扱い     ）とする。 XN：　　Nヶ所の一軸圧縮強度の平均値

に精通したもので、ウルトラコラム工法協会に所属する指定施工会社とする。 ③検査手法は強度のバラツキを想定する場合は検査手法Aによる。 XL：　　合格判定値

④調査ヶ所数（検査対象群に対して） Fc：　　設計基準強度

＜2＞設計変更
検査手法A

頭部コア試験 箇所 Ka：　　合格判定係数

コラム径、掘削深度（改良長+空堀長）、本数配置等は、設計図書による。 全長コア試験 箇所 σｄ：　　標準偏差

ただし、コラムの径・長さ・本数・位置及びセメントスラリーの配合等につ ※頭部コアは、１箇所当り３個のコア採取を標準とする。 Vd：　　変動係数、品質確認書より想定する。　

いて土質や地盤状況により変更した方が適切と判断される場合は、監督員 ※全長コアは、１ｍ当り3個のコアを採取を標準とする。 （合格判定係数）

の承認の上に変更することができる。 1 2 3 4～6 7～8 ９～

＜2＞採取位置 1.9 1.7 1.6 1.5 1.4 1.3

§4.コラム仕様

＜1＞設計基準強度 頭部コア 全長コア ＜5＞未固化改良体の比低抗測定

施工直後の改良体の攪拌混合状況を把握するために、比低抗の深度

方向の分布を測定する。
＜2＞固化材 検査数量は、１検査対象層群毎に１箇所以上かつ、50コラム毎に
固化材の配合は、原則として、改良部分の検査対象土を採取し、３種類

以上の添加量にて室内配合試験を行い試験結果と配合強度を基に添加量

を決定する。 比低抗測定 箇所

＜3＞配合強度

配合強度Xfは、設計基準強度Fcと変動係数・採取ヶ所数により割増係数

αｔを用いて、次式による。　　Xf＝αｔ×Fc

割増係数αｔは、合格率80％とした下表による。

採取ヶ所数　N 1 2 3 4～6 7～8 ９～

25% 2.163 1.918 1.815 1.719 1.651 1.594

30% 2.597 2.095 1.961 1.869 1.792

35% 2.649 2.448 2.265 2.037

＜4＞室内配合強度

Xl=Xf/αｆｔ （αｆｔ＝0.7）

＜5＞固化材液の配合

水/固化材比 ％

コラムの設計基準強度はFc＝ kN／㎡とする。

変動係数Vc

2.140

2.240

3.160

kg/m 3固化材添加量

70

※施工手順書に沿って次の仕様で行う。

①　固化材スラリーの吐出量

②　ロッドの鉛直性

③　オーガー回転数

④　掘進深度・速度及び引上げ深度・速度

⑤　トルク値またはオーガー電流値

※使用する固化材は、六価クロム等の土壌環境基準に適合することを確認する。

D/2

D D

D/2

G L G L

１
ｍ
毎

に
3
個

の
コ

ア
採

取

＜3＞ボーリングコア採取率　(連続性の確認）

　　を採取し、強度をその箇所の強度とする。

XN　≧　XL ＝ Fc+Ka・σｄ＝Fc + Ka｛Fc・Vd/（1-1.3Vd）｝

抜き取りヶ所数　N

合格判定係数　Ka

1箇所以上とする。

ウルトラコラム工法　特記仕様書

性能認証委員会」にて証明された技術審査証明取得工法とする。

また、事前にその証明書を管理者に提出し、認証を得ることとする。

1

1

試験結果が、下式を満足する場合を合格と判定とする。

室内配合強度Xlは,配合強度Xfを現場/室内強度比αｆｔで除して、次式による。

300

§7.問い合わせ先　　愛知ベース工業株式会社　（連絡先：052-485-8381）
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砂質土 砂質土
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紀 北 町 役 場

NO SCALE

排水機場　柱状地盤改良特記仕様

構　造　設　計　者

シグマ構造システム有限会社
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特記なき限り下記による

１．梁天端＝スラブ天端とする。

２．スラブ天端は屋根勾配合わせとする。

４． ：打増しコンクリートを示す。
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コ ラム伏図

コラム数

記 号

設計コラム長

コラム天端

改良コラム径 φ1,000mm

設計GL-0.85m 設計GL-0.85m
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φ600mm
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３． ：スラブ主筋方向を示す。

３． ：スラブ主筋方向を示す。

E L + 4 . 1 0 （見下げ）

特記なき限り下記による

数値

１．梁天端=EL+3.90

２．スラブ天端=EL+4.10

：水平スリットを示す。
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５． ：鉛直スリットを示す。

４． ：スラブ主筋方向を示す。

３． ：スラブ天端レベルを示す。

DW50に折下げ
L2定着

DW50開口際に
スラブ補強筋:2-D16
上筋に配置すること

E L + 1 . 5 0 （見下げ）

特記なき限り下記による
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２．スラブ天端=EL+1.50
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X 2通 り 軸 組 図

X 1 A 通り 軸組図

特記なき限り下記による

１． ：構造スリットを示す。

２． ：打増しコンクリートを示す。

３． ：柱状地盤改良を示す。
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土木所掌
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特記なき限り下記による

１． ：構造スリットを示す。

２． ：打増しコンクリートを示す。

３． ：柱状地盤改良を示す。Y 3 通 り 軸 組 図
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Y 2 通 り 軸 組図
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STP □-D13@100

株 式 会 社 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

S=1:100

構 造 設 計 者

シグマ構造システム有限会社

一級建築士 第79432号 木村 猛
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符 号

位 置 全 断 面

FG2

全 断 面

FG2A

Y5 端 Y4 端･中 央

FG1・FG1A FG3

全 断 面 全 断 面

FG4

全 断 面

FG5

全 断 面

FG6

Y4 端

FB1

他 端･中 央

断 面

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

ＳＴＰ

500 x 1,400

5-D22

5-D22

450 x 1,700

-D13 @200

4-D22

4-D22

450 x 1,700

-D13 @200

4-D22

4-D22

4-D22

4/3-D22

-D13 @150

700 x 900

7-D25

7/4-D25

-D13 @100

700 x 900

7-D25

7/4-D25

-D13 @100

700 x 900

-D13 @100

6-D25

6/2-D25

450 x 900

-D13 @200

350 x 600

3-D19

3-D193-D19

3/2-D19

4-D22

4-D22

-D10 @150

腹 筋 6-D13 8-D13 8-D13 4-D13 4-D13 4-D13 4-D13 2-D10

配筋タイプ B2 A1 A1 A1 A1 A1 A1

布基礎リスト

D13@1,000

主筋方向:D16@150

D13@300

基礎梁リスト 打増し補強　要領図

１．打増し寸法 a が70㎜未満の場合は補強筋不要とする。

２．軸方向補強筋は下記による。

　　400≦B≦500：3-D19

　　B＜400　   ：3-D16

STPと同径、同ピッチ

軸方向補強筋

STPと同径、同ピッチ

軸方向補強筋

３．軸方向補強筋の定着はL2とする。

　　500＜B　   ：4-D22

　　※FG1Aは4-D22とする。

耐圧版配筋図

4-D19

D13@200

-D13@200

D13@200

バットレス配筋図

柱

配力方向:D16@150

配力方向:D16@150

配力方向:D16@150

配力方向:D16@150

主筋方向:D16@150

D16@150

D16@150

D16@150

D16@150

特記事項　１．( )内はハカマ筋を示す。

配力筋方向:D16@150

配力筋方向:D19@150

配力筋方向:D16@150

配力筋方向:D19@150

配力筋方向:D19@150

配力筋方向:D16@150

主筋方向:D16@150

主筋方向:D22@150

主筋方向:D16@150

主筋方向:D16@150

主筋方向:D22@150

主筋方向:D22@150

配力筋方向:D16@150

配力筋方向:D19@150

主筋方向:D22@150

主筋方向:D16@150

主筋方向:D16@150

主筋方向:D16@150

釜場補強配筋図

D16@150

D16@150

D16@150

D16@150

特記なき限り下記による

１．巾止め筋は、D10@1,000以下とする。

２．段受け筋は、D10@1,000以下とする。

３．梁主筋の柱内への定着長さは、40d以上とする。

４．梁主筋の柱内への水平投影定着長さは、柱せいの 0.75 倍以上とする。

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

構　造　設　計　者

シグマ構造システム有限会社

一級建築士　第79432号  木村　猛

排水機場　基礎・基礎梁リスト

S=1:30 S-18

令 和 5 年 3 月 1 5 日



汐ノ津呂排水機場建屋建築工事

（梁の高さが異なる場合）

（直交する大梁の梁成が異なる場合）

（中子筋も含む）
下階柱 HOOP

仕口内 HOOP

上階柱 HOOP

（中子筋も含む）

（中子筋も含む）
下階柱 HOOP

仕口内 HOOP

上階柱 HOOP

（中子筋も含む）

L2

L2h以上かつ梁上端筋
近傍まで伸ばす

35
d

※直交する大梁が無い場合は仕口HOOPとしないこと。

(耐震壁方向)
Y方向梁

D

X方向梁
(ラーメン方向)

X方向梁

※相互の主筋が干渉する場合はラーメン方向の主筋位置を優先させること。(下図参照)
※レベル差等により相互干渉が無い場合は、正規のかぶり厚とすること。
※基礎梁も同様とする。

正規かぶり厚

正規かぶり厚

L
2

L
2

L2

1,
0
00

550 550 500

1,
0
00

500

90
0

450 450

90
0

450

1
,
00
0

450

1
,
00
0

450 450

8
00

500

8
00

500

9
0
0

500

8
00

450

8
00

400

40
0

30
0

150

5
00

150100

700

70
0

700

70
0

700

70
0

700

70
0

700

70
0

700

70
0

符 号階 C12C11C2C1 C3 C4

符 号階

位 置

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

腹 筋

ＳＴＰ

R

断 面

5-D25

5-D25

5-D25

5/4-D25

端　部 中　央

4-D10

550 x 1,000

-D13 @200

2-D10

RG1 RG3

-D13 @200

端　部 中　央

4-D10

500 x 1,000

4-D25

4-D25

4-D25

4/2-D25

RG2

全 断 面

符 号

位 置

ＢｘＤ

上端筋

下端筋

腹 筋

ＳＴＰ

断 面

1

-D13 @200

4-D10

450 x 900

-D13 @200

4-D10

1G1A

Y5 端

450 x 900

4-D22

4-D22

4-D22

4/3-D22

全 断 面

4-D22

4-D22

1G1

4-D10 4-D10

Y5 端

4-D22

4-D22

4-D22

全 断 面

4-D22

4-D22

1G2

450 x 1,000 450 x 1,000

4/4-D22

Y4 端･中 央 Y4 端･中 央

全 断 面全 断 面

-D13 @200

4-D22

4-D22

500 x 800

4-D22

-D13 @200

4-D22

4-D22

500 x 800

4-D22

-D13 @200

500 x 900

全 断 面

5/2-D22

5/2-D22

4-D22

全 断 面

-D13 @200

450 x 800

2-D10

RG11 RG12 RG13 RG14

400 x 800

※カットオフ筋の余長は45dとする。 ※腹筋の定着・継手は主筋に準じること。 ※腹筋の定着・継手は主筋に準じること。 ※腹筋の定着・継手は主筋に準じること。

4-D22

4-D224-D22

4-D22

-D13 @100

Y

X

断 面

ＢｘＤ

ＨＯＯＰ

仕口HOOP

主筋(柱頭)

主筋(柱脚)

1

-D13 @100

-D13 @100

700 x 700

5

5

16-D19

16-D19

4

5

-D13 @100

-D13 @100

700 x 700

4

-D13 @100

-D13 @100

700 x 700

6

4

-D13 @100

-D13 @100

700 x 700

4

5

-D13 @100

-D13 @100

700 x 700

4

-D13 @100

-D13 @100

700 x 700

14-D22

14-D22

16-D22

16-D22

14-D22

14-D22

12-D22

12-D22

46

16-D22

16-D22

1G2A

-D13 @150 -D13 @150

かんざし筋
  -D13@200

柱リスト HOOP 割付要領

かんざし筋
  -D13@200

柱頭配筋　要領図

トップライト回り打増し配筋図

1-D13 D10@200

1-D13

D10@200

特記なき限り下記による

１．巾止め筋は、D10@1,000以下とする。

２．段受け筋は、D10@1,000以下とする。

３．梁主筋の柱内への定着長さは、40d以上とする。

４．梁主筋の柱内への水平投影定着長さは、柱せいの 0.75 倍以上とする。

D13@100

-D13@100

3-D19
取合う梁へL2定着

大梁リスト

Y方向主筋 X方向主筋

Y方向主筋 X方向主筋

大梁主筋配置要領

特記なき限り下記による

２．中子筋は135°又は、180°フックとする。

４．仕口部の範囲は右図を参照すること。

３．最上階の柱主筋の定着はﾌｯｸ付定着とする。

１．HOOPはタガ型とする。（溶接閉鎖型も可）

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

構　造　設　計　者

シグマ構造システム有限会社

一級建築士　第79432号  木村　猛

S=1:30

排水機場　柱・大梁リスト
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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45°

2-D13@200

  -D13@150

5-D22

  -D13@200

  -D13@200

5-D25

4-D25

5-D25 5-D25

Y 5 通り架構配筋図

特記なき限り下記による

１．最上階の柱主筋の定着はﾌｯｸ付定着とする。

２．梁主筋の柱内への定着長さは、40d以上とする。

　　柱せいの 0.75 倍以上とする。

３．梁主筋の柱内への水平投影定着長さは

４．　　　　：構造スリットを示す。

５．　　　　：打増しコンクリートを示す。

６．　　　　：柱状地盤改良を示す。

STP □-D13@100
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腹筋 2-D13
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腹筋 各2-D22

STP □-D13@200

  -D13@200 腹筋 各2-D22

腹筋は水平定着でも可

  -D13@200

特記なき限り下記による

１．最上階の柱主筋の定着はﾌｯｸ付定着とする。

２．梁主筋の柱内への定着長さは、40d以上とする。

　　柱せいの 0.75 倍以上とする。

３．梁主筋の柱内への水平投影定着長さは

  -D13@200

各2-D16各2-D16

各1-D13

ﾀﾃ筋:D13@200(D)
ﾖｺ筋:D13@200(D)

土木所掌

4-D22

4-D22

圧接位置

圧接位置

土木側差筋
建築柱主筋に合わせること

土木側差筋
2-D13@200

土木側差筋
建築柱主筋に合わせること
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特記事項

符　号

A.BOLT

柱　材

B.PL

断　面

H.T.B

G.PL

1　階

SS400

１．特記なき鋼材は、SS400とする。　２．A.BOLTの長さ(L)はB.PL下端から定着板上端及びﾌｯｸ始端までの長さとする。

符　号
フランジ ウェブ

FJPL(外) FJPL(内) F-HTB WJPL W-HTB
部　材 備　　考

１．特記外はSS400とする。

SC1

H-150x150x7x10

BPL-22x350x200(SN490C)

Rib.PL-6x100

4-M16 L=480

DN・フック付

H-250x125x6x9SG1

SG2

SCG1

H-250x125x6x9

H-250x125x6x9

GPL-9 HTB 3-M20

H-250x125x6x9 GPL-6 HTB 3-M16SB25

H-200x100x5.5x8 GPL-6 HTB 2-M16SB20

鉄骨部材リスト

特記なき限り下記による

GPL-9 HTB 2-M16
階段 ｻｻﾗ:PL-9x250

スラブリスト

V1

HV1

2スパン以上の連続とする。根太 L-65x65x6 @450 GPL-6 HTB 2-M16

２．溶融亜鉛メッキとする。

３．高力ボルトはF8T(メッキ仕様)とする。

基 礎 伏 図  1 : 5 0 架台床伏図 1 : 5 0

柱リスト 1:20

BPL-12x280x124  A.BOLT 2-M16 L=400(Wﾅｯﾄ･L型)

１．水平ブレースはHV1とする。

２．　　　　：ブレースガセット留めを示す。

1-M20(T.B付)

1-M20(T.B付)

FB-9x65 GPL-9 HTB 1-M20 JIS規格品（ﾌﾙﾌﾞﾚｰｽ同等品）

FB-9x65 GPL-9 HTB 1-M20 JIS規格品（ﾌﾙﾌﾞﾚｰｽ同等品）

GPL-9 HTB 2-M16[-200x90x8x13.5SB1

ボルト孔はボルト径+0.5mmとする。

溶接専用プレートを作成し
ベースレートと溶接する。

Y 1 , Y 2 , Y 3 通 り 軸 組 図  1 : 5 0 X 1 , X 2 通り軸組図  1 : 5 0

D16@150

D16@150

D16@150

D16@150

無収縮モルタル t=50

Rib.PL-6x100

無収縮モルタル t=50

Y 3 通り架構詳細図 1 : 2 0 X 1 通り架構詳細図  1 : 2 0

H-250x125x6x9H-250x125x6x9

PL-12

PL-12

PL-12

Rib.PL-6x100

H-250x125x6x9

PL-9

1-M20(T.B)

A断面図

PL-12

H-150x150x7x10
PL-9

H-150x150x7x10
PL-9

PL-9 PL-9

GPL-9
HTB 3-M20

FB-9x65
GPL-9 HTB 1-M20

FB-9x65
GPL-9 HTB 1-M20

1-M20(T.B)

ｻｻﾗ:PL-9x250

C.PL-4.5
折曲長 30以上

無収縮モルタル t=30

D13@200

4-D13

BPL-12x280x124
A.BOLT 2-M16 L=400
(Wﾅｯﾄ･L型)

階段詳細図  1 : 2 0

充分締固めを行うこと

構 造 仕 様

１．コンクリート　　普通コンクリート

　　　　　　　　　　Fc=21N/mm2

２．鉄　　　　筋　　D16以下:SD295A

４．高力ボルト　　　F8T（メッキ仕様）

５．基　　　　礎　　直接基礎

３．鉄　　　　骨　　SS400,SN490C

　　　　　　　　　　長期許容地耐力 LRa=30kN/㎡

　　　　　　　　　　地耐力を満足する浅層地盤改良を行うこと

浅層地盤改良
セメント系固化材 60kg/m3

H-150x150x7x10

PL-12
PL-9

PL-12
根太
L-65x65x6 @450以下

GPL-6
HTB 2-M16

[-200x90x8x13.5

GPL-9
HTB 2-M16

GPL-6
HTB 2-M16

PL-9 PL-6 H-200x100x5.5x8

片刃切欠き

片刃切欠き

S C 1 座金 詳細図

S B 1 , S B 2 0 詳 細 図

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

構　造　設　計　者

シグマ構造システム有限会社

一級建築士　第79432号  木村　猛

排水機場　設備架台構造図

S=1:50,20

令 和 5 年 3 月 1 5 日
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汐ノ津呂排水機場建屋建築工事
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ベース
プレート
厚≧1.3d

アンカーボルトが柱の中心
に対し均等に配置

ア
ン
カ
ー
ボ

ル
ト
孔
径

≦
d
+
5
mm

根
巻
き
部
分
の
高
さ

(
≧
柱
幅
×
2
.
5
)

帯筋(令77
条を準用)

H

D

柱
の
埋
込
み
部
の
深
さ

(
≧
柱
幅
×
2
.
0
)

コンクリート
のかぶり厚さ

(柱幅以上)

e

300以下 600以下

e

３．継手規準図、その他

呼び径 d
ボルト

穴　径 (1) (2) (3) (2)(3)の標準 最小 標準

最小縁端距離 (e) ピッチ (P)

40

40 60

22 50 34 26 50 60

24 55 38 28 55

26 60 44 32 45 60 70

(

)
内
は
ボ
ル
ト
示
す

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
・
ボ
ル
ト

M20

M22

M24

18 40 28 22 40 40 60M16

28 22M16 21 (16.5) (40) (40) (60)

(40) (60)M20 25 (20.5) 34 26 (50)

(40) (60)M22 27 (22.5) 38 28 (55)

(45) (60) (70)M24 29 (24.5) 44 32

M27 32 49 36

M30 35 54 40

M34以上 呼び径＋５ 9d/5 4d/3

　　　(3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

ボルト穴径・最小縁端距離　(mm)

PL-(2)
(両側)

PL-(1)
1

< TYPE-1 >

TYPE PL-(1) PL-(2) N - 径

3 Ｈ－125・60・6・8 6 2-M16

3 6 2-M16

6 2-M16

6 2-M16

6

Ｈ－150・75・5・7

2 Ｈ－175・90・5・8

2 Ｈ－200・100・5.5・8

2 Ｈ－250・125・6・9 3-M16

2 Ｈ－300・150・6.5・9 9 3-M20

2 Ｈ－350・175・7・11 9 4-M20

Ｈ－350・175・7・11 4-M201 9 6

2 9

4-M201 9Ｈ－400・200・8・13

Ｈ－400・200・8・13

9

5-M20

（２）ピン接合梁継手リスト

PL-(1)

1

< TYPE-2 >

符号 部　　材

(SCSS-H97による)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

PL-(2)

PL-(1)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(3)

（４）ハンチ部の継手

リブプレート

r>8t以上
ハンチ起点は避けた方がよい

Ft1-Ft2

Wt1-Wt2
≧1mm フィラプレート併用のこと

　　　(2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

（１）高力ボルト、ボルト、アンカーボルトのピッチ(P)

符号 部　　材
PL-(1) PL-(2) N1 - 径 PL-(3) N2 - 径

フランジ ウェブ

（３）剛接合梁継手リスト

PL-(1)

1

< TYPE-3 >

［注］(1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが3本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが設計図による

フランジ及びウェブ厚に差のある場合

1

r : 半径  t : 板厚

リブプレートはウェブと同厚・同材質

外
P
L
-
(1
)
 
内
P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(1
)
 
内
P
L
-
(
2
)

外
P
L
-
(1
)
 
内
P
L
-
(
2
)

B1= 300
B1 B2

150 60

175

200

250

300

350

400

70

80

100

110

140

170

B1= 350(400)

PL-(2)
PL-(3) PL-(3)

PL-(2)

PL-(1)PL-(1)

P
L
-
(
3
)

P
L
-
(
1
) PL
-
(
2
)

P
L
-(
1
)

P
L
-
(
3
)

エレクションピース

1

4

4

Bタイプ

4

Cタイプ

4

Aタイプ

符号 部　　材
PL-(1) PL-(2) N1 - 径 PL-(3) N2 - 径

フランジ ウェブ

注］現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

（５）柱継手リスト

1

B1≦ 250

Aタイプの使用は
柱 D=250mm以下とする

高力ボルト：F10T(S10T)

鋼　　　材：SS400級

P:ピッチ

e:はしあき

２．ボルトピッチ及びはしあき

軸　径

ピッチ(P)

はしあき(e)

16

60

40 40

60

20

１．使用材料

３．ガセットプレートの種類

S

gt:ガセット
   プレート厚
   (mm)

S

gt:ガセット
   プレート厚
   (mm)

S

gt:ガセット
   プレート厚
   (mm)

タイプ① タイプ② タイプ③

・共通事項

【端部プレート】

・M12～M22の場合

・M24～M33の場合

(a) 丸鋼接合表（JISターンバックル筋かい）

単位:mm

（６）引張ブレースの接合方法

部 材 ボルト
Ss

(mm) プレート
e1

(mm)

M-12 1-M12 100
FB-4.5
PL-4.5

35
19
22

M-14 1-M16 115
FB-6
PL-6

40
25
28

M-16 1-M16 125
FB-6

PL-6
45

25

28

M-18 1-M20 140
FB-9

PL-9
50

32.5

34

M-20 1-M20 150
FB-9
PL-9

50
32.5
34

M-22 1-M22 165
FB-9
PL-9

55
37.5
38

M-24 2-M20 175
FB-9
PL-9

50
37.5
38

M-27 2-M20 200
FB-9

PL-9
50

45

45

M-30 2-M22 200
FB-12

PL-12
55

45

45

M-33 2-M22 225
FB-12
PL-12

55
50
50

(mm)

e3

(mm)

Lb

(mm)

gt

(mm) (mm)

B S L(mm)

① ② ③

短期
保証
荷重
(kN)

47 40 6 660 60 42 54 21.0

6 66052 50 61 43 55 28.7

59 55 9 70 8 80 56 72 38.6

66 60 9 70 8 80 56 72 48.0

66 75 9 80 8 97 65 81 60.6

73 85 12 80 10 100 70 90 74.7

70 85 12 90 10 112 76 96 87.7

72 90 12 90 10 145 93 113

83 95 12 100 10 177 109 129

114.0

139.0

90 110 12 110 10 217 129 149 172.0

(mm)

e2

端部プレート

Ss:調節ねじ長さ

gt:ガセットプレート厚さ

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

Lb:溶接長さ（最小）

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

ガセットプレート

gt:ガセットプレート厚さ

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

部　材 gt

(mm) (mm) (mm)

B S L(mm)

① ② ③

短期許容

耐力(kN)

L-65×65×6 9 90 8 170 101 117 105.6

9

9 8

9 8

9

9 8

L-75×75×6 95 8 202 117 133 126.8

L-75×75×9 125 291 162 178 180.8

L-75×75×12 160 362 197 213 232.6

L-90×90×7 125 8 282 157 173 176.9

L-90×90×10 165 389 211 227 242.0

L-90×90×13 12 160 10 395 218 238 305.5

L-100×100×7 9 135 8 303 168 184 201.6

9 185 8 443 238 254 277.3

L-100×100×13 12 180 10 448 244 264 351.3

ボルト

5-M16

5-M16

5-M16

6-M16

5-M20

5-M20

6-M20

4-M20

5-M20

6-M20

L-100×100×10

ガセットプレート

(b) 山形鋼（シングル）接合表

(mm) (mm) ①

9 8

9 8

12

12 10

5-M16

5-M16

5-M20

2L-65×65×6 165 339 216 232 303.0

2L-75×75×6 190 474 253 269 359.4

2L-75×75×9 12 205 10 531 286 306 503.4

2L-75×75×12 7-M16 12 260 10 667 354 374 633.2

2L-90×90×7 12 205 10 529 285 305 502.0

2L-90×90×10 5-M20 12 270 10 733 387 407 695.6

2L-90×90×13 7-M20 340 10 933 487 507 886.0

2L-100×100×7 5-M20 12 225 10 598 319 339 567.8

2L-100×100×10 6-M20 12 305 10 832 436 456 789.6

2L-100×100×13 8-M20 385 1062 551 571 1008.2

部　材 ボルト

ガセットプレート

gt

(mm)

B S L(mm)

② ③

短期許容

耐力(kN)

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

gt:ガセットプレート厚さ

5-M20

(c) 山形鋼（ダブル・背合わせ）接合表

(d) 溝形鋼接合表

[-100･50･5･7.5
[-125･65･6･8

( )内は の場合

筋かいせい G

150

単位:mm

40

部　材

ガセットプレート

gt

(mm) (mm) (mm)

B S L(mm)

② ③

短期許容

耐力(kN)

[-100×50×5.0×7.5 1309 8 161 177 166.1

9

8

9 8

180 8 229 245 248.8

ボルト

列

1 列

1 列

本-径

5-M20

6-M20

8-M20 9 240 295 311 334.7

千 鳥 9-M20 300 382 398 434.5

10-M20 12 300 10 394 414 540.0

1 列 5-M20 12 205 10 288 308 508.5[-100×50×5.0×7.52

1 列2

2

2

2

[-125×65×6.0×8.0

[-125×65×6.0×8.0 6-M20 16 220 13 327 353 742.1

[-150×75×6.5×10.0

[-150×75×6.5×10.0

千 鳥

8-M20 16 305 13 440 466 1022.0

[-150×75×9.0×12.5

[-150×75×9.0×12.5

千 鳥

千 鳥 10-M20 16 380 13 557 583 1309.8

[-200×90×8.0×13.5

[-200×90×8.0×13.5

2 列

2 列 12-M20 19 410 16 565 597 1618.2

S :ガセットプレートすみ肉溶接サイズ

B :ガセットプレート幅

L :ガセットプレート最小必要溶接長

gt:ガセットプレート厚さ

（７）柱脚

二重ナット
等の戻り

止め

座金

アンカー
ボルト径

(d)

等の措置)

の径に応じ、表に
示す数値以上)

縁端距離(ボルト孔

アンカーボルト断面積の
総和≧柱断面積×0.2

柱幅
(DとHのいずれか
大きなほう)

立上り主筋
(4本以上、頂部の
折り曲げ等の措置、
表に定める定着長さ)

露出形式柱脚 根巻き形式柱脚 埋込み形式柱脚

U字形補強筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

基礎梁主筋

U字形
補強筋

(定着長さ≧20d
かぎ状に折曲げる

アンカーボルト

注）許容応力度計算を行わなかった場合の構造形式

（８）デッキスラブの補足材

1
50-400

1
50-400

PL-1.6

1

L-50x50x6 @≦600

1
50-400

PL-3.2

PL-1.6

1
50-400

L形鋼

1
50-200

1
50-200

鉄 骨 構 造 標 準 図（２）

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

構　造　設　計　者

シグマ構造システム有限会社

一級建築士　第79432号  木村　猛

令 和 5 年 3 月 1 5 日

NO SCALE

排水機場　鉄骨構造標準図（２）
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搬入スペ－ス

吐出管
100

Ｘ1 Ｘ2

壁芯壁面 壁面壁芯

100
10,300

場内排水ポンプ

搬入スペ－ス

換気扇用

入線カバー

WP
WP(D)(C)

(A)x3

(B)x3

(E19)

(E19)
F2-17

PB1

3
2

1

EM-IE 1.6×2 E1.6 (PF16)

注記

１．図中記入なき配線は下記とする。

（E19）

PB1

EM-IE 2.0×2 E2.0 (PF16)

EM-IE 1.6×2  (PF16)

EM-IE 1.6×3  (PF16)

EM-IE 1.6×3 E1.6 (PF16)

EM-IE 1.6×2 E2.0 (E19)

プルボックス　１５０x１５０x１００

EM-IE 2.0×2 E2.0 (PF16)

2E
2E

2E

2E

2E

EM-IE 8°×3 E2.0(PF28)

L-1

4

L-1

照明器具姿図

ＢＡ 高天井器具STDM400W LEDベースライト　　ガード付き

LSS9-4-65

器具光束：6,500 lm　以上

消費電力：46.0W 以下

ガード付き

LSR2M-200

器具光束：20,00 lm　以上 40,000　lm 以下

消費電力：170.0W 以下

落下防止ワイヤー付

　分　電　盤　リ　ス　ト

負　荷　名　称 　備　　考
(V) (VA)

Ｌ－１

盤　名　称 盤　結　線　図
ATAFP種　類

分 岐 開 閉 器 負荷容量電　圧回　路

番　号

ELCB

1

2

3

4

2 20

100 2 20

100 2 20

100 2 20

3P30A

電灯

コンセント

コンセント

600

400

100

1φ3W 210/105V

換気扇400

予備

MCCB

MCCB

MCCB

MCCB

100 2 20MCCB

露出型

5

名　　称記号

凡例表

LED直付照明器具

LED壁付照明器具

LED高天井照明器具

タンプラスイッチ

WP

壁付コンセント

壁付コンセント

防水タンプラスイッチ

2

電灯分電盤

備　考

1P15A×1 

1P15A×2

2P15A×1 

2P15A×2 

816

樹脂製

30

30

30

30

30

220(H)×280(W)×98(D)
分電盤寸法

Ｃ 一体形LEDブラケット　防湿・防雨形

LBF3MP/RP-4-26

器具光束：2,600 lm　以上

消費電力：31.0W 以下

Ｄ

器具光束：1,300 lm　以上

消費電力：17.0W 以下

LBF3MP/RP-2-13

Ｅ

(E)

LED誘導灯 C級　SH1-FBF20-C一体形LEDブラケット　防湿・防雨形

2 20MCCB 30100

A

SS

SS

誘導灯A 20

令 和 4 年 1 2 月
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事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

電 灯 設 備 図

コ ン セ ン ト 設 備 図
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EXP・J

ｸﾘｱﾗﾝｽ200

10,500

（外壁面）

(390L軽油燃料槽)
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設備架台

消火器ABC10型を示す

（ﾎﾞｯｸｽ：ﾕﾆｵﾝUFB-3F-420）

沈砂池工

カゴ工
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100
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壁芯壁面 壁面壁芯
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場内排水ポンプ

ＧＬ±0

壁芯

1950L燃料槽

搬入時取外可能

搬入スペ－ス

3
,
6
6
0

搬入通路

壁面

Ｘ1

西 　 立 面 図 　 1/100
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水下

7,
50
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換　気　機　器　表

機器名称

形　　式排風機
風　　量

φ
Pa静　　圧

付　属　品

m3/h
羽　根　径

SUS製ウェザカバ－（防虫網付）,不燃枠,温度サ－モ

有圧換気扇：低騒音形

形　式　・　仕　様
電　気　容　量

１

消費電力相 電圧
（V） （W）

備　考

参考品番：

台数
（φ）

４５７０
４５０
５０

１ １００ ３９０ ＥＷＦ-４５ＥＳＡ２

ウェザカバ－ ウェザカバ－有圧換気扇

有圧換気扇

温度サ－モ

有圧換気扇 ウェザカバ－

SS

株 式 会 社 　 若 鈴

図面番号

事務所名

会 社 名

図 面 名

縮 尺

作成年月日

工 事 名

紀 北 町 役 場

令 和 5 年 3 月 1 5 日

Ｍ－０１

排 水 機 場 　 機 械 設 備 換 気 図 面

S=1:200

S=1:100

一級建築士 大臣登録
　 第３７９４８３号
　　　　 山本　赳大

汐ノ津呂排水機場建屋建築工事


